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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　オープンテラスで新聞を読んでいると、向かいの席に男が座った。






　ベージュのスーツに同色の帽ぼう子しを被かぶり、革かわ製せいの小さな旅りよ行こう鞄かばんを持ったその男の姿は、昔のアメリカ映画に出てくるような古風なイメージを感じさせた。

　午前11時のカフェテリアは９月に入っても日差しはなお強く、好きこのんでテラスに座る客はいない。わざわざこっちに座っているのは、店内では新聞が読みにくかったからだ。

　そしてその店内もガラガラ。わざわざ既すでに僕が座っている、それも炎えん天てん下かのテラスのテーブルに、相席してくる理由は一つしかない。この男とここで会う約束をしていたからだ。

　スーツの男はこちらに笑いかける。

「学校はいいのですか、斎さい条じよう園その生お先生」

　その声を聞いて、初めて向かいに人が座った事に気づいたフリをする。

　ゆっくり新聞を折りたたみながら答える。

「アルバイトですから。まあ最近あっちを本職にしてもいいかなとも思ってるんですがね」

　男は口を半分押さえてクックと笑った。冗じよう談だんだと思われたのだろうか。

　僕はおどけた口調で不平を言った。

「そもそも呼び出したのはそちらなんですから、『学校はいいのですか』も無いでしょう」

「ああ、そういえばそうでしたね」

　男はそこで言葉を切り、手をかざしながら空を見上げた。そして言う。

「しかし、暑いな」

　つられて僕も見上げる。

　快晴の空の下、テラスは僕と男の二人しかいない。そういう場所を選んでいるのだ。

　道路の反対側では、恐おそらく体育の授業で学校の外を走らされている生徒達がいる。彼らは、教師が見ていないのをいい事に、歩きながら昨日見たＴＶの話で楽しそうに盛り上がっている。もちろん北ほく凰おう学園の生徒ではない。電車で一時間以上離はなれた場所にいるのだから。

　しかし、暑い。９月に入って更さらに暑くなったような気さえする。歩いている彼らも、半はん袖そでに短パンという格好ながら汗あせだくだ。それでも、目を輝かがやかせて話に興じている。黙だまって歩けば体力も消しよう耗もうしないだろうに。

　男女合同の授業のようだが、男子と女子は別個に集団を作っているように見える。そういう年とし頃ごろなのだろうか。自分が高校生の頃、どんな心理状態だったのか、もはや覚えていない。

「彼らは、自分たちが、今どれだけ貴重な時間を過ごしているのかという事に、気づいていないのでしょうね。斎条先生？」

　急に話しかけられて、すぐに返事が出来なかった。振ふり向くと、男も僕が見ていた生徒の集団を眺めている。

「……あなたがそんな事を言うのは、珍めずらしいですね」

「私だって、学生だった頃がありますよ？」

　男は眩まぶしそうに目を細めてから、意識を切り替かえるようにこちらを向いた。

「人は皆みな、自分が持つ可能性に気づかないまま、年老いて行くのです。それが幸せな場合だってある。まあ多くの場合は、後になって気づき、後こう悔かいするのですがね。時は戻もどせませんから」

　播はり機はた姉妹の事を言っているのだと気づいた。

「……しかし、気づいてしまう事で却かえって後悔する事もある。ですね？」

　また口を半分押さえてクックと笑った。

「その通りです。報告書と映像、拝見しました」

　男は胸むな元もとからＵＳＢメモリを取り出して、テーブルに投げた。滑すべるプラスチックの塊かたまりを受け取る。中には僕が作ったアスファイファ号での一連の経けい緯いについての報告書が格納されている。

「実に興味深い内容でした。やはりあなたに任せたのは正解だった。斎条先生」

　さっきからわざと「斎条先生」と呼ぶのが非常にしゃくに障さわるが、気にせず聞いてみる。

「『興味深い』というのは、やはり《紅オストラム》の覚かく醒せいですか」

「まあ、そうですね。《蒼マーレ》の行動についても興味をそそられるところは多いですが、やはり今回のクライマックスはあれでしょう」

　１ヶ月と少し前、《完結したフオル・円環キアカル》は、《紅オストラム》に対しての《査問》を要よう請せいした。これに対し、《翠コラル》の《血族クラン》の族ぞく長ちようである鳴なる神かみ直なお人ひとが、《査問》の担当に手を挙げた。

　これにより、夏休みの開始直後に、我々五人──《査問》の対象である《紅オストラム》の播機遙はるか、《蒼マーレ》の秋あき津つ安あ芸き、同じく《蒼マーレ》の、北凰学園理事長にして戸こ籍せき上は安芸の姉である周す藤とう絵え里り子こ、秋津安芸の《人形ドール》笠かさ木ぎ香か音のん、そして僕、《翠コラル》の斎条園生──は、各おの々おのの思おも惑わくを持って《翠コラル》の本ほん拠きよ地ちであるクルーズ船、アスファイファ号に乗り込んだ。

　船内では殺人事件やら、《鴉ノツクス》の襲しゆう撃げきやら色々あって、まあまあ退たい屈くつしないクルージングを楽しむ事が出来た。最終的に豪ごう華かクルーズ船は沈しずんで海の藻も屑くずとなり、我が最愛の女性は捕つかまって《島》送りになり、《紅オストラム》への《査問》もお流れになりはしたのだけれども。

「現象を客観的に記した良いレポートでした」

「それはどうも」

　自然な笑えみを作って答える。交こう渉しようのスキルの一つ。

　男は頷うなずき、帽ぼう子しを押さえながら「ただ」と言った。

「ただね、私は君の意見を聞きたいと思ってね。あれを見て、どう思いました？」

　さて、来たぞ。僕は笑みを絶やさずに思考を回転させる。

　あれというのは、《紅オストラム》が《鴉ノツクス》の罠わなによって精神的な極限状態に陥おちいった時に見せた、力の暴走の事だ。

《紅オストラム》の論理魔ま術じゆつ師しである播機遙は、過去の事例から見て潜せん在ざい的には驚おどろくべき魔術特性を持っていると推測されている。しかし、現在の彼女はごく初歩的な魔術を除いて、ほとんどの術を成功させる事ができず、なぜかいつも魔術触しよく媒ばいをプリン状の物に変へん換かんする事しか出来ない。17歳という若さのせいかもしれないが、それを踏ふまえたとしても、何かがおかしい。

　回収したカメラの映像から分ぶん析せきするに、船の上での彼女は、秋津安芸の危機的状じよう況きようを目にして意識を失い、本能的に内に眠ねむる《紅オストラム》の力を爆ばく発はつさせた。それは僕が目を疑うほどの物だった。彼女は腕うでを振っただけで海水を媒ばい介かいにシーサーペント──神話級の海の怪かい物ぶつ──を呼び出し、クルーズ船を粉々にしたのだ。

　意識を取り戻した彼女は、自分がやった事を覚えていなかった。また、その後、秋津安芸は夏休みの間中、彼女の魔術修練に付き合ったが、《紅オストラム》の論理魔術師としての能力は元に戻っていて、結局プリンを量産したに過ぎなかったのだ。

　思考回転終わり。ここまで約２秒。僕は両手を広げて答える。

「まさか、《鴉ノツクス》によって、《紅オストラム》の封ふう印いんが解かれるとは、想像だにしていませんでした」

　心からの驚きをにじませたその言葉に、男は表情を変えずに即そく答とうした。

「本当に？」

「と、言いますと？」

「君は彼らがそうする事を、最初から知っていたんじゃないですか？」

　冷や汗あせなどかかない。それくらいのコントロールが出来ないとスパイなど務まらない。

　両りよう腕うでを自然にテーブルに置きながら答える。

「なんのことですか？」

　男はしばらく僕を見つめていた。表情を変えずに見つめ返す。小さな小さな攻こう防ぼう。

　やがて、男は小さく息を吐はき、

「まあいいでしょう」

　と、諦あきらめたように言った。そして続ける。

「どうであろうとたいした問題ではない。それよりも《紅オストラム》の能力が解放されかけている事の方が問題です。特に、《特権タレント》が完全に発現されるのは避さけなければならないと、我々は考えています」

《血族クラン》の七つ──黒の《血族クラン》である《鴉ノツクス》を入れれば八つ──の血筋は、それぞれ《特権タレント》と呼ばれる特とく殊しゆな能力を持っている。

《特権タレント》は純じゆん粋すいな論理魔術では実現出来ない異能の力と言える。《蒼マーレ》なら物体に魔術を恒こう久きゆう的に込める事が出来る。《翠コラル》は《可能性ルウキス》を停止させる事が出来る、といった具合に。

　しかし、《紅オストラム》の血筋は遥はるか昔に途と絶だえたというのが我々にとっての定説であった。播機姉妹の発見、つまり《紅オストラム》の生き残りが存在したという事実は、近代論理魔術史において非常に大きな事件なのだ。

　そういう事もあって、《紅オストラム》についての文ぶん献けんはそのほとんどが消失しており、彼らの持つ《特権タレント》がどういう物だったのかについては、今こん日にちにおいても不明のままだった。

　僕はやれやれと首を振ふる。

「確かに、あの能力を放ほうっておくわけにはいきませんよね。まさか、《紅オストラム》の《特権タレント》が《召ヴオ喚カーレ》だったなんて」

《召ヴオ喚カーレ》。神話級の獣けものを、《可能性ルウキス》を媒介に呼び寄せる技術。文献にのみ残る術式で、現代論理魔術師の中で成功した者はいない。《紅オストラム》の《特権タレント》が、その《召ヴオ喚カーレ》を自由に行える物だとしたら、その脅きよう威いは並ではない。

　僕の言葉を聞いて、男は目をしばたたかせた。そして、手で半分口を押さえてクックと笑う。先ほどから何度か見る仕草だが、非常に嫌いや味みったらしい。

「なにか、可笑おかしな事を言いましたか？」

　僕の質問に対し、男は「失礼」と言って笑いを堪こらえた。そしてこちらを見る。

「君はなにか勘かん違ちがいをしていますね。《紅オストラム》の《特権タレント》は《召ヴオ喚カーレ》なんかではありません」

「……え？」

　この男の言っている事は二重の意味でおかしい。一つに、あの映像資料から読み取れる能力は《召ヴオ喚カーレ》以外にはあり得ない。もう一つに、《紅オストラム》の《特権タレント》に関する情報は失われている。仮に《召ヴオ喚カーレ》じゃないとして、何故この男はそれが分かるんだ？

「シーサーペントを呼び出したのは確かに《紅オストラム》の《特権タレント》による物です。しかしそれは、《特権タレント》の持つ能力のごく一部に過ぎません」

「と、言いますと？」

　男は口を押さえていた手を離はなして、そのまま帽ぼう子しのつばをつまんだ。そして言う。

「《紅オストラム》の《特権タレント》。それは──」

　その時、急に強めの風が吹ふいた。

　テーブルの上のグラスがカタカタと鳴るのを僕は押さえた。

　男はパタパタとなびく帽子を押さえながら、風の中、言葉を繫つないだ。

「──です」

　風がやむ。僕は動く事が出来ない。

　耳を疑った。そんな、馬ば鹿かな。

　しかしこの男はこの状じよう況きようで冗じよう談だんや推測を口にするような人物ではない。だからこそ混乱は増す。だから、何故なぜそんな事を知っているんだ？

「我々が、《紅オストラム》を恐れている理由がお分かり頂けましたか？」

「……にわかには信じられませんが。しかし、《円環キアカル》は、《紅オストラム》の能力を以前から把は握あくしていたんですね？」

　男はつばから指を離す。そして笑え顔がおのまま僕の質問には直接は答えなかった。

「これは本当に《円環キアカル》でも一部の者だけが知っている事です。私は君を信用しています。だからこそ話すんです。どうぞ内密によろしく」

　私は君を信用していますだって？　冗談も休み休み言って欲しいものだ。

「光栄ですね。で、次は何をするんですか？」

「聞いているとは思いますが、《紅オストラム》の《査問》をやり直します」

「今度は《紅オストラム》にマンティコアでも召喚してもらいますか？」

　男は小さくクックと笑いながら、地面に置いていた小さな旅りよ行こう鞄かばんを、テーブルの上に載のせた。

「それも楽しいかもしれませんね。しかし、もう少し趣しゆ向こうを凝こらす事にしました」

「趣向？」

　鞄を開け、そこから書類封ぶう筒とうを取り出し、僕の前に置いた。

　受け取って封筒を開き、中身を出さずに確かく認にんする。

「一枚、写真が入っていると思うのですが」

　確かに一枚入っている。それだけを取り出して、見る。

「！」

　表情を崩くずしたりはしない。ある程度は予想されていた事でもあった。

　男は楽しそうに告げる。

「馬ま原はら守もり人ひと。《円環キアカル》の元研究員。ご存知ですね？」

　写真には男が一人写っていた。

　大おお柄がらで筋肉質。白衣を着ているが、一目で彼を研究者だと思う人はあまりいないだろう。四角い顔に刻まれた彫ほりの深い顔立ちの奥で、二つの瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいていた。

　周囲の状況から、恐らく、《島》に運ばれる直前に撮とられた写真だろう。

　彼は、両手を拘こう束そくされた状況で、笑っていた。

　写真をテーブルに置いて、答える。

「……彼を知らない論理魔ま術じゆつ師しはいない。〝教プロフ授エツサー〟でしょう？」

「それだけじゃない、あなたと、彼ら《蒼マーレ》には特別な人間の筈はずです」

　沈ちん黙もくはイエスでもノーでも無い回答に出来る。どう受け取るかは相手の勝手だが。

「彼が《査問》と、どう関係するのですか？」

「いえ、関係などありませんよ。馬原博士は既すでに《円環キアカル》のメンバーではない。彼が《島》から脱だつ走そうして２年。その足取りは依い然ぜん摑つかめません」

　その通りだ。一説には《鴉ノツクス》に寝ね返がえったとさえ聞いている。

「そう。馬原博士は今回の《査問》には関係ありません」

　男はゆっくり指を組み替かえる。

「だから、あなたにお願いするのです」

　そして男は小さく笑った。人を小馬鹿にする笑みではなく、心から楽しそうな笑顔。

　しかし、いや、だからこそ、その笑顔は、僕に恐きよう怖ふを感じさせた。

　テーブル越ごしに右手が伸のびてくる。契けい約やくの握あく手しゆ。絶対の楔くさび。

　右手の主あるじは楽しそうに言った。

「あなたには、期待していますよ。斎条、先生」





２　最終ラウンドである。私、播機遙は渾こん身しんの想おもいを込めてタイルをめくった。






「……うそっ！　ここでパンダ!?　そんなあ」

　へなへなと崩れ落ちる。それを見て美み奈なが勝ち誇ほこったように言った。

「素す晴ばらしいぞ遙！　さあそのパンダをこちらのトラックに積んでくれたまえ」

　するとやっかが抗こう議ぎした。

「えー、美奈ずるい～。わたしだってパンダさん欲しいもん」

「お前のパンダ檻おりはもういっぱいだろうが」

「え？　あ、ホントだー」

「そういう訳だ遙。観念してそのパンダを寄よ越こすがいい」

「いいえ遙さん。そのパンダはこちらのトラックに積むべきです」

　笠木さんが真しん剣けんな眼まな差ざしで指差す。美奈がその手首を摑んで強ごう引いんに動かした。

「いや遙、こっちだ。さあ早くそのパンダを寄越せ！」

　やなこったー！　このパンダにはなんとしても私の動物園に来て貰もらわなければ困る。私は机の上の三台のトラックを睨にらんだ。どこにこのタイルを置けば美奈はパンダを諦あきらめるだろうか？

　罪のない顔をしているパンダの行く末を真剣に悩なやんでいると、後ろからクラスメイトが私を呼んだ。

「ねー遙ー、７が出た時に、盗とう賊ぞくのコマを動かさないって出来るのー？」

　私は振ふり返って答える。

「あ、それはダメ。盗賊は必ず別の場所に動かして」

「わかったー」

　真後ろでは女の子二人、男の子二人が無人島に植民して開かい拓たくするゲームを遊んでる。私は体を元に戻もどして動物園経営に意識を戻す。こっちのトラックにはトラがいる。美奈の動物園にもトラはいるけど──

「はるかー、『発展Develop』が二枚出ても、二回発展するわけじゃないよねー？」

　今度は宇宙進出を競きそうゲームをしている右みぎ隣どなりから声が届く。私は振り向かずに答えた。

「そーだよー。でもカードを出した二人はどっちもボーナスを使えるよー」

「ありがとー」

　少し離はなれた机で「やっぱあってんじゃーん」と文句を言う声が聞こえるが、こっちはそれどころではない。もう一度整理しよう。ええと、こっちのトラックにはトラが──

「なあ播機、『堀Moat』のカードを見せたら、そのカードを捨てなきゃいけないのか？」

「ねえ遙、他ほかの人が置いた移動タイルも、自分が移動するのに使っていいんだっけ？」

「播機さん。列車六両置いた時の15点って、いつ足せばいいの？」

「播機、悪いけどもう一度畑に豆を植えるルールを一通り説明してくれ」

　私はパンダのタイルを握にぎったまま立ち上がる。

「ええい、うるさいっ！　わかったわよ！　みんなちょっと待ってなさい！」

　美奈とやっかと笠木さんに「ちょっとタイム」と言ってから、私は教室を見み渡わたした。

　時刻は放課後。授業はとっくに終わり、もう帰ってもいい時間。

　現在、我らが２─Ｄの教室は、大ボードゲーム大会会場と化していた。

　いや、もちろん遊んでいる訳では無いのです。これは文化祭に向けた立派な準備なの。

「やたー！　勝ったー!!」

「くやしい！　な、もっかいやろうコレ！」

「ねー、こっち終わったからメンバーシャッフルしなーい？」

　教室のそこら中でわーきゃーと騒さわぐ声が聞こえている。

　……いや、やっぱり遊んでるかな。




　どこの高校でもそうであるように、実は《蒼マーレ》の論理魔ま術じゆつ師しの本ほん拠きよ地ちにして有事の際には大規模戦せん闘とう用の拠きよ点てんとなるように造られているものの、見た目は普ふ通つうの私立校にしか見えない我らが母校北凰学園にも、「北凰祭」と呼ばれる文化祭がある。

　９月の第四金曜日から土曜日、日曜日と３日間に亘わたる北凰祭は、文化系部活動の日ひ頃ごろの成果をお披ひ露ろ目めする場であり、一いつ般ぱん生徒にとっても一大お祭り騒ぎイベントであり、またその次の週の体育祭への前ぜん哨しよう戦せんとしても、盛り上がる要素には事欠かない。

　どのクラスも毎年工く夫ふうを凝こらした出し物を考えるわけだけど、家庭科室のキャパの問題から、飲食店が出来るのはお料理系の部活動と各学年から１クラスのみ。

　そのクラス抽ちゆう選せんを勝ち取った我らが２─Ｄの今年の出し物は、




『メイド＆執しつ事じがお相手するボードゲームカフェ』




　なのです！

　可愛かわいいメイド服の女の子や可愛い（？）執事服の男の子が、お客様を紅茶とお菓か子しとボードゲームでおもてなしする素す敵てきなお店！

　……えーと、メイド喫きつ茶さをやりたいってのは女子大半の要望だったけど、ボードゲームを強く推おしたのは私です。だって楽しそうだと思ったんだもん。

　私の論理魔術師としての師し匠しようにして、２─Ｄの担任教師でもある秋津安芸先生は、師匠で教師なのに、なぜか私と同い年の17歳。まあ、考え方も言動も、全然17歳っぽくないんだけど。顔は童顔ぽいのにいつも冷静沈ちん着ちやくで、でも、ここぞという時は格かつ好こ良よくて……、ええと、なんの話をしてたんだっけ。

　こほん。そんな17歳らしからぬ先生だけど、一つだけ子供っぽい趣しゆ味みを持っている。それがボードゲーム。先生の研究室には外国のボードゲームが、数え切れないほど置いてあるのだ。

　魔術の修しゆ行ぎようの合間に笠木さんやジェシカ、そしてたまに先生を交えて遊んでいたんだけど、木製のコマが可愛かったり、ボードに描かかれたイラストが素敵だったり、なにより面おも白しろい！　ので、私はすっかりボードゲームの魅み力りよくにはまってしまった。そしてこの面白い遊びをクラスの子達にも教えたかったのだ。

　初めはみんな「ボードゲームってスゴロクの事？」とか言って敬遠してたけど、「とりあえず一回遊べば分かるから」と説得して、半信半疑のみんなに秋津先生のコレクションを披ひ露ろうした。結果はご覧の通りだ。その後毎日、みんな放課後になると自分から机をくっつけてボードゲームを始めている。逆に、カフェの部分の作業が遅おくれていて困ってるくらい。

　ちなみにメイド服も執事服も女子達によるお手製の物。デザインは美奈とやっかが協力して作った。まだ試着段階だけどすっごく可愛い。北凰祭にお越こしの時には、是ぜ非ひ２─Ｄのボードゲームカフェにお立ち寄り下さいませ♪




　机を一つずつ回りながら、みんなの質問に答えていく。私には一度覚えた物はほぼ忘れないという特技がある。クラスのみんなが遊んでるゲームはどれも一度は遊んでるから、ルールは全部覚えてるわけ。

「播機ー、ちょっとこっちもよろしくー」

　うーん、しかし、これでは私がゲームを遊べない、もとい、北凰祭の準備が出来ないじゃないか。おかしいな。今日は秋津先生が準備に付き合ってくれて、ゲームのルールを教えてくれる事になってる筈はずなんだけど……。

　私はクラスをぐるりと見回して、入り口近くの男の子四人が遊んでいる机に、なぜか白衣の男の子が交じっているのを発見した。ツカツカとそちらに歩いて行って、くせっ毛の髪かみに顔を近づけた。

「なに一緒になって遊んでるんですかー？　せーんせー？　聞こえてますかー？」





３　何も聞こえていなかった。僕、秋津安芸にとって、それは決断の時だった。






　……よし。

「じゃあ、『出航』を選ぶよ。最初はサトウキビからね」

　それを聞いて真正面の男子が両手で顔を押さえて叫さけんだ。

「ちょっと待てよー！　それじゃあ俺のコーヒー豆が腐くさっちゃうじゃねーか！」

　向かって左ひだり隣どなりに座っている久く米め慎しん二じも啞あ然ぜんとしてつぶやく。

「うわ、僕のもだ。やられた……」

　反対側の右みぎ隣どなりに座っている鏑かぶら木ぎ倫りんがにこやかに言った。

「秋津先生、もう少し手加減してくれてもいいんじゃないですか？」

　皆みんなにとって、これはかなり効いた一手の筈だ。僕はすました顔で答える。

「何事にも全力投球しなければね。加減されてるって分かったら、つまらないでしょう？」

　僕の言葉に鏑木倫は苦く笑しようした。目鼻立ちが整っていて、中性的な表情をしている。笑っている時は女の子のようにも見えた。

「まあ、それはそうですけどね」

「ふむふむ、なるほどね」

　と言いながら、久米慎二が手元にあった黒色の木のコマを指で弾はじいて、ストックに戻もどした。そしてニヤリとする。

「直接他の人を攻こう撃げき出来なくても、結果として攻撃した事になる訳ですか。先生」

「そういう事。つまりね──」

「秋津先生！　聞いてますか！」

　突とつ然ぜん耳元で大きな声を出されて、体がビクッと震ふるえる。

「え、なに？」

　振ふり向くと腰こしを落としてこちらに向けていた播機さんの顔が、僕の鼻先数センチの所に迫せまっていた。

「「！」」

　お互たがいに距きよ離りが近すぎたと思い、慌あわててがばっと体を引く。しかし播機さんは体を起こせばいいだけだけど、僕は椅い子すに座っている。当然無理な重心移動が発生して、椅子がよろけた。

「おととととと」

　両側から手が伸のびてきて、横転しそうになった椅子をがしっと摑つかまえる。鏑木倫と久米慎二だ。おかげで僕は転てん倒とうせずに済んだ。

　心臓がドキドキと大きな音を告げていた。

　三半規管が混乱しているからではない。論理魔ま術じゆつ師しの端はしくれとして、椅子から転げそうになったくらいで焦あせるような体作りはしていない。
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　原因はハッキリしている。不意打ちだ。突然目の前に現れないで欲しい。

　二本の手によって椅子が引き戻されて、僕は元の位置に戻ってきた。

「ふう。ありがとう。鏑木君、久米君」

　鏑木倫は僕ににこやかな笑え顔がおを返し、久米慎二はすぐ盤ばん面めんに戻って状じよう況きよう分ぶん析せきを再開していた。そういえば真しん剣けん勝負の最中だった。僕はサトウキビのコマを船のタイルの上に──

「先生っ！」

　……あ、そうだった。播機さんに呼ばれてたんだった。

　改めて振り向く。今度はお互いの距離に注意しながら。

　播機さんは腕うでを組み、ジトッとした目で僕を見つめていた。少し顔が赤いように見えた。

「ん？　播機さん、なにか用？」

「『なにか用？』じゃないでしょ!?　なんで一いつ緒しよになって遊んでるんですか！」

　え？

「……あ！　そうだよ。僕はルール説明役だったんだ」

　しまった。思わずゲームに熱中してしまった。ええと、今、何時だろう？

　慌てて返事が出来ない僕の代わりに、鏑木倫が播機さんに答えた。

「播機さん、秋津先生は悪く無いんだよ。僕らがゲームに入ってくれるように頼たのんだんだ」

　久米慎二はボードを睨にらんだまま鏑木倫に同調した。

「そうそう。経験者がいると、ルールがすぐわかるし、やっぱ面おも白しろさが違ちがうんだよね」

「もう、二人ともそうやって先生を甘やかすんだから！」

　播機さんが怒おこる。僕は椅子から立ち上がった。

「ルールは大体把は握あくしたよね。次からは君たちでやってごらん」

　男子三人がぶーぶーと不平を言う。

「文句言わない！」

　もう一度播機さんが叫ぶと静かになった。





４　私が席に戻ると、やっかと美奈がゲームのタイルを箱にしまっている所だった。






「え～、待って待って！」

「何言ってんの。もう時間だよ。ほら、パンダのタイルを寄よ越こしなさい」

　あ、そういえばずっとパンダを握にぎったままだった。美奈に渡わたす。

「うーん、ごめんねえ二人とも。私が出かけてなければ最後まで遊べたよねえ」

「はるちゃんのせいじゃないよう。気にしなくていいよ」

　やっかがにっこり笑う。美奈も異論を唱えない。それはそれで嬉うれしいんだけど、秋津先生がルール説明役をちゃんと務めてれば最後までゲームを楽しめたんじゃないかと思うと、微び妙みようにもやもやした物が残る。私はてきぱきとゲームを片付けている二人をぼんやり眺ながめた。

　宮みや原はら美奈と石いし丸まる矢やノの歌か、二人とも私の中学時代からの親友だ。

　２年前、両親を事故で失った時、あらゆる事が嫌いやになって、考える事を全部やめて病院のベッドでただじっとしていた私の為ために、二人は毎日学校の後でお見み舞まいに来ては、その日あった事を話してくれた。

　おかげで、私はまた普通に生活する事が出来るようになり、今こうしてみんなと一緒に高校生活を送れている。恩人、なんて一言で言い表せるような存在じゃない。

「なに突つっ立ってるんだ、遙。机片付けるぞ」

　美奈に言われてハッとする。

「う、うん」

　やっかがゲームの箱を教室の隅すみに運んでいる。そこでは笠木さんが待っていて、大小様々な大きさのゲームの箱を、丁てい寧ねいかつ迅じん速そくに分類して積み重ね、高い塔とうを作り上げていた。

　ゲームの箱はやっかに任せて、私と美奈はくっつけていた机を元の位置に戻もどす。

　机を戻しながら私は、４月の事を思い出していた。

　やっかと美奈は、４月の頭に、《鴉ノツクス》の誘ゆう惑わくに負けて、奴やつらの操あやつり人形にされた事がある。私が秋津先生と出会い、そして論理魔ま術じゆつと出会った時の話。あの時、私は私の日常を守る為に論理魔術を学び、《鴉ノツクス》と戦う決心をしたのだ。

　……あれから５ヶ月たった今も、全然魔術は使いこなせないけど。しょぼん。

　彼女達、美奈とやっかだけでなく、あの時《鴉ノツクス》の計画に巻き込まれた女生徒らは全員、《蒼マーレ》のスタッフによる記き憶おく封ふう鎖さを受け、《鴉ノツクス》や論理魔術の事を忘れてもらっている。

　記憶を消すことは魔術でも出来ない。奥底に封印して外に出ないようにしているだけ。人体に対して魔術を使う事を《円環キアカル》は禁じているので、この記憶封鎖は禁きん忌きぎりぎりの術式なんじゃないかと思う。

　だから、忘れているだけ。彼女達の心の中には、あの時起きた事、あの時感じた想おもいが、今でも積もっている筈はずなのだ。

　失うのと忘れるのは、どっちがより悲しい事なんだろう？　私には分からない。

　そんな事を考えながら机を運んでいたら、机ごと前にいた男子にぶつかってしまった。

「あたっ」

「あ、ごめん！」

「いや、いい。ああ、ちょうどいい播機さん。これ、落ちてたんだけど」

　そう言って目の前に木製の赤く塗られたペンギンの形のコマが差し出される。これは秋津先生のゲームの道具だ。しまうときに落ちてしまったんだろう。

　机を一いつ旦たん床ゆかに下ろして、コマを受け取りながら男の子の顔を見上げた。

「ありがと……っ」

「ん？　どうかした？」

　男の子が怪け訝げんそうな顔をする。私は慌あわてて手を振ふった。

「ん、ううん、なんでもない。ありがとう、久米君」

　コマを渡してくれたのはクラスメイトの久米慎二君だった。

　彼は彼で、やっか達とは別の事件で《鴉ノツクス》の力を使って秋津先生と戦い、そして敗れた。その後、美奈達と同じように記憶封鎖を受けている。彼が命を賭かけて手に入れようとした女の子の事も、彼女を自分だけの物にしたいと願った想いも、今はもう、覚えてないのだ。

「んじゃ、よろしく」

　久米君が去っていく。私はなんとなくもやもやした物を感じながら、また机を持ち上げた。





５　クラスで回収したボードゲームの箱を抱かかえて、僕と香音は廊ろう下かを歩く。






　目指すは教室棟とう脇わきの駐ちゆう車しや場じように停とめてある車である。

　教室棟は大きく三棟むねに分かれていて、端はしっこで廊下が繫つながっている。「目」の字が横に伸のびたような構造と言ったら分かるだろうか。

　これだと、いちいち棟の端まで行かないと他ほかの棟に移動出来ないので、それぞれの棟の中央あたりの、一階と三階に渡り廊下がある。

　外が暑いので、駐車場に出るまでは出来るだけ建物の中を歩きたい。ただし最短距きよ離りで行きたい。そういう計算でただいま移動中。次は一階の渡り廊下を歩き、最後の教室棟の端まで行けば、目の前に駐車場がある計算だ。

　放課後という事もあって、教室棟の廊下は生徒で溢あふれていた。僕も香音も前がギリギリ見えるくらいまで、両手にゲームの箱を積み重ねていた。慎しん重ちように人を避よけつつ、廊下を進む。

　生徒達が、山のようにゲームの箱を抱えた僕ら二人を、興味深げに覗のぞき込みながらすれ違ちがって行く。

「しかしまあ、ボードゲーム喫きつ茶さなんて、良く考えるもんだね」

　最近は放課後になるたびに、特別研けん究きゆう棟とうにある僕の研究室から、僕と香音でボードゲームを車に詰つめ込み、２─Ｄの教室まで運んでいる。

　で、終わったら全すべて回収して研究室に持って帰る。建前上、学校には遊具を持ち込んではいけない事になっているのと、まあ無いとは思うんだけど盗とう難なんとかあったら気分が悪いから、念のため。

　多少の手間が発生しているけど、ボードゲームを知ってもらえると僕も嬉うれしいし、たくさん遊ばれた方がゲームも買われた甲か斐いがあるというものだろう。ただ、見てる限りみんな遊ぶのに夢中で、文化祭の準備が後回しになっているような……。まあ、いいか。

　渡わたり廊下への連れん絡らく口が見えてきた。外の明るさと熱気が、廊下の中に漏もれ出している。

　連絡口をくぐり抜ぬける。

　分かっていた事だけど。暑い。

　廊下、と言っても、単にコンクリートの道にトタン屋根がついているだけ。上うわ履ばきで歩いて良いという許可が出ている以外には、屋外とたいして変わらない。

　校舎と校舎の間は中庭になっていて、渡り廊下もまあまあの距離がある。まあ、この炎えん天てん下か、屋根の下を歩けるだけでも良しとすべきだろう。

　渡り廊下を歩き始める。中庭は校舎に沿って花か壇だんが広がっている。中央には芝しば生ふが敷しかれ、等とう間かん隔かくに植えられた木が作った木こ陰かげが、芝生の上に涼すずしげな空間を作っている。その木陰に生徒達が何人か寝ね転ころがって話をしているのが視界の端に見えた。

「アッキー」

　それにしても、今日は失敗だった。鏑木倫に騙だまされた。なにが「一人トイレに行ってるからその間入ってくれませんか」だ。最初から僕を巻き込んで遊ぶつもりだったんじゃないか。おかげで播機さんに怒おこられてしまった。いや、ついゲームに熱中しちゃう僕も悪いんだけど。

「アッキーってば」

　首を伸ばして腕うで時計を覗く。少し遅おくれてるな。播機さんの方が先に研究室に着いてるかもしれない。文化祭準備のある日は探たん偵てい推理研究会の活動──つまり播機さんの魔術修練──を自じ粛しゆくする予定なのだけど、明日からの事について打ち合わせをしなければならないので、今日に限り研究室で合流する予定になっている。

「アッキーってば！　聞いてるの？」

　しかし姉さんももう少し早く言ってくれれば色々準備が出来たものを。いやまあ、姉さんが悪い訳じゃないのか。《円環キアカル》が《紅オストラム》の《査問》のやり直しを要求しているのは知っていたけど、まさか突とつ然ぜん明日から始める事になるとは。こちらに準備をさせない為ための策なんだろうな。やられた。おかげで最低限の対応しか出来ていない。

「もう、アッキーってばー！」

「あの、兄さん？」

　香音の言葉に「誰だれが兄さんだ」と答えようとしたけど、そういえば学内では僕と香音は兄きよう妹だいという設定なのだった。忘れていた。危ない。立ち止まって答える。

「どうかした？　香音？」

「あの、先ほどから兄さんを呼んでらっしゃる方がいますが……」

「え、どこ？」

「私だよーっ！」

　声のする方に首だけ向けると、渡り廊下の外にポニーテールの女子生徒が立っていた。

　２─Ａの原はら田だ久く美み子こ。僕が授業を担当しているクラスの子だ。

　右みぎ肩かたにカバンを提さげ、こちらを上うわ目め遣づかいで見つめている。眉まゆ根ねを寄せてすこし怒っている、フリ、みたいな表情。

「もー、さっきから何度も呼んでるのに、アッキーったらー！」

　ああ、さっきから「アッキー」という言葉が聞こえていたけど、あれは僕の事だったのか。そういえば、２─Ａの生徒は僕の事を「アッキー先生」と呼んでいた気がする。

「ええと、原田さん、なにか用？　文字通り、今は両手がふさがっていて……」

「どーしても聞いて欲しい事があるんです！　お願い！」

　両手を合わせて懇こん願がんされる。

　困ったな。せめて荷物を運んだ後でないと。

「兄さん、私が運んでおきますから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「あ、そう？　じゃあよろしく」

　僕は箱を持ち上げて既すでに香音が持っている荷物の上に載のせた。ゲームの箱は全部で十個くらい。高さは既に香音の頭一つ分を超こえている。

「駐ちゆう車しや場じようで待ってて。すぐ行くから」

「わかりました」

　顔が完全に隠かくれているのに、香音は前が普ふ通つうに見えているようにスタスタと歩き始めた。そして生徒を避けながら渡り廊ろう下かを抜け、最後の教室棟とうの中に入った。

　香音が消えた方向を、原田久美子が微び妙みような顔で見ていた。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？　笠木さん」

「妹は器用なんだ。それで？　何の用かな？」

「あ！　あ、あのね……、ええとね……」

　香音がいなくなった途と端たん、彼女はうつむきがちになり、言葉から強気が抜けた。肩かたから提げたカバンを、両手でぎゅっと握にぎっている。手も少し赤くなっていた。

「あの、ここじゃ、ちょっと話しにくいから、向こう、行かない？」

　そう言って、中庭の奥の方を指差す。

「ええと、僕、上うわ履ばきなんだけど」

「そんなの誰も守ってないよー。ほら」

　原田久美子の足あし下もとを見ると、上履きのまま芝生に降りていた。僕、一応教師なんだけど……。

「……まあ、いいか」

　渡わたり廊下から一歩外に出る。トタン屋根が遮さえぎっていた太陽光が体に降り注ぐ。

　指で示された方向に歩き出す。上履きで芝生の上を歩くのに違い和わ感かんを感じる。

　振ふり返ると、彼女はうつむいたままついて来た。

　木陰で話し込んでいる生徒達は、自分たちの会話に夢中で、僕と彼女の事は全く気にならないらしい。すぐ側そばを通り過ぎても振り向きもしなかった。

　歩き続けると、やがて人ひと影かげが減っていく。中庭の端はしは三方が建物に囲まれた袋ふくろ小こう路じになっていて、多少圧あつ迫ぱく感かんがある。この辺で遊んでいる生徒はいないようだ。

　どこまで行くのか聞いてなかったし、呼び止めもされ無かったので、校舎によって行き止まりになっている所まで来てしまった。

　振り返って尋たずねる。

「ここでいい？」

「駄だ目め。あの隅すみっこ、行こ？」

　袖そでを引っ張られ、校舎がＬ字になっている角まで連れてこられた。そして、彼女はその角に収まるように立った。左右をきょろきょろと確かく認にんする。

「ここなら、誰も聞いてないよね……」

　確かに中庭は、近くに誰もいない。だが、彼女の背中には校舎があり、窓の向こうでは生徒達が忙いそがしく歩いている。まあ、聞こえはしないだろうけど。

「さて、何の用かな？　なにか質問？」

「ええと、ね。質問というよりは、お願い、かな……」

　目をせわしなくキョロキョロさせながら答える。挙動不ふ審しんっぷりに拍はく車しやがかかっている。

　僕が次の言葉を待っていると、彼女は決心したように僕をまっすぐに見つめた。

　多少潤うるんだ瞳ひとみが僕を見つめる。顔が少し赤い。

　そして、またすぐに目を伏ふせて、おずおずと喋しやべり始めた。

「ホントは、おかしいって分かってるの。アッキーは先生だし、私は生徒だし」

　なんの話だろう。

「ええと、なん──」

「だから、こんなお願いをアッキーにするのはちょっと違ちがうのかなとも思ってるんだよ」

　彼女は僕を見ているが、僕の言葉は聞いてないようで、自分に言い聞かせるように続けた。

「でも、もう自分の気持ちを抑おさえきれなくて、でもどうしたらいいのかわからなくて……」

　不意に、嫌いやな予感がした。これはもしや、僕が苦手とするシチュエーションなのでは……。

「だから、アッキー、お願い、これ！」

　原田久美子は、もの凄すごい速度でカバンを開け、中から何かを取りだして、両手で僕に差し出した。

　目をぎゅっとつぶり、顔が真っ赤になっている。

　少し震ふるえた両手が差し出したそれは、手紙だった。ピンク色の封ふう筒とう。ハートのシールで封がしてある。これはまぎれもなく──

　少し、目め眩まいがした。

　特に理由は無いけれど、この光景を播機さんに見られなくて良かったと、その時、思った。





６　私はしっかりと目もく撃げきしていた。






　久米君から受け取ったペンギンのコマを持って、私は秋津先生に追いつくべく、一階の廊下を走っていた。

　角を曲がろうとしたその時、ふと窓の向こうを覗のぞいたら、まるで誰だれかが絶ぜつ妙みようのタイミングをセッティングしたかのように、女の子が秋津先生に手紙を差し出すまさにその瞬しゆん間かんを目撃してしまった。

　思わず立ち止まり、そのまま転びそうになるのを慣性と必死に闘って体勢を保ち、転がるように窓の側にしゃがむ。

　そして、そっと中庭を覗き込んだ。

　それは紛まぎれもなく告白タイムだった。

　告白している側は２─Ａの原田久美子さんだ。確か女子バレーボール部の部長さん。背が高い上に可愛かわいいので男子からも女子からも人気の子。

　そして、告白されている側は紛れもなく朴ぼく念ねん仁じん人類代表候補の秋津先生。

　あの原田さんが、まさか秋津先生に！

　原田さんは可愛い封筒を両手で真っ直すぐ伸のばしたまま動かない。

　秋津先生は指先でくせっ毛の髪かみを弄いじっている。ここからは先生の背中しか見えないので、その表情は見えない。でも後ろ姿で分かる。あれは困っている。そりゃ困るでしょう。先生が一番苦手とするシチュエーションだもの。
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　４月からこっち、毎回創そう意い工く夫ふうを凝こらした授業を展開し、それがとても楽しくわかりやすい上に、しかも私たち生徒と同い年であるこの英語教師の男の子は、本人は全く意識してないけど男子からも女子からもとても人気がある。そしてモテている。

　秋津先生が好きと公言している女子を私は少なくとも三人知っている。そして、口には出さなくても好意を寄せている人が何人かいる事も知っている。

　だがしかし、告白までたどりついた人は知らない。同い年とは言え相手は教師。そこには高校生が越こえてはいけない線が引いてある。それはイマドキの女子高生でさえ、踏ふみ越えるのに大きな勇気を必要とする、線なのだ。

　しかしそれを突とつ破ぱした女の子が今現れた。

　原田さんは目をぎゅっとつぶって手紙を突つき出している。秋津先生は未いまだに髪の毛を指先で弄っていた。

　どうするの。秋津先生。どうするのよ！

　私はかぶりつきで、でも気づかれないように慎しん重ちように、二人を見つめていた。

　やがて秋津先生は、ため息をついて髪から指を離はなした。

　そして、そのまま原田さんの差し出す手紙を受け取り、白衣のポケットにしまった。




　！！！　受け取った！　秋津先生が、ラブレターを！　受け取った！！！




　え、なにそれ、それはどういう事？　受け入れたって事？　いやいやいやいや、受け取っただけなんだから、まだ答えて無いって事だよね。でもさ、初めからその気が無ければ受け取らないものなんじゃないのこういうのって？　ねえどう思う？　って誰に聞いてるのよ私は！

　原田さんはぺこりとお辞じ儀ぎすると、ダッシュで走り去った。秋津先生はしばらく動かず、やがてゆっくりと振ふり返ろうとした。私は慌あわてて窓から離れて床ゆかにしゃがむ。

　腰を上げると、秋津先生が渡わたり廊ろう下かに向かって歩いて行くのがギリギリ見えた。

　私は、そこまで見た後で、そのままふにゃふにゃと床に座り込み、天てん井じようを見上げた。

　なんにも考えられない。

　頭の中が大混乱のような、逆に何一つ浮うかんで来ないような。要するにぐちゃぐちゃだ。

　天井を見上げていたけど、目の焦しよう点てんは合っていなかった。

　生徒達が私を心配そうに見つめながら廊下を通り過ぎていく。

（えーと、私はなんでここにいるんだっけ？）

　現実逃とう避ひしたかったのか、別の事を考え始める私の脳内。

　しかし、「文化祭の準備の後に研究室で話がある」と秋津先生に言われていた事を思い出して逆効果となる。

　がばっ！　と立ち上がり、勢い余って廊下に両りよう腕うでを突く。半四つん這ばい。格好の変さに恥はずかしがっている場合じゃない。

　こんな状態で、どんな顔して会いに行けばいいのよ！

　ええと、私はどうすればいいわけ？　いや、特に私がするべき事はない。当たり前じゃない。私が告白したんじゃ無いんだから。告白!?　いや、うん。あれは告白だよね。間ま違ちがいない。

　ああ、うーん、ええと。ああ、この役立たずな頭よ、もう少しちゃんと動け！





７　研究室に着いて、僕と香音はボードゲームを棚たなにしまった。






　全部片付け終わった頃ころに、播機さんが無言で入って来た。

「遅おそかったね。座って。コーヒー飲む？」

「はい……」

　ん？　返事に覇は気きがない。見ると、播機さんはソファまでふらふらと歩いてゆき、空気が抜ぬけてしぼんでいくようにソファに沈しずんだ。

「香音、コーヒー二つ」

「はい」

　コーヒーは香音に任せて、播機さんの向かいに座る。気のせいか、瞳ひとみが虚うつろになっているように見える。どうかしたのだろうか？

　香音がお盆ぼんからテーブルにグラスを置いても、播機さんは何も喋しやべらなかった。

　香音は一礼してお盆を流し場に戻もどし、部屋の隅すみの定位置にあるパイプ椅い子すに座る。そして肩かたにかけているヘッドフォンを装着して、目を閉じた。

　僕は話し始める。

「ええとね、メールでも簡単に説明した通り、急で申し訳ないんだけど、明日から播機さんの《査問》が再度行われる」

「はい……」

「今回は《完結したフオル・円環キアカル》からスタッフが派は遣けんされる事になっている」

「はい……」

「前にも話したけど、僕ら《血族クラン》は《円環キアカル》の命令を拒きよ否ひ出来ない。《紅オストラム》である播機さんを《蒼マーレ》の保護下に置き続ける為ためには、この《査問》を受け入れざるを得ない。播機さんの意思が無視されてしまって申し訳ないんだけど、ここは理解して欲しい」

「はい……」

「もちろん僕らも《円環キアカル》の言いなりになるつもりはない。最低限の条件として、《査問》のメンバーに《蒼マーレ》から二人、出す事になった。《円環キアカル》から来るのは三人。この五人のチームで、播機さんの《査問》は行われる事になる」

「はい……」

「《査問》は、北凰大学の敷しき地ち内にある研究センターで行われる。具体的に何をするのかというと」

「はい……」

「……播機さん？」

「はい……」

　抑よく揚ようの無い返事が繰くり返される。伏ふし目がちな瞳は何も見ていないように見える。さっきから心ここにあらずという感じだ。なにか思い悩なやんでいる事があるのだろうか。

「播機さん？　聞いてる？」

「はい……、え？　あ、はいはい、聞いてます！　聞いてますよ！」

　授業中に居い眠ねむりを指し摘てきされてそれを必死で否定するような所作。

「ええと、今日は調子が良くないみたいだね」

「そ、そうですか？　そんな事ないですよー！」

　播機さんは取り繕つくろうように大きな声を出して両手を上げた。無理をしているのがまるわかりだ。

　僕は少し《査問》の説明から外れる事にした。生徒のメンタリティのフォローも、教師の役目の一つなのだから。

「なにか、悩みでもあるのかな？」

「悩みっ!?……まあ、あると言えば、あるような……」

　チラチラと僕を見たり目を逸そらしたりしながら、気弱な言葉が返る。播機さんらしくない。

「ええと、僕には言いにくい悩みかな？　なら無理に聞きはしないけど」

　すると、播機さんは拗すねているというか、文句を言いたくても言えないような、そんな表情で顔を横に向け、瞳だけ僕を見る。

「……秋津先生には、絶対に、言えません」

「？」

　怒おこっているのか、泣き出しそうなのか、そんな目で睨にらまれても反応に困る。僕には絶対言えない悩みってどんな物なのだろうか。

　とりあえず、情じよう緒ちよが安定していないのは間ま違ちがいない。

　さっき、原田久美子からピンク色の封ふう筒とうを渡わたされた時、播機さんに見られていなくて本当によかった。この精神状態で更さらに目もく撃げきされていたら、何が起きるのか想像も付かない。

「まあ、なら聞かないよ。話を戻そう。センターのＩＤカードは郵送で手紙が自宅に届く──」

「手紙っ!?」

　急に叫さけび、立ち上がる播機さん。

「え、なに？　郵送で送るのまずかった？　《円環キアカル》が《蒼マーレ》経由で届けるのを嫌いやがったからさ」

「あ、いや、なんでもありません！　手紙でいいです！　オールオッケーです！」

　立ち上がったまま、手を大きく振ふる播機さん。顔が真っ赤だ。僕は立ち上がった。

「ホントに大だい丈じよう夫ぶ？　熱でもあるんじゃない？」

　僕が近寄ると、播機さんはますます顔を赤くして叫んだ。

「なんでもありません！　いやちょっと変かも！　明日に備えて今日はもう帰ります！　秋津先生さようなら！」

　そのまま播機さんはソファに置いたカバンを摑つかみ、全速力で研究室から出て行こうとする。

「え、いやあの、播機さん？」

　扉とびらの前に立った彼女は、くるりとこちらを向き、目をぎゅっとつぶっていた。

「失礼します！」

　ばっとお辞じ儀ぎをして、またくるりと向こうを向いて走って去って行った。

　僕はすみっこで香音が目を閉じている研究室に取り残される。

　テーブルに置かれたコーヒーには、まだ口も付けていなかった。

「なんだったんだ？　一体」





８　その夜、私は壁かべ一枚向こうの部屋にいる妹の仄ほの香かと、携けい帯たいで話していた。






「って訳なんだけどー！　どーしよー、ほのかー！」

『……何故なぜそこで私に助けを求めるのよ』

　スピーカーから流れる仄香の冷静な返答が私をいじめる。あう。

　研究室を飛び出した後、真っ直すぐ家に帰った時には、もう午後６時を過ぎていた。先に文化祭の準備があったからだ。

　帰りが遅おそくなる事を知っている仄香は夕食を作っておいてくれた。それをありがたく頂いて、その後で制服を脱ぬいでシャワーを浴びて汗あせを流しパジャマに着き替がえ、身も心も満たされた後で部屋に戻もどって、仄香に電話をかけ、手紙の一件を話したのである。

「だってー、他ほかに相談出来る人いないんだもん！」

『うーん、私に相談出来るとお姉ちゃんに思わせてしまうのは、私が甘いからなのかしら』

「え、なにそれ？」

『ああ、いいのいいの。こっちの話』

　仄香はたまによく分からない事を言う。

　ベッドにごろりと転がって、カレンダーが貼はってある白い壁を見る。この壁の反対側の部屋に、仄香はいる。部屋には入れてくれない。顔も合わせてくれない。でも電話はさせてくれる。困ったときはいつも、この壁かべ越ごしに助けてくれる。

　もう２年半も、私たちはそうして来たのだ。

「もう、私、どうしたらいいかわかんないよ……」

『……なるほど』

　急に仄香の声のトーンが変わる。なんというか、獲え物ものを見つけた猟りよう師しのような。

『つまりお姉ちゃんを悲しませた秋津安芸に物理的制裁を加えればいいのね。わかったわ。この私に任せておいて。大丈夫、３日以内には確実に病院送りにしてあげる。簡単よ。こういう時の為ために、いつでも準備は出来てるの。今から私がキーボードを数回叩たたくだけで──』

　慌あわててベッドから飛び起きる。

「ダメェッ！」

『なに？　それだけじゃ不満なわけ？　しょうがないなあお姉ちゃんは♪　じゃあ物理的じゃなくて社会的制裁の方にしましょ。二度とこの国の土を踏ふめないようにしてあげ──』

「そうじゃなくて！　別に秋津先生はなにも悪く無いの！　私が空回りしてるだけなの！」

『なんだ、わかってるんじゃない、お姉ちゃん』

「え？」

　急に、いつもの柔やわらかな仄香の声に戻り、私はキョドった。

　携帯の向こうから仄香が小さく笑うのが聞こえる。

『秋津先生がその手紙とやらにどんなリアクションを取るにせよ、それは秋津先生の問題であって、お姉ちゃんには関係無い。でしょ？』

「仄香……」

『お姉ちゃんは、お姉ちゃんに出来る事をやればいいのよ。こんな事で落ち込むなんて、らしくないぞ』

「……うん、そうだよね」

　それだけで心に載のっかった重しが取れるわけではない。秋津先生が手紙にどんなリアクションをするのか、考えるだけでどんよりした気持ちになる。

　でも、仄香がそう言ってくれると、少しだけその重しが軽くなった気がした。

　仰あお向むけになって、もう一度カレンダーの貼ってある壁を見る。

「……ねえ、仄香」

『なあに？』

「仄香の部屋、行ってもいい？」

　息を吞のむ音。

　お互たがいに、何も話さない時間が出来た。

　やがて、むこうの壁がコツ、コツ、コツと三回、叩かれた。

『だーめ』

「ちえっ」

　二人で笑う。

　しばらく笑ってから、仄香が真面目まじめな声で言った。

『今のお姉ちゃんが部屋に来たら、私、理性が飛んで間ま違ちがいを犯おかしてしまいかねないから』

「ええと、どういう意味？」

『私個人としては、秋津先生なんかは別にどうでもよくてさ』

　いきなり話が変わった。

「『なんか』とはなによー。失礼な！」

　文句が言えるのは仄香が少し元気をくれたおかげだ。

『「なんか」は「なんか」よ。それ以上でも以下でもないわ』

　仄香は秋津先生に対しては常に何故か厳しい。

『それよりも《査問》の方が心配よ』

「心配って？」

『なにやらされるのか聞いてないでしょ？』

「ええと、うん」

　もしかしたら、今日、秋津先生が話してくれる予定だったのかも知れないけど、その前に研究室から逃にげ出してしまったので、何も聞いていない。

　仄香は『はあ』とわかりやすくため息をついてから、説明してくれた。

『今回の《査問》の目的はね、お姉ちゃんの能力を発現させる方法が無いか検証する事なの』

「検証って？」

『うーんとね、《円環キアカル》は、お姉ちゃんが論理魔ま術じゆつを使いこなせないのは、なにか特定の原因があるんじゃないかと考えているのね。今回の《査問》は、様々な検証を通して、その原因を見つける事が最大の目的なの』

　私はベッドから跳はね起きる。

「じゃあ、もしその原げん因いんってのが分かったら、私もプリン以外の論理魔術を使えるようになるわけ？　秋津先生やベルみたいに！」

　声が自然に弾はずむ。だって、そうなれば私は、秋津先生の魔術師としてのパートナーになれるかもしれない。

　それに、伊い代よさんとした「あの二人をよろしく」っていう約束も、果たしやすくなるかも。

『うーん……、そうかもしれないんだけど』

　私の嬉うれしそうな声とは裏腹に、仄香の声からは微び妙みように消極的なニュアンスを感じた。

「ん？　どしたの？」

『あのさあ』

　と、仄香は言い出しにくそうに喋しやべる。

『お姉ちゃんは、本当に論理魔術師になりたいわけ？』

「え？　当たり前じゃん！　言ったでしょ。私は私の周りの人達の日常を守るんだから！」

『それはさ、論理魔術師にならなきゃ出来ない事なのかな？』

　反論しようとして、言葉に詰つまる。

　仄香の言っている事がよく分からなかった。《鴉ノツクス》と戦う為ためには、相手と同じ力が必要になる。そして、それこそが私の中に眠ねむる《紅オストラム》の力の筈はず。

《紅オストラム》の力を自由に使う事が出来れば、私は《鴉ノツクス》と戦う力を手にして、それを使って私の周りの人達の日常を守る事が出来る。

　ん、なんかおかしいかな？　わからない。

「あのさ、仄香──」

『ああ、ごめん、なんか私今変な事言ったわ。忘れて』

　強ごう引いんにはぐらかされたのは私にも分かったけど、仄香はすぐに話題を変えた。

『場所は大学構内の研究センター、「Ｍラボ」って呼ばれてるらしいわね。《円環キアカル》からのスタッフが三人、《蒼マーレ》からは二人が参加する事になっていて──』

「ストップ、仄香、あんたなんでそんな詳くわしく知ってるの？」

『周藤理事長に聞いたから』

　そうだった。仄香は理事長先生と非常に仲が良いのだった。なんだっけ、「お互いの利害が一いつ致ちしている」とか言っていた。意味がよくわからないけど。

『Ｍラボに入ったら、もしかしたら私と連れん絡らくが取れなくなるかもしれない』

「携けい帯たいが通じないって事？」

『んーと、病院の中みたいなもんだと思って。実験に影えい響きようが出ないように、室内にアンテナを設置してないんじゃないかな』

「そうなんだ」

『それに、あそこはシステムが独立していて、《査問》中はジェシカシステム経由のアクセスも遮しや断だんされるかも』

「ふうん……」

『……なんか緊きん迫ぱく感かんが無いな、お姉ちゃん』

「だってさ、Ｍラボだっけ？　大学の構内って言っても北凰学園から自転車で５分くらいの所だし、大だい丈じよう夫ぶだよー。秋津先生達だっているし。そもそも、《完結したフオル・円環キアカル》は味方なんでしょ？」

『それは……そうだけど』

「仄香に電話したくなったら、外に出ればいいわけだしさ。でしょ？」

『……まあ、そうね。いいわ。なにかあったら必ず連絡してね。約束だよ』

「分かってる」

『じゃあそろそろ寝ねた方がいいね。明日は《査問》初日なんだから。しっかり睡すい眠みん取って備えないとね』

「うん、わかった。色々ありがとね。仄香」

『色々と上手うまくいくといいね。おやすみ。お姉ちゃん。愛してるよ』

「おやすみ、仄香」

　通話が切れる。その瞬しゆん間かん、壁かべ一枚向こうにいる筈の仄香が、どこか私の知らない遠い世界に行ってしまったかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。どうしたんだろう。なんか弱気になっている。

「今日はちょっと色々あったからかな」

　黙だまっていると部屋が寂さびしさで満たされるような気がして、出来るだけ明るく独り言を言ってみる。

「先生の手紙の事もそうだけど、久米君と話したのも久しぶりだったし。あと、明日からの《査問》の事でちょっと緊きん張ちようしてるのかも。うん、きっとそうだよね」

　寂しさを追い出すのにはあまり成功した気もしないけど、そのまま電気を消して、ベッドに潜もぐり込んだ。布ふ団とんから顔を出して、部屋を見回す。

　月明かりが、カーテンを通して絨じゆう毯たんに散らばっていた。

　私はあまり夢を見ない。でも、今日は夢を見られたらいいなと思った。仄香か秋津先生が出てきたらもっといい。あと笠木さんと理事長先生と……。

　考えているうちに眠りに落ちていたらしい。

　夢は見なかった。
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９　大学の敷しき地ちに入ったのは初めてで、私はキョロキョロしながら斎条先生の横を歩いた。






　次の日の放課後、私は斎条先生に連れられて、大学部キャンパスに来ていた。

　私立北凰学園は高校と大学の一いつ貫かん校になっている。私も再来年にはここに通う事になる。

　レンガ敷じきの道や、洋風の建物のデザインは高校とそれほど変わらない。なのに、歩いている人達が年上で私服だというだけで、全然違ちがう場所にいるような印象を受ける。

　なんというか、何もかもが、大人っぽい。

　午後３時半を回って、キャンパスは大学生で溢あふれていた。

　ジーパンに黒のＴシャツ姿の男の人が、大きな本を読みながら私たちを追い抜ぬいて行く。

　水色のミニワンピを着た、綺き麗れいな口紅が印象的な女の人が、キャミソールにデニムパンツのやっぱり綺麗に化け粧しようをした女の人と、楽しそうにお喋しやべりしながら歩いていた。

　道の端はしで、スピーカーを置いてストリートライブの準備をしている人達もいた。

　数年の年の差しか無い筈はずなのに、誰だれもが大人に見えた。制服を着ている自分がひどく浮ういている気がした。みんなが、私をちらちらと見ているように思えた。

　なんとなく、恥はずかしくなって下を向く。

　横を歩いている斎条先生がにこやかに話しかけてきた。

「らしくないね。もっと堂々としていていいんだよ。遙さんはお客さんなんだし、人間的にも外見的にも、彼らに魅み力りよくで劣おとる所なんか無いさ」

　私はそっと顔を上げ、先生を見た。

「でも、やっぱり緊張します。大学に来たの初めてだし」

「みんな『おや、可愛かわいい女の子が歩いてるぞ』と思っているよ」

「もう～」

　斎条先生が私の緊張を和やわらげようとしているのが分かったので、なんとか笑え顔がおを作って言い返す。

　そうだ。別に緊張する必要なんか無いんだ。大学の構内に入るなんて、たまにしか無い機会なんだから、楽しまなくちゃ。

　一いつ旦たん立ち止まる。目を閉じて。大きく深呼吸。意識が落ち着いて行くのを感じる。

　ゆっくり目を開けて、周りを見み渡わたした。

　見える風景はさっきと同じ。だけど、今度はなにもかもがとても楽しそうに見えた。通り過ぎるお姉さん達はみんな綺麗で羨うらやましかった。ギターの音を調整しているお兄さんは、なんかちょっとかっこよく見えた。

　私は走って斎条先生に追いつき、気分が高こう揚ようしていくのを感じながら歩いた。

　なるほど。さっきまでは、ちょっと怖こわがっていたのだなと自己分ぶん析せき。周りに年上しかいないという状じよう況きようが怖かったのだ。秋津先生も来てないし。

「……そうだ。なにもかも秋津先生が来てないのが悪いんだ」

　忘れていた事を思い出し、高揚感に混じってふつふつと再び怒いかりが湧わいてきた。声に多少の怨おん念ねんが籠こもる。

　本日、９月12日は《査問》の初日。今日から私は毎日放課後になると、大学の敷地内にある「Ｍラボ」と呼ばれる研究施し設せつに通い、《円環キアカル》から派は遣けんされたスタッフの指揮の下もとで、私の論理魔ま術じゆつ師しとしての資質を開花させるべく──より正確には、開花される可能性があるのかを判断する為ために──様々な検証に協力する事になる。

《円環キアカル》との協議によって、向こうから三人、《蒼マーレ》から二人の計五人のスタッフによって検証は行われる。この五人には秋津先生は含ふくまれていない。だけど、初日の顔合わせには秋津先生の参加が許可されていて、私は秋津先生と二人でＭラボに向かう予定になっていた。

　昨日の夜、仄香と電話してた時は、この《査問》についてちょっとしたワクワクした物を感じていたけど、いざ当日になると、私にしては、らしく無い事に不安の方が大きくなっていて、秋津先生がギリギリまでついていてくれる事がとても心強かった。

　に、も、拘かかわらず。

　秋津先生は放課後にどうしても外せない用事が出来たとかで、付き添そいの役目を斎条先生に依い頼らいして、その用事とやらに直接行ってしまったのである！

　研究室で秋津先生がやって来るのを待っていた私の前に現れた斎条先生が、気まずそうにそう説明した時、私がどれだけ落らく胆たんしたかお分かりいただけますでしょうか。ねえ皆みなさん！　ねえってば！

「まあ仕方無いよ。秋津先生は教師だからね」

　斎条先生は腕うで時計を確かく認にんしながら苦く笑しようした。

　ソバージュをかけた茶ちや髪ぱつの女の人とすれ違う。肩かたから提さげたトートバッグの形と模様が可愛かった。あれ欲しいな。高校は指定カバンがあるから、あまり使いどころが無いかもだけど。

　太陽にキラキラ反射するトートバッグを目で追いながら反論する。

「でもですよ！　こんな大事なイベントに、自らの教え子を送り出す時には、教師としての責任も果たして欲しいわけですよ！　私としては！」

「教師としての責任？　秋津安芸個人に見守っていて欲しいわけじゃなくて？」

　ちょっと上手うまい返し方をしたなと思ったら、すぐに反はん撃げきを食くらってしまった。

「え!?　いや、あの……」

　からかわれているのは分かっていたけど、ニヤニヤとこちらを楽しげに見ている斎条先生にすぐ言葉を返す事が出来なくて、黙だまってしまう。顔が熱い。日差しが強いせいだ。もちろんそうですとも。

　９月の太陽のせいで顔を赤くしている私に、斎条先生は話し続ける。

「安芸クンはね、《蒼マーレ》の《血族クラン》の中でも特に優ゆう秀しゆうな論理魔術師でね。安芸クンが修しゆ行ぎようの為に僕の師し匠しようの家にやって来た時、彼はまだ７歳だったのに、潜せん在ざい的な能力は既すでに僕を上回っていたんだよ」

　話題は秋津先生から変えてくれなかったけど、先生の昔の話はあまり聞く機会が無いので、私は食いついた。

「斎条先生は秋津先生の兄弟子でしさんなんですよね？　修行って、お寺とかでやるんですか？」

　先生は笑いながら手を振ふって否定した。

「イギリスにね、僕と安芸クンの師匠が住んでるんだ。そこに住み込みで論理魔術の修練を積むのさ」

「楽しそうですね！」

　その時、斎条先生はなんというか微び妙みような表情になった。説明しにくいんだけど、昔の事を思い出そうとして、すぐに慌あわててその作業を中止した表情、みたいな感じ。

　そして、要領を得ない話をはじめた。

「僕たちの師匠というのが、なんというか、個性的というか、独創的というか……。厳しいわけではないんだけど、いや、あれは厳しいというのかな。おかげで僕たちはこうして一人前になれたわけだし。いや、しかし、そもそもあの人は師匠としての資質が……」

　初めは私に向かって喋しやべっていた筈はずなんだけど、いつのまにか声が小さくなり、最後はぶつぶつと呟つぶやくだけで何を言っているのか聞こえなくなった。心なしか、斎条先生の目の焦しよう点てんが合ってないように見える。

「あの、斎条先生？」

「あの人と会ってなければ別の人生の選せん択たくも…………あ、え？」

　言われて初めて横に私がいたことを思い出した、というような驚おどろき方をされる。

　しばらく固まっていた斎条先生は、気弱な笑えみを作って私を見た。

「修行時代の事はあまり思い出したくないね。安芸クンもそうだと思うよ」

　ふむ。魔術の修行ってそんなにつらい物なのかな？　私は結構楽しんで勉強してるけど。知らない事がたくさんあるし、魔術を使えると楽しいし。まあ、今はプリンしか作れてないんだけれども。あ、明かりをつけるのも出来るんだよ！……その二つだけだけど。

　斎条先生は秋津先生の話に戻もどった。修行の話は避さけたがっているのに、秋津先生の話はしたいみたいだ。

「安芸クンは一を聞いて十を知るタイプの生徒で、すぐに実力を伸のばして他ほかの弟子達をぐんぐん追い抜ぬいていったんだ。女の子みたいな顔してるのに、みんな驚いてたよ」

「他にも弟子の人がいたんですか？」

「師匠が経営するフラットに十人くらいの弟子が共同生活してたんだよ」

「楽しそう！」

　キャンプみたいだ。斎条先生は微笑ほほえんだ。

「そうだね。楽しかったよ。あの頃ころは、安芸クンもよく笑う子だった」

　あの頃は。斎条先生はそう言った。

　私は、下を向いて言う。

「……今は、笑わないですよね。秋津先生って」

「あ、気づいてた？」

　気づいてはいなかった。クルーズ船に乗った時、笠木さんに言われて初めて知ったのだ。

　春から始まった退たい屈くつする暇ひまの無い騒そう動どうの中で、私は秋津先生と一いつ緒しよにいるだけで楽しくて、そこまで気が回らなかった。

　先生がなにか重い物を抱かかえているかもしれないなんて、思いもしなかったのだ。

　私は、思い切って聞いてみた。

「あの、斎条先生」
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「なんだい？」

「２年前、秋津先生に何があったのか、教えてもらえませんか」

　斎条先生は笑ったまま──つまり、表情を変えないまま──しばらく何も言わず、そして答えた。

「……多分、安芸が言いたがらないと思うから、僕も話すのはやめておこう」




『安芸が言いたがらないと思うから』




　それはどういう意味なのだろう。秋津先生にとって不ふ名めい誉よな事だから？　聞くと私が落ち込むような事だから？　それとももっと別の何かが？

　疑問は次から次へと湧わいて来たけど、聞き返す事が出来なかった。なにかの一線を越こえてしまいそうで、私はそれが怖こわかった。

「……そうですか」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。斎条先生はしばらく私を眺ながめ、優やさしく言った。

「それでも、安芸クンは最近変わってきている。遙さんのおかげだよ」

「それ、香音ちゃ……笠木さんにも言われました」

　しかし、当の私には自覚がない。私はなにか秋津先生にしてあげられているのだろうか？　いつも私のせいで先生が窮きゆう地ちに陥おちいったり、危ない所を助けて貰もらっている印象しかない。

　秋津先生が昔みたいに笑えるようになるように、私に出来る事が、なにかあるのだろうか？

　黙だまり込んでいると、斎条先生の大きな手のひらが伸びてきて、私の頭を優しくなでた。

「大だい丈じよう夫ぶ、時間はかかるかもしれないけど、安芸クンは大丈夫さ」

　まるで私が何を思っているのか分かっているかのようだった。

　そして、頭をなでながら、小さくつぶやいた。

「君なら、安芸クンを……」

　最後の言葉は小さすぎてよく聞こえなかった。私は見上げる。

「すみません、よく聞こえなかったんですが」

　斎条先生はハッと気づいたように目を一瞬見開き、そして私の頭に載のせていた手をどけて小さく振ふった。

「いや、別になにも言ってないよ。あ、ほら、Ｍラボが見えてきたよ」

　先生が指差した方は割と濃こいめの林が広がっていた。

　その林の真ん中に、大きな円えん筒とう形の建物が建っていた。





10　そろそろ播機さん達がＭラボに到とう着ちやくする頃だ。僕は壁かべの時計から視線を戻した。






　そしてテーブルに積まれた書類との格かく闘とうに戻る。なんの事は無い。播機さんの付き添そいよりも優先しなければならなかった作業は、書類不備の修正だった。

「すまないな。こんな事をさせて」

　理事長机の方で同様の作業をしている姉さんがペンを走らせながら、らしく無い事を言った。僕は顔を上げずに答えた。

「書類作業も教師の立派な仕事ですよ。それにこの書類は探たん偵てい推理研究会の魔ま術じゆつ方面の予算申しん請せいな訳ですし、僕にも直接的に関係があります」

「そういう意味で言ったんじゃない」

「他ほかにどんな意味があるんですか？」

　小さくため息をつくのが聞こえた。ペンを走らせる音は机の上に響ひびき続ける。

「播機とＭラボに行く筈はずだったんだろう？」

　もちろんそうだ。ギリギリまで安全を確かく認にんするつもりだった。

「サイジョーに頼たのみましたから、大丈夫でしょう」

「そういう意味でもなくてだな……まあいい。さっさと片付けて、会いに行ってやれ」

「僕がＭラボへの立ち入りが許可されているのは播機さんへの付き添いのみです。今日の《査問》が終わるまでは播機さんはＭラボから出てこないし、僕も入れません」

　ペンを走らせる音が止まった。

「……安芸？」

　こちらは手を休めずに答える。

「なんでしょう？」

「もしかして、苛いら立だっているのか？」

「苛立っている？　僕が？　まさか。それ、冗じよう談だんですか？」

　それにしても何故なぜこの21世紀に申請書類がどれもこれも紙ベースなのだろうか。旧時代的過ぎる。部活動関連の書類だけ例外というのも微び妙みように納なつ得とくがいかない。

「４時までに仕上げなければならないんでしょう？　急ぎましょう」

　このペースなら大丈夫だろう。姉さんは作業を再開しつつも「まずい、かなり心が動いてるな……」と呟つぶやいていたが、よく意味がわからなかった。僕には関係の無い話なのだろう。

　黙もく々もくと修正作業を続け、ようやく僕の分の作業が終わった。後は姉さんが判子を押せば修正作業は終わりになる。

　書類の束を持ち上げて立ち上がった所で、ブイーン……と、座っていたソファに振しん動どうが伝わった。ソファにかけてあった白衣のポケットの携けい帯たいに呼び出しがかかっている。

　書類を姉さんの机に置いてから、白衣を取り、ポケットから携帯を取りだして確認する。

　斎条からの着信だった。

　通話ボタンを押して耳にあてる。

「秋津だけど？」

『いまどき携帯に出て名前を名乗る若者がいるもんかね』

　斎条の笑い混じり、嫌いや味み混じりな声が聞こえる。

　微妙に斎条の息づかいが荒あらいのが気になった。

「古い人間なんでね。サイジョー、走っているのか？」

『少しダイエットしようかと思ってね。緊きん急きゆう事態だ。秋津安芸。大至急図書館に来てくれ。僕も今向かっている』

　今向かっている？

「ちょっと待て。播機さんは側そばにいるのか？」

『彼女はＭラボに無事送り届けたよ。大学生達の毒どく牙がから君の麗うるわしき姫ひめ君ぎみはちゃんと守ったので安心してくれたまえ』

「サイジョー、あのなあ──」

『急げよ』

　電話は唐とう突とつに切れた。姉さんが最後の書類に判子を押し、こちらを向いた。

「斎条からだろ？　なんだって？」

「大至急図書館に来いと」

「ん？　どういう事──」

　姉さんが立ち上がると同時に、机の上のＰＣから警告音が響き渡わたった。僕は瞬しゆん時じに体を伸のばしてディスプレイを覗のぞき込む。警告ウィンドウがポップアップしていた。タイトルを読む。




『警告：ジェシカシステムへの強制的な干かん渉しよう行こう為いが発生中』




　姉さんが叫ぶ。

「なんだと!?」

　僕は立ち上がって腕うで時計を確認した。午後４時５分。

「サイジョーが言っていたのはこれでしょう。図書館に行って確認してきます」

　腕に掛けていた白衣を広げる。

「姉さんはここで状じよう況きよう確認をお願いします」

「分かった」

「香音。行くぞ」

　扉とびらの横で直立していた香音が目を合わせる。

「了りよう解かいしました。我が魔術師メイガスよ」

　僕は白衣に袖そでを通しながら、扉に向かった。





11　林は散策路になっていて、私と斎条先生はその道を歩いた。






　この道は大学生の散歩道として使われてるようだった。ランニングしている体育会系らしき人とすれ違ちがったりもした。途と中ちゆうに池やベンチがあって、そこで楽しそうに話をしているカップルを見て、ちょっと羨うらやましくなったりもした。

　Ｍラボはその散策路の途中に建っていた。

　建物の前に到とう着ちやくした時、斎条先生の携帯電話が鳴った。胸ポケットから取り出した携帯の画面をじっと見つめた後、先生は笑え顔がおで言った。

「安芸クンは特別に《査問》の直前まで付き添そえる許可を得ているんだけど、僕にはその許可が無い。だからここまでしか付き添えない。ごめんね」

「あ、いえ。わざわざありがとうございました」

　ぺこりとお辞じ儀ぎ。

「うん、じゃあ、頑がん張ばってね。僕は図書館に戻もどるから」

　そう言うと、斎条先生は携帯電話を操作しながら、今来た道を戻っていった。少し早歩きだったような気がする。高校で何かあったのだろうか？

「そっちはそっちで気になるけど、私は私の事をしなきゃね」

　口に出す事でテンションを上げる実験。

　携帯で時間を確かく認にんする。午後４時ちょうどだった。ここからは私一人だ。

　小さく深呼吸をする。

「……よしっ」

　建物を見上げてみる。コンクリートの打ちっ放しって言うんだっけ？　塗と装そうとか一いつ切さいされてないむき出しのコンクリートが、おっきな円えん筒とう状になって空に伸びている。

　階によって中の間取りが違うみたいで、等とう間かん隔かくに大きな窓がある階と、小さな窓がポツポツとついている階がある。

　下から数えると……、全部で八階建てみたい。

　屋上に柵さくが見えなかった。危なく無いのかな。外に出られないようになってるのかも。

　大きな建物だし、無骨だけど、太陽の光に反射して明るく輝かがやいていたＭラボは、もの凄すごく大きなプリンのようにも見えて、ちょっと可愛かわいい感じがした。

「さて、行きますか」

　視線を下に降ろして歩き出す。私の目の前には正面玄げん関かんがあった。

　数段の段差を上ってガラスのドアの前に到着。すぐに、ドアの横にあったスピーカーから声が聞こえた。

『所属学部および学がく籍せき番号が確認出来ません』

　まずその男の人の声に驚おどろく。機械の声っぽいけど、ジェシカじゃない。更に、所属学部とか学籍番号とか言われて混乱する。

「ええと、あの、私、播機遙って──」

『声せい紋もんを確認。北凰学園高等部生徒、生徒番号０９０３３１、播機遙として識別』

「え？　あの──」

『北凰学園高等部生徒播機遙の特別入室特権を確認しました。解かい錠じようします』

　私の言葉を聞く事も無く、男の人の声は一方的にそう宣言して、目の前のガラスのドアが音もなくスライドした。

『お入り下さい』

「ど、どうもありがとう」

　とりあえずお礼を言って中に入る。スピーカーからは返事はなかった。ジェシカのような愛あい想そを感じない。きつい性格に設定しているのかな。

　入り口からは廊ろう下かが続いていて、円筒の建物の中心に向かって伸のびていた。左右の壁かべには掲けい示じ板ばんが並んでいて、紙で埋うめ尽つくされていた。所々液えき晶しようＴＶが掛かかっていて、そこでもめまぐるしく文章が流れていた。どれも専門用語だらけで、意味がさっぱりわからないので頭の中に入ってこない。うーん、これが大学の研究施し設せつなのかー。なんか凄い。

　歩きながら、携けい帯たいを確認してみる。仄香の言っていたとおり、圏けん外がいだった。

　それにしても、ジェシカ以外にエージェントＡＩがあるなんて知らなかった。大学だからかな？　そういえば、昨日仄香が、Ｍラボはシステムが独立してるって言ってたけど、この事だったのかな？

「……ん」

　それとも、さっきのは機械の音声じゃなくて、普ふ通つうの男の人だったのかもしれない。うーん、もしそうだったら後で謝った方がいいかな。特に変な事は言って無いと思うけど。

　廊下はすぐ終わって、私は円形の広い空間に出た。多分、建物の中心だ。柔やわらかい光が注いでいると思って上を見上げた。

「わあ……！」

　その空間は吹ふき抜ぬけになっていて、建物が一番上まで全部くりぬかれていた。天てん井じようの所に白っぽい板が嵌はまっていて、太陽の光がその板を通して一階まで降り注いでいた。

　それぞれの階が、この広場に面するようにぐるりと廊下が巡めぐっていて、ガラスの柵の向こうで白衣を着た人達が数人歩いているのが見えた。廊下の外側、つまり建物の外周に沿うように、部屋が並んでいるようだ。

　目立つ物はもう一つあった。天井を見上げた時に目に入った太い一本の線。ええと、下から数えていち、にい……六階の所に、空中通路があるみたい。円周の直径にあたる位置にまっすぐ空中歩道が渡わたされている。なんの為ための物だろう。

　空中には幾き何か学がく模様の板が連なったオブジェがいくつも吊つるされていて、天井から落ちる太陽の光を複雑に反射させ、空中歩道を迂う回かいするようにその光を一階の床ゆかまで繫つなげていた。

　風も無いのにオブジェが回り、光が円筒の空間に散らばる。

　私はしばしその光景に見とれていた。




「ようこそ、ロジカル・メイガス・ラボラトリ、通つう称しようＭラボへ。ハリハタハルカさん」




　真後ろから声が聞こえた。慌あわてて振ふり返る。

　すっごい美人の女の人がちょっと向こうに立っていた。

　20代くらいだろうか。白衣の下は黒のタイトスカートにピンクのブラウス。右手にはバインダーと書類が握にぎられている。

　襟えり元もとで切りそろえられたストレートの金きん髪ぱつと、切れ長の瞳ひとみの中で光る碧へき眼がんから、誰だれが見ても外国人だとわかる。でもちょっとハスキーがかっていたさっきの声は、流りゆう暢ちような日本語だった。

　その人は笑えみを浮うかべながら私に近づいてきて、何も持っていない左手を差し出した。

「左手の挨あい拶さつでごめんなさいね。左利ききなもので。所長代理のエレナ・カンビナスです。はじめまして。あなたが来るのを待っていました」

「あ、あの。はじめまして、はりはた、はるか、です」

　カバンを置いて握あく手しゆ。自分の声がカタイのが分かる。エレナさんはにっこり笑った。

「緊きん張ちようしてるのね」

「え、いえ、別にそんな事は……」

「リラックスして結構よ。《蒼マーレ》に何を言われたかはわからないけど、私たちは、あなたの能力を開花させる為にここに来ているのだから」

「は、はあ」

　曖あい昧まいに笑う。エレナさんはもう一度笑ってから握手を解いた。

「ちなみに、私はただの人間。魔ま術じゆつは使えないわ」

「そ、そうなんですか」

　なんて答えればいいのかわからないから無難に返答してみる。エレナさんは微笑ほほえんだ。

「《完結したフオル・円環キアカル》は論理魔術師だけで構成されている訳では無いの。私みたいな一いつ般ぱん人じんの協力者がたくさんいる。この研究所の九割以上がそうなのよ。驚おどろいた？」

「は、はあ」

　曖昧に答えた私に対し、エレナさんは誇ほこらしげに胸を張った。

「魔術師は万ばん能のうではないの。周囲のなんの能力もない人間達が万全のサポートを施ほどこす事によって、彼らはその能力を最大限発揮する事が出来るのよ。このＭラボはね──」

　両りよう腕うでを広げ、高く掲かかげて、建物全体を指し示した。

「《完結したフオル・円環キアカル》か《血族クラン》の関係者しか入れない特別な研究施設なの。論理魔術を科学的に研究し、社会、あるいは論理魔術自身に還かん元げんする事が目的。外の大学生は、ここがなんの為に存在してるのかすら知らないわ。さ、歩きながら話しましょ」

　エレナさんは一方的に話した後、いきなり歩き出した。私は慌てて追いかけ、横に並ぶ。

　広場をゆるく壁かべ沿いに歩きながら、エレナさんは話し続けた。

「聞いていると思うけど、今回の《査問》では《円環キアカル》と《蒼マーレ》がチームを組んで行うの」

　秋津先生に聞いた話だ。

「はい。《円環キアカル》から三人、《蒼マーレ》から二人、ですよね」

「ええ。まず《蒼マーレ》のメンバーから紹しよう介かいするわね。ええと──」

「やっと着いたのね！　遅おそいわよ！　ハルカ！」

　エレナさんの声を遮さえぎるように、頭上から聞き慣れた声が響ひびいた。

　見上げると、二階の廊ろう下かに、手すりに肘ひじをついてこちらを見下ろしている金髪の女の子がいた。

　私は驚いて叫さけぶ。

「ベル！　あなたなんでここにいるの!?」

「なによそのいいさぐは！」

　……いいさぐ？

「ベル、それ『言い草』じゃない？」

　白衣を着ていたベルは私に指し摘てきされて、綺き麗れいな白い肌はだを真っ赤にして怒おこった。

「どっちでもいいわよそんなの！　あなたが不安だと思ってせっかく来てあげてるんだから感謝の一つもしなさいよ！」

　エレナさんが口元を押さえている。笑いを堪こらえているようだ。

「紹介するわ。と、言っても知ってるわよね。ベル＝ベルノット。今回《蒼マーレ》から派は遣けんされたスタッフの一人よ。彼女は《紫プルピユラ》だから、正式には条件を満たしてないんだけど、まあ、特別措そ置ちね。同い年の子がいた方が、あなたが安心出来るんじゃないかと思って」

「そういうこと」

　両手を腰こしに当て、勝ち誇ったように二階から見下ろす。そしてにこっと笑った。

「今そっち行くね」

　そう言って二階の廊下からベルの姿が消えた。

　ベルの後ろの位置にあった階段からパタパタと音がして、《紫プルピユラ》の論理魔術師、ベル＝ベルノットが一階に降りてきた。サイズがあまりぎみの白衣をはためかせながら、こっちに走ってくる。

「もしかして、ベル、文化祭の準備に参加してなかったのって」

　ベルは二学期に北凰学園に転入してきて、私と同じクラスなのだ。

「そゆこと。こっちの準備をしなきゃだったの」

　私の前でぴっとベルが立ち止まる。

　ベルはエレナさんと同じ白衣を着ていて、胸むな元もとの名札に「Bell＝Bellknot」と書いてあった。そのすぐ横に、柔やわらかな金きん髪ぱつの一ひと房ふさが垂れていて、紫むらさき水ずい晶しようのアクセサリーが結ゆわえてある。白衣の下はベルの魔術衣である紫の柄がらが入った白ワンピースだった。

「あらためてよろしくね。ハルカ」

「うん！　あ、二人のうちの一人がベルって、じゃあもう一人は……」

　秋津先生と斎条先生でないことは知っている。ならば残る一人は理事長先生しかいないのではなかろうか。

「ふふん、多分知ったら驚くんじゃないかしら」

　ベルはニヤリとして腰をかがめ、私を指差した。

「え、誰だれなの？」

「もったいないからまだ教えてあげない」

「えー、なんでよう」

　ベルとちょっと喋しやべっているだけで、体に入っていた力が抜ぬけていくのを感じた。自分では自覚してなかったけど、エレナさんの言う通り緊きん張ちようしていたみたい。

　私たちのお喋りを眺ながめていたエレナさんは、腕うで時計に目をやってから会話に割り込んだ。

「ちょっと準備に時間がかかってるの。今日の作業を始めるまでまだ30分あるわ。それまでは休きゆう憩けいにしましょう。ベル、ハルカさんをお願い出来る？」

「ええ、了りよう解かいよ、エレナ。ハルカ、私の部屋に行きましょう」

　そう言ってベルはエレナさんに手を振ふってから、階段と反対方向の壁に歩き始めた。そっちを見るとエレベーターがあった。

　私は慌あわててエレナさんにお辞じ儀ぎをする。

「あ、それじゃ、どうぞよろしくお願いします」

　顔を上げると、エレナさんが微笑ほほえんでいた。

「こちらこそ、よろしくね」

「ハルカー？　先行くわよー？」

　顔を上げると、もうベルは一階に到とう着ちやくしたエレベーターに乗り込んでいた。

「あ、ちょっと待ってよ、ベル！」

　慌てて走って乗り込む。振り返るとエレナさんが手を振っていた。手を振り返そうと右手を上げた所で、エレベーターの扉とびらが閉まった。

　エレベーターの中は無音だった。

　扉の上の階数表示がゆっくり移動していく。

「乗り心地ごこちいいけど、遅いのよね、このエレベーター」

　ベルが腕を組んで不平を言う。

「何階なの？　っていうか、ベルの部屋ってなんの事？」

「七階だけど？　って、あれ？」

　可愛かわいいおでこに人差し指をあてて、思い出すのポーズ。

「……あ、そうか。ハルカにはまだ言ってなかったかも」

「なにが？」

「私、９月からこの施し設せつに自分用の研究室を借りてるのよ」

「研究室？」

「そ。これでも《紫プルピユラ》の次期主戦力として期待されている魔ま術じゆつ師しだからね、私は。《蒼マーレ》の管かん轄かつであるこの敷地エリアでも、それくらいの特とく別べつ扱あつかいは認めてもらえるのよ」

　また両手を腰にあてて自じ慢まんげな顔をしている。

「魔術の存在の外部漏ろう洩えいを防ぐ為ために、論理魔術の本格的な研究が出来る場所は、《完結したフオル・円環キアカル》の管理の下もと、極きわめて厳格に決められているのね。日本Japanでは、このＭラボだけなのよ」

「え、でも秋津先生は自分の研究室でやってるっていってたよ？　研究」

「エリコやアキは例外中の例外なの。あの人達は《蒼マーレ》の現当主代理と次期当主だからね、《円環キアカル》も文句をつけられないのよ」

「ふうん」

「わ、私だって英国に帰ればちゃんと自分の研究室があるんだからね！」

　何を怒おこっているのだろう？

　コホン、とベルは息を整える。

「そんなわけで、Ｍラボに専用の研究室を借りたわけ」

　エレベーターは表示ではまだ四階だった。確かにゆっくりな気がする。

　ベルは階数表示を見ながらつま先を床ゆかにカツカツ当てている。

「これからは、金曜の放課後から月曜の朝まではこっちの部屋で生活するつもりだから、遊びに来ていいよ。ベッドもあるから、お泊とまりしてってもＯＫ」

「ホント!?　やった！」

　魔術の研究には正直なんら興味は無いけど、ベルの部屋にお泊まりに行けるというのは凄すごく楽しみなイベントと言える。

　エレベーターが七階に着いた。扉が開くと同時に、入り口の近くにいた私が先に出る。




　ぼすっ、ごろん




　私はエレベーターのすぐ前に立っていた男の人の胸むな板いたに頭からぶつかり、バランスを失ってエレベーターの床に転んだ。着地したお尻しりが痛い。

　男の人も廊ろう下かに転がった模様。

「ちょっとハルカ！　なにしてんのよ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ああ、うん、大丈夫。いたた」

　私は胸板にぶつけた鼻を押さえながら、ぶつかった人に謝ろうと立ち上がった。

「あの、ごめんなさ……え？」

　廊下に転がった男の人は、北凰学園の夏服を着ていた。つまり、この男の子は高校生だ。

　しかも、手で頭を押さえ、目め眩まいを落とすように振っているメガネの顔は、私の知っている男の子だった。

「え、あの……久米君？」

「……播機さん？」

　そこにいたのは久米慎二君だった。２─Ｄのクラスメイトの。

　私は驚おどろきつつもとりあえず手を差し出して彼を起こす。彼は立ち上がりながら礼を言った。

「ありがとう」

「いやあの、なんで久米君がここにいるの!?」

　思わず叫さけんでしまう。ここは論理魔術の研究施設で、一いつ般ぱん人じんは立ち入り禁止の筈はず──

　久米君は起き上がりながら、驚いたような、警けい戒かいしたような表情で問い返してきた。

「そりゃ僕の台詞せりふだね。播機さんがなんでＭラボに入れるのさ」

　え!?　あ、ええと、私が《紅オストラム》の論理魔術師である事は誰だれにも秘密の筈だから久米君には言えない。なんて答えればいいんだ？　ええと、ええと──

「クメシンジ」

　頭が大混乱中になっていると、後ろからベルの声がして、彼女がエレベーターの中から廊下に出てきた。

　そして私の隣となりに立ち、腰こしに手を当てて、ジトッとした目で、頭一つ背が高い久米君を見上げた。口を開く。

「それ以上ハルカをからかうと許さないわよ」

　すると、久米君の警戒した表情は一転して唇くちびるをニヤリとつりあげた笑え顔がおになる。そして両手を振ふって答えた。

「ちょっとした冗じよう談だんだよ。怒らない怒らない」

　冗談？　なにが？　この二人は何を言っているの？

　なおも混乱してわたわたしていると、ベルが私の肩かたに手を置いて、小さくため息をついた。

「紹しよう介かいするわ。今回ハルカの《査問》の為に、《蒼マーレ》サイドから派は遣けんされたスタッフのもう一人が彼、クメシンジよ」

　久米君は笑いながら右手を差し出した。よく見ると、左手にはベルたちと同じ白衣が握にぎられていた。

「よろしく、播機遙さん。いや、《紅オストラム》の論理魔術師よ」

「え、えええええ!?」

　私の頭は更さらに混乱した。久米君が《査問》のスタッフ？　なんで？　論理魔ま術じゆつ師しじゃないのに？　いやそういう問題じゃない。そもそも、彼は記き憶おく封ふう鎖さで論理魔術の事を全すべて忘れさせられた筈。教室で話す時だって、５月の事件の事は何一つ覚えてない感じだったし。

　出された右手に反応出来ずにいると、久米君は小さく笑って手を戻もどした。

「驚くのも無理は無いかな。僕はね、播機さん。あの事件の後、記憶を封鎖されるのを免まぬがれたんだよ」

「え、噓うそ……!?」

「ホントよ、ハルカ。彼はその情報処理能力を買われて、《蒼マーレ》と取引をしたの」

「と……りひき？」

「そう」

　久米君が答える。

「記憶封鎖をしない代わりに、《蒼マーレ》のサポートスタッフとして僕の才能を提供する。まあ生活に多少の制限は入っているけど、僕はプログラムさえ組めれば満足だからね」

　私の肩に手をかけたまま、ベルは嫌いやそうに言う。

「本当なら《島》に送られたって文句言えないような事やったってのに。まったく、アキもエリコも甘いのよ」

　久米君は表情を変えずにメガネを直した。

「まあまあ、そんなにいじめないでくれよ。今は反省してるんだから。仕事だってちゃんとやってるだろう？」

「まあねえ……」

「そんな訳で播機さん。Ｍラボ内限定で、僕は《蒼マーレ》のメンバーなんだ。北凰学園に戻れば、論理魔術の世界なんか何も知らない一高校生に戻る。そんな感じでよろしく」

　よろしく、って、いきなり言われても反応がついて行かない。

　私はなんと答えていいかわからず、口をあわあわさせた。

「ほらあ、ハルカが混乱してるじゃない。この子は私の部屋まで連れてくの。シンジはまだ準備終わってないんでしょ？　さっさと行きなさいよ」

「おっとそうだった。じゃあまたね、播機さん」

　そう言って、久米君は私とベルが降りたエレベーターに乗り込む。

　ドアが閉まって、彼の姿が消えた。

「さ、こっちよ。行きましょ」

　私はまだ頭がふわふわした感じで、ベルに手を引かれるままに弓なりの廊ろう下かを進んだ。





12　僕と香音が車で到とう着ちやくしてみると、図書館は異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。






　図書館の正面玄げん関かんは半円状の小さなポーチになっていて、その周りに数段の階段が連なっている。階段の周りはレンガ敷じきの道が広がっていた。

　今、道にも階段にも生徒が集まってきていた。車の中からはエントランスの様子を覗のぞく事は出来なかった。

　ハンドルを切り、少し離はなれた脇わきに停とめ、エンジンを切る。

「行くぞ」

「はい」

　ドアを開ける。むわっとした外の熱気が車内に流れ込んでくる。外に出て、図書館のエントランスに向かう。香音が無言で横に並んだ。

　エントランスの周りには、続々と生徒が集まって来ていた。パニックが起きている様子はない。友達と小声で話し合う事はあっても、騒さわぎ出す生徒はまだ現れていなかった。

　前を向いたまま香音に指示を出す。

「最短経路を検けん索さく」

「了りよう解かい。先導します。ついてきて下さい」

　香音が僕の前に立ち、増えつつある生徒の波をすいすいと避よけて図書館に近づいて行く。僕はその軌き跡せきを追う。

　放課後なので、生徒がここにいるのはおかしくはない。しかし、皆みな一様に不安な面おも持もちで、図書館を見つめていた。明らかに通常には無い光景だった。

　階段の真下まで到着。階段は人が多すぎて、生徒をかき分けていかないと上っていけなかった。「ちょっとごめん」と言いながらエントランスに近づく。僕に気づいた生徒は自分から道を開けてくれた。

　先ほどの斎条の電話が、大学の敷しき地ち内で移動中にかけてきた物だったならば、理事長室から車で来た僕の方が到着は早い。斎条が着くのはもう少し後になる筈はずだ。

　生徒達は、正面玄関を見つめているが、何故なぜかポーチの中までは入ろうとせず、階段の所で遠巻きに見つめていた。

　ようやく人の波を抜ぬけて階段の上まで来た僕は、最上段に足をかけ──

「──！」

　生徒達が中に入れない理由がわかった。

　エントランスには赤の三角コーンが並べられて、その三角コーン同士を結ぶように、黄色のビニールテープが何重にも貼はられていた。ビニールテープにはゴシック体で〝KEEP OUT!〟と書かれた文字の列が、間かん隔かくを空けて連なっている。

　これでは生徒は中に入ろうとは思わないだろう。もちろんそれは単なるテープに過ぎず、乗り越こえてしまえばいい。そして僕はそうしようとした。

　すると、テープで作られた柵さくの内側にいた、いかにも警備員という格好をした男に肩かたを摑つかまれた。警備員はもう一人いて、そっちは正面玄関の前に直立していた。

　僕の肩を摑んだ方の男は、事務的ながら、威い圧あつ感かんのある声で言った。

「現在、非常事態により図書館への立ち入りは禁止されています」

　僕は身分証のＩＤカードを出す。

「教師特権を適用して下さい」

「いかなる立場の人間も、お通しする訳にはいきません」

「中で何が起きているんですか？」

「お話しするわけにはいきません。お引き取り下さい」

　とりつく島もない。見れば、一いつ般ぱんの警備会社から派は遣けんされている警備員のように見える。訓練された動きではあるが、実戦を経験していない。つまり、この警備員は論理魔術師と関係が無く、たまたま呼び出されて警備を担当しているに過ぎず、中で起きている事を本当に知らないのだろう。彼は悪くない。しかし、だからこそ厄やつ介かいだ。

「安芸様、一度引きましょう」

　隣となりにいた香音が、僕にしか聞こえない程ほどの小声で囁ささやいた。僕は頷うなずいて、階段を降りる。

　生徒の数は益ます々ます増えようとしていた。明らかに野や次じ馬うまの乗りで、携けい帯たいで写真を撮とっている生徒がたくさんいた。

「香音。状じよう況きようを確かく認にんしたい。図書館の周りに何人警備員がいるか探査サーチ出来るか」

「了解。お待ち下さい」

　香音が目を閉じる。

　と、僕の視界が黒に染まった。なんだ!?

「だ～れだっ？」

　凜りんとした声が、甘さと吐と息いきを交えて耳に吹ふきかかる。背筋がざわっとなるのを堪こらえて、僕は聞き返した。

「……鏑木君？」

「当たりです♪」

　視界を取り戻もどした。振ふり返ると、女子制服を着た長ちよう髪はつの生徒が立っていた。さっき僕から視界を奪うばったのは、その生徒の両の手のひらだったらしい。

「こんにちは、秋津先生」

　そう言って、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　僕に声をかけてきたのは、僕がクラス担任を務めている２─Ｄの生徒、鏑木倫だった。

　鏑木倫は腰こしをかがめ、上うわ目め遣づかいで聞いてきた。

「騒そう動どうを聞いてここにいらっしゃったのですか？　それとも騒動を解決する為ために？」

「どちらかと言うならば後者だけど……、その前に、鏑木君、なんでそんな格好してるの？」

「え？　似合いませんか？」

　そう言って鏑木倫は僕の前で両手を広げてくるりと一回転した。ただでさえ短くしている夏服のスカートがふわりと舞まい上がり、周りの男子生徒の視線を一いつ斉せいに集めた。大だい胆たんに胸むな元もとのボタンを外した夏服のブラウスに、ゆるく絡からんだネクタイがまとわりつく。腰まである長い髪が風を受けて綺麗に広がる。僕は答えた。

「似合うかどうかは知らないけど」

　鏑木倫は「もう！」と言って、腰に手を当てて私は怒おこっているのポーズをする。

「女の子が『似合う？』って聞いた時は、たとえ生死の境をさまよっている時だとしても、男性は『似合う』って言ってあげなきゃいけないんです。これは法律です」

　言っている事の正当性はよくわからないが、明らかな論理的矛む盾じゆん点を挙げるとするならば、今現在、『似合う？』と聞いた女の子など、この場にはいないという事だ。

　目の前でスカートを風になびかせ、今なお男子生徒の視線を集めている目の前の鏑木倫は、僕のクラスの生徒であり、北凰学園の生徒会長でもあり、そして、男子生徒なのだ。

「似合いますよね？」

　再度聞いてくる鏑木倫に対し、こめかみに手を当てながら答える。

「いやそもそも、そういう意味で質問したんじゃない。僕が聞いてるのは、なんで君は女子の格好をもがが」

[image: ]

　僕の口が鏑木倫の両手で塞ふさがれた為、最後まで喋しやべる事が出来なかった。

　鏑木倫は顔を僕のすぐ前に近づけ、リップで艶つやがかった唇くちびるで楽しそうに囁いた。

「今の私は北凰学園生徒会長の鏑木倫ではなく、誰だれにとっても『別の学年にいる知らないちょっと可愛かわいいただの女生徒』です。ご協力よろしくお願いします」

　僕の口を塞いでいた手を離はなし、にっこり笑う。

「生徒会活動を円えん滑かつに進める為には、こういう行動が必要なんです」

　ならば、どこの高校の生徒会でも生徒会活動を円滑に進める為に、会長が女装して校内を視察して回っているとでも言うのだろうか。僕が英国に留学してる間に、この国の常識は随ずい分ぶん変わったらしい。

　だがここで押し問答をしている場合じゃない。そんな暇ひまは無い。

「ええと、かぶら──」

「その名前もＮＧです」

「……じゃあ、なんて呼べばいいのかな？」

「鈴りんとお呼び下さい。風鈴の鈴です。かわいいでしょ？」

　……ん？

「いや、それだと同じなんじゃ？」

「風ふ情ぜいの違ちがいです」

　意味がわからないけどまあいい。

「鈴君、図書館で何が起きたのか知ってる？」

「はい先生。私もさっきまで図書館にいたので」

「中にいたって!?」

「ええ」

　にっこり微笑まれる。

「図書館の二階で本を探していましたの」

　それってその格好でしなきゃいけない事なのかと聞きたかったけど抑おさえた。

「それで？」

「突とつ然ぜん、入り口から、白衣を着た人がたくさん入って来て、その中の一人が『館内で異い臭しゆうが発生したとの報告を受けた。全員ただちに外に避ひ難なんするように』って言ったんです」

「異臭？」

「ええ。でも変なんです。私たち誰も異臭なんか気づきませんでした。誰が通報したのかもよくわかりません。でも、白衣の人達は強ごう引いんに生徒を外に追い出してしまって」

　鏑木倫、じゃない、鈴は、細い指でテープが巡めぐらされた図書館のエントランスを指差した。

「全員が外に出たら、あの通り、エントランスが封ふう鎖さされてしまいました」

　計画的な動きだ。

「他ほかの入り口は？　司書室の方には裏口が──」

「確かく認にんしましたが、同じように警備員が立っていました。トイレの窓も同様です」

「……確認したって？　君が？」

「ええ」

　目を三日月のように細めて頷うなずく。

「外の警備員は全部で八人。二人ツーマ一組ンセルで四グループを作り、図書館一階部分にある四カ所の出入り口を見張っています」

　僕は視線だけで香音を見た。香音がごくわずかに頷く。鈴の言っている事は、香音の索さく敵てき結果と一いつ致ちしているようだ。

「連中はかなり無む茶ちやを通したみたいですね」

「……連中？」

　鈴の瞳ひとみの色が鋭するどくなったように見えた。

「ええ。生徒会の組織力を侮あなどってもらっては困ります。異い臭しゆう騒さわぎなんてブラフなんでしょう？　彼らは、なにか別の目的で図書館を占せん拠きよする必要があったんですよね？」

　僕は答えない。鈴は両手の指を組んで、楽しそうに言った。

「ああ、そういえば、前にも似たような事がありましたよね。そう、一学期の始業式の時ですよ。覚えてらっしゃいます？」

　僕は答えない。あの時は、《鴉ノツクス》をあぶり出す為ために姉さんが仕し掛かけたトラップが予想外に被ひ害がいをもたらした為、ガス配管漏もれと噓うそをついたのだった。じゃあ今回は誰が？

「ねえ先生、先生は、なにかご存知なんじゃないですか？」

　僕は答えない。鈴、いや鏑木倫は一いつ般ぱん生徒であり、彼らから論理魔ま術じゆつの存在を秘ひ匿とくする義務が我々にはある。

　しばらく僕を見つめていた鏑木倫は、「ふむ」と呟つぶやいて肩かたをすくめた。

「まあいいですよ。教えてくれなくても。それより、図書館の中に入りたいんでしょう？　協力しますよ。秋津先生だから、特別に」

「協力？　どうやって？」

　鈴は胸を張り、右手を顔の横に持ち上げ、嬉うれしそうに目を閉じ、親指と中指を合わせた。

「こうやってです」

　パチン、と、指を鳴らす。

　と、その途と端たん。

　入り口を遠巻きに見ていた生徒のうちの何人か、いや、十何人かが、弾はじかれたように階段を駆かけ上がり出した。

　僕は驚おどろいてその光景を見送る。

　突然の現象に、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしていた警備員が、焦あせりながら叫さけぶ。

「と、止まれ！」

　しかし、彼ら彼女らは警備員の声を物ともせず、次々と黄色のテープを乗り越こえエントランスに侵しん入にゆうしていった。

　警備員は慌あわてて玄げん関かんと彼らの間に入り、叫ぶ。

「図書館は現在立ち入り禁止だ！」

　すると、生徒達は申し合わせたかのように二人の警備員を綺き麗れいに取り囲む。

「な、なんだ！　何をする気だ！」

　その直後、彼ら彼女らは口々に叫び始めた。

「明日小テストだから今日自習しないとやばいのよ！」

「ごめん、ここ待ち合わせ場所でさ。彼女遅おくれると怒おこるから！」

「トイレが我が慢まんできないの！」

「家の鍵かぎ無くしちゃってさ、ここに落としたと思うんだよね！」

「我々には本を読む自由がある！」

「読書家の、読書家による、読書家のための──！」

「予約した本が入ったって連れん絡らくがあったんです！　アレが読めないと、私、私……！」

「おじいちゃんが夢で教えてくれたんです！　ここに無くしたメガネがあるって！」

「俺が先に入るんだ！」

「私よ！」

「いや僕です！」

　それぞれ言っている事が完全に目茶苦茶だった。

　しかし、意味のよく分からない剣けん幕まくに押されて、警備員は慌てて首から提さげていたホイッスルを鳴らした。

　甲かん高だかい音がエントランスに響ひびく。

　すると、図書館の周囲から、同じ格好をした警備員が走り寄ってきた。

　その内の一人が叫ぶ。

「お前達何をしている！　ここから離はなれろ！」

　すると、また生徒の中から何人かが飛び出して来て、その警備員を取り囲んで、意味のあるようなないような事をまくし立てた。

「持ちネタの一つも仕込まずにパーティーに行くわけにはいかないんですよ！」

「旦だん那なが帰ってくる前にへそくり隠かくさないと！　本に挟はさむっていいアイデアだと思うのよね我ながら！」

「あの本は私の命を救ってくれたんです！」

　幸いにも、警備員は学生に危害を与あたえる事を許可されていないらしい。生徒に取り囲まれた警備員はなすすべもなく戸と惑まどっている。

「今ですよ、先生」

　不可思議な光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、鏑木倫が耳元で囁ささやいた。

「え？　あの子たちは？」

「そんな事はどうでもいいでしょう。警備員八人全員、ここに集まっています。今なら侵入可能ですよ」

　見れば、確かに生徒の山は八個出来ていた。

「兄さん、行けます」

　香音がささやく。「兄さん」と言われるとむずがゆいが、鏑木倫が目の前にいるので仕方がない。

　しかし、これだけでは条件が揃そろわない。何故なぜなら──

「これだけでは条件が揃わない。なぜなら、非常エマー事態ジエン宣言シー中は、先生の入室特権だけでは扉とびらを開けられないかもしれない、でしょ？　でも、それも大だい丈じよう夫ぶです」

　胸を張った鏑木倫が人差し指を振ふりながら言う。思考を読まれた事も、その解決策があるというのも僕には驚きだった。

「私、二階にいたって言ったでしょ？　白衣の人達に追い出される直前、こっそり二階の窓の鍵を開けておいたんです。先生と笠木さんの二人なら、そこからでも入れるでしょ？」

　僕は無言で鏑木倫を見た。今のはどういう意味だろう。二人がかりなら二階によじ登れるという意味か、それとも、香音の身体能力があれば問題無いという意味か？

「鏑木君、君は……」

「鈴ですってば。いいんですよ先生」

　いつのまにか、その瞳ひとみはするどい光を放っていた。

「でも、一つだけ忘れないで下さい」

「……なにを？」

「大人が、何をしようと、それはそちらの自由です。しかし、あなた方の思おも惑わくが、我々生徒の学園生活を脅おびやかす可能性がある場合、我々は実力を以もつてそれを排はい除じよします」

〝大人〟にニュアンスを込めたのは、その言葉に違ちがう意味を込めたからだと分かった。

　鏑木倫は少し前まえ屈かがみになって、右手の人差し指で僕の胸を突ついた。

　そして、小さな声で、しかしそれははっきりとした男口調で、こう言った。

「ただの人間を舐なめるなよ？　秋津先生」

「……！」

　僕が思わず半歩下がると、そこには、さっきの瞳の鋭するどさは、もはやなかった。

　鏑木倫は人差し指を顔の前にあて、片目を閉じて笑った。

「今回は一つ貸しにしておきます。さあ、早く行って下さい」

「……わかった。ありがとう。香音、行くぞ」

「はい。兄さん」

　疑問は尽つきないが、とりあえずは現状確かく認にんが先だ。

　僕は大おお騒さわぎになっているエントランスを迂う回かいして、図書館の裏側に向かって走った。

　一いつ瞬しゆん振り返ると、遠くで鏑木倫が僕を見ていた。

　楽しそうに見ていた。





13　ベルの部屋に入った私の第一声は「カワイイ！」だった。






　研究室って聞いてたけど、十畳じようはありそうな広い部屋のうち、パソコンや事務机が置かれているのは半分だけで、もう半分はプライベートな空間になっていた。

「さ、どうぞ入って。あっち」

　言われるままにプライベート空間の方に歩み寄る。

　部屋の隅すみには大きなピンクのベッドがあって、シーツの上に色とりどりのクッションが並んでいる。ベッドのすぐ横にはゴザが敷しかれていて、真ん中に小さな丸テーブルと座ざ布ぶ団とんが二つ、ちょこんと置かれていた。

　壁かべには所々にベルが大好きなアニメ「魔法マジカル少女ガールイノセント・ベル」のポスターが貼はられていた。……これが可愛かわいいかどうかは人による、かな。

「日本の家屋って狭せまいのよねー。ここ借りて、ようやく英国に住んでた時の生活環かん境きようを再現できたわ」

　ベルは夏休み中私の家に居い候そうろうしていて、９月からはワンルームマンションに住んでいる、筈はず。筈、というのは、どこに住んでいるのかもまだ教えてもらってないから。引っ越こしてからまだ２週間経たってなくて、片付くまでは人を呼べないと言ってた。でもこの部屋の小こ綺ぎ麗れいさを見ると、部屋に人をあげないのは別の理由があるような気がしてくる。

「ゴザに上がる時は靴くつ脱ぬいでね」

「はーい♪」

　中央の広場でもそうだったけど、Ｍラボの中は冷れい房ぼうが効いていて気持ちよかった。革かわ靴ぐつを脱いで座布団に正座。テーブルの上にはコンペイトウが入った丸いガラスの瓶びんが置いてある。カラフルな星形の飴あめが、涼すずしげだ。

「ねえハルカ」

　座ったまま振り返ると、ベルが冷蔵庫を開けて中を覗のぞき込んでいた。

「なに？」

「コーヒーとココアどっちがいい？　どっちもアイスだけど」

「ココア！　甘い物が飲みたい！」

　即そく答とう。ベルはこっちを見て、見下ろすように笑った。

「いいけど、太るよ」

「うっ」

　飲む前に気になるような事を！

「後で高校までランニングで帰るからいいの」

「はいはい、ちょっと待ってね」

「うん♪」

　ベルが冷蔵庫からココアのパックを取り出すのを眺ながめている。




　平へい穏おんな夏の午後。




　……。




　…………。




　…………うにゃあ。




　私はコンペイトウの瓶を包み込むように、丸テーブルに突っ伏ぷした。顔を横に向けて瓶を見つめる。

　初めて来た友達の部屋を拝見する高こう揚よう感かんが、きゅるきゅるとしぼんでいくのを感じていた。

　昨日から今日にかけて、色々ありすぎて頭がパンクしそう。特に、今さっき会った久米君の事が、私の体の中で、もやもやとした霧きりのように絡からまっていた。

　私は、私の好きな人達の日常を守りたい。出来れば、論理魔ま術じゆつの事なんて誰だれも知らないまま過ごして欲しい。

　久米君は心の隙すきを《鴉ノツクス》に突つかれ、論理魔術を知ってしまった。そして罪を犯おかし、その代だい償しようとして、記き憶おくを消す事になった。思いが残っていれば、同じ事を繰くり返す。そう判断されたから。

　あの時、私は、それがとても悲しい事のように感じた。久米君は、論理魔術に触ふれさえしなければ、彼女への思いをずっと持ったままでいられたのに。他ほかに方法は無かったのか？　私は、これで日常を守ったと言えるのだろうか？

　だから、久米君が記憶封ふう鎖さされなかった事は素す直なおに嬉うれしい。久米君の思い、彼女を好きになったその思いが、消されずに済んだのだから。

　嬉しい、の、だけど。

「なんで、秋津先生、教えてくれなかったのかな……」

　小さくつぶやく。

　久米君の事を秋津先生が知らない筈はない。クラス担任なんだから。きっと、久米君がＭラボで動きやすいように便べん宜ぎも図はかっている筈。でも、そんな素そ振ぶりはまったく感じなかった。

　久米君は、Ｍラボの外では何も知らない一高校生に戻もどると言っていた。ならば、正体を知っている人は一人でも少ない方が、秘密を守りやすいに違ちがいない。

　それくらいは私にだって分かる。

「……でもなあ」

　分かってはいるんだけど「私には教えてくれても良かったんじゃないの!?　私がバラすわけないじゃん!!」という思いがどうしても消せない。理り屈くつでは分かっていても消せない。

　秋津先生と出会い、論理魔術師として師し匠しようと弟子でしの関係になってまだ半年に過ぎない。でも、それなりに先生との間には信しん頼らい関係が生まれていると、私は、思っていたのだ。

「私、先生に信用されてないのかな……」

　口に出した途と端たん、それが本当のようで不安な気持ちが増ぞう幅ふくされる。言うんじゃなかった。

　太陽が雲に陰かげり、部屋が少し薄うす暗ぐらくなった。

　丸いガラス瓶を通して見る薄曇りの空は微び妙みように歪ゆがんでいて、私の今の心の中に似ていた。

「ココアだよー。……なにコンペイトウ抱かかえて項うな垂だれてるの？　ハルカ」

「え!?」

　バッと飛び起きる。そうだった。私はベルの部屋に来てたんだった。

「あ、ううん、なんでもない」

　気を取り直せ播機遙。今日は私の《査問》なんだから。しっかりやるべき事をやって、秋津先生に迷めい惑わくをかけないようにしなければ。

　ベルは二人分のアイスココアを載のせたトレイをテーブルに置き、反対側の座ざ布ぶ団とんに座った。

「さ、どうぞ」

「ありがとー♪」

　空元気も元気。無む理り矢や理りテンションを上げる事にする。

　手前のコップを取りアイスココアを口にする。甘い物が喉のどを通り過ぎる時特有の幸福感が体を満たしていく。

「幸せ……」

　勝手に言葉が出る。もやもやしていた分、ことのほか甘味が体に染しみて気持ちがいい。コクコクと、一気に飲み終えてしまった。

「ふう」

　コップを置いて、息をつく。ベルはまだ口を付けていないコップの縁ふちを指でなぞりながら、

「飲み終えた？」

　と言った。

「うん。ありがと」

「ならいいわ」

　なおも指でなぞりながら、こちらを見ないで言葉を続ける。

「で、アキとなにがあったわけ？」

「へっ!?」

　突とつ然ぜんの質問に体がびくっとなり、指がさっきまでココアが入っていたコップに当たる。コップはそのまま横に倒たおれ、ゴザに落下してころころと転がった。

「「あっ！」」

　二人で叫さけんだけど、飲み干した後だったのでココアがゴザの上にこぼれたりはしなかった。良かった……。

　私は無理矢理にっこり笑う。

「な、なんの事？」

「とぼけても無む駄だ。態度見てりゃわかるわよ。なんかあったんでしょ？」

　ううむ。やはりベルには分かってしまうのか。

「うーん、参りました。おっしゃる通りです」

　頭を下げる。

「よろしい。教えなさい。なにがあったの？」

「ええと、なんて言ったらいいのかな」

　話したい事は色々ある。手紙の事もあるし、伊代さんの事もあるし、久米君の事もある。

「ああ、でも、別に私と先生がなにかあった訳じゃないんだよね。どれも先生の事であって私の事ではないし。ううん、まあ、むしろ、なにも無かった事の方が問題とも言える、の、かな？　この場合の問題っていうのは、つまり──」

「ええいじれったい！」

　ベルがテーブルを叩たたく。まだココアが入っている方のコップが小さく跳はねた。

「具体的な話をしなさい。具体的な」

「ええと、ああ、でもなあ……」

「ハルカ～？」

　と、ここでブーンっと小さな音が鳴った。ベルが白衣の胸ポケットから携けい帯たいを取り出し耳にあてる。ベルがいつも使っている紫むらさき色いろの可愛かわいい形の携帯じゃなくて、なんの装そう飾しよくもない四角い緑色の携帯だった。

　二言三言話した後、ベルは携帯をポケットに戻し、コップを持ったまま立ち上がった。

「エレナから。準備が出来たって。アキの話は終わってからにしましょ。カバンとかはここに置いて行っていいよ」

　そう言って、ベルはアイスココアを一気飲みした。

　私は見上げながら呟つぶやく。

「太るよ」

　ベルは噴ふいた。





14　図書館の裏に回る。都合のいいことにこちら側には野次馬がいなかった。






「香音。魔ま術じゆつは使わない。頼たのむ」

「Ｙｅｓウルトウ、我が魔術師メイガスよ」

　先行していた香音が振ふり返り、図書館の壁かべ際ぎわに立った。

　足を開いて体を沈しずめ、両の指を組んでお椀わんのようにして、両りよう腕うでを足あし下もとに伸のばす。

「どうぞ」

　香音の手の間に右足を載せ、体重をかける。すると、




　グンッ




　強いＧを感じた直後、僕の体は空中に飛んでいた。香音が投げ上げたのだ。

　図書館二階の、一番端はしの窓にしがみつく。確かに、鍵かぎが開いていた。

　二階に人がいないのを確かく認にんした上で、窓をゆっくり開け、中に入った。そして窓の外に向かって指で合図する。




　ビュンッ




　香音が自身の脚きやく力りよくで飛び上がり、そのまま体を丸めて窓を抜ぬけ、音もなく絨じゆう毯たんの上に着地した。

　無言で確認し合い、通路を進む。

　長方形の形をしている図書館は、二階は一階の半分程度の広さしかなく、柵さくまで行けば一階の残り半分を見下ろせる構造になっている。まずその柵に到とう達たつしたい。

　慎しん重ちように進んではいるが、恐おそらく二階の警備は手て薄うすだろう。もしかしたら一人もいないかもしれない。まだ占せん拠きよしたグループの特定は出来ないが、狙ねらいはジェシカシステムの筈はずだからだ。

　柵が見える所まで来た。ここまでは本ほん棚だなが遮しや蔽へい物になっていたが、柵の手前は広い通路になっている。これ以上前に進むのは危険だ。僕は本棚の隙すき間まから、階下を覗のぞき込んだ。




『プール』が開いている。




　分かっていた事だが、神聖な空間に土足で踏ふみこまれた気がして、体の中でなにかどす黒い物が湧わき上がるのを感じた。

　図書館の地下はジェシカシステムの本体、すなわち飯いい綱つな伊代を格納する機械の基地になっている。僕たちはその空間を『プール』と呼んでいる。

『プール』は厳重なセキュリティによって保護されていて、僕と斎条と姉さんが所持する鍵以外では開けられない構造になっている筈だった。しかし、その空間が今開いている。爆ばく薬やくを使って無む理り矢や理りこじ開けたのか、それとも僕の知らない別の解かい錠じよう方法が仕込まれていたのかもしれない。前者なら《鴉ノツクス》の仕し業わざ、後者なら──

　この角度からは、床ゆかに隠かくれてジェシカシステムの本体が見えなかった。しかし、黒スーツの男達が慌あわただしく一階と『プール』を往復しているので、彼らがジェシカシステムにたいしてなんらかのアプローチを取っているのは明白だった。男達の歩き方や所作から、訓練された人間の動きである事が分かる。

　頭の後ろでチリチリと電流が走ったような錯さつ覚かくを感じる。僕にとって伊代が眠ねむっているこの空間は、ああいう男達には無む闇やみに立ち入って欲しく無い場所だった。

「ん、あれは？」

　今、スーツの男達の中に見知った顔がいたような、気がした。僕はそれが気になって本棚から体を少し出し、更さらに階下を見ようとした。床が邪じや魔まして見えなかったジェシカシステムの本体が、視界に入る。

　普ふ段だん、ジェシカシステムの筐きよう体たいを覆おおっている、黒色のシャッターが外されていた。

　ジェシカシステムの八割は伊代の生命維い持じ装置から構成されている。シャッターが外された場所に見えるのは、特とく殊しゆな溶よう液えきに浮うかんでいる、一糸まとわぬ黒くろ髪かみの少女だった。

　スーツの男の一人が、その光景をカメラで撮さつ影えいしていた。

「──！」

　血液が一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうした。僕は本棚から飛び出す。

「安芸様！」

　後ろで香音が何かを言っていたがもう聞こえなかった。修練が足りないと思うのはこういう時だ。

　柵を手で摑つかみ、勢いをつけて一階に飛び降りた。




　ズサッ




　一気に『プール』の底、ジェシカシステムの目の前に着地した。

　カメラを構えていた男が驚おどろいて後ずさる。他の男達も動きを止めてこちらを見た。

　僕は瞬時に男からカメラを奪うばい取り、右足でそいつの腹を蹴けり飛ばした後、奪ったカメラを渾こん身しんの力を込めて床に叩たたきつけた。




　ガシャンッ




　つまらない音を立ててカメラが粉々に砕くだけた。

　男達が何かを叫さけびながら近づいてきた。僕は叫ぶ。

「伊代を晒さらし者にするなあっ！」

　僕は両手を前に突つきだし、一気に呪じゆ文もんを紡つむごうと──




「そこまでだ。いい加減にしろ。秋津安芸」




　僕のよく知っている人の声が、図書館内に響ひびいた。

　頭から冷水をかけられたかのように、その言葉は体に冷たく突き刺ささり、本能に制せい御ぎよされていた思考が冷静さを取り戻もどしていく。

『プール』の階段を、男が一人降りてきた。黒髪に無ぶ精しよう髭ひげを生やした大おお柄がらな男が、僕の前に立つ。そして言った。

「このような繊せん細さいな場所で、しかも感情にまかせて魔ま術じゆつを唱えるなど、貴様にはいずれ《蒼マーレ》を統すべる者としての自覚が無いのか、秋津安芸」

　僕は、その人を知っていた。その人を見て、怒いかりと悲しみがない交ぜになってこみ上げてくるのを感じた。

「総そう一いち郎ろうさん……、何故なぜ、あなたが、ここに」

　言葉が勝手に出てくる。問われた方は、無表情のまま口を開いた。

「津つ欧おうと呼べ。そう言った筈はずだ。お前に名前で呼ばれる謂いわれはもはや無くなった」

　そう言って、手を上にかざす。

「続けろ」

　動きを止めてこちらを見ていたスーツの男達が、なにごともなかったかのようにそれぞれの作業に戻った。

「総……津欧さん、これは一体どういう事なんですか！」

　僕がなんとか言葉を口に出すと、大きくて鋭するどい瞳ひとみが僕を睨にらんだ。

「見ての通りだ。今回の《査問》では、ジェシカシステムの再テストも内容に含ふくまれている。これは《完結したフオル・円環キアカル》の決定だ」

《完結したフオル・円環キアカル》、当たり前だ。この人がここで指示を出しているのであれば、この集団は《円環キアカル》のスタッフなんだ。

「僕は聞いていません！　今回の《査問》は《紅オストラム》だけが対象の筈です！」

　津欧は口の端はしを吊つり上げ、嫌いや味みな笑えみを作った。僕が一度も見た事のない顔だった。

「では連れん絡らくに不備があったのかもしれないな。それについては後ほど謝罪しよう」

　！　怒りで髪かみが逆立つ錯覚を覚えた。

《蒼マーレ》に事前通知をしたら、なんらかの対策を採られるかもしれない。だから《円環キアカル》は、あえて連絡せず、ゲリラ的に図書館を占せん拠きよし、強制的にジェシカを自分達の管理下に置いたのだ。

「やり方が汚きたないでしょう！」

「なにを言っているのかわからんな。とにかく、ここは今後しばらく《完結したフオル・円環キアカル》の管かん轄かつとなる。すぐに出て行きたまえ」

「……っ！」

　反射的に右拳こぶしで殴なぐりかかった。津欧は避よけもせず、つまらなそうに僕を見ていた。




　ガシッ




　僕の拳は相手の左頰ほおに届く事無く、脇わきから伸のびた大きな手にガッチリ摑つかまれた。

「そこまでだ、安芸クン。感情に流されるなんて、君らしくないね」

「サイジョー……！」

　横から僕を止めたのは斎条だった。いつの間にか到とう着ちやくしていたらしい。

　そして、『プール』の上からやはり聞き慣れた声が聞こえた。

「ならば、その謝罪とやらを後でとっくり聞いてやるから覚かく悟ごしておけよ。津欧」

　僕は津欧を睨み付けていた。顔を上げなくてもわかる。姉さんが来たのだ。

　津欧は少しだけ首をひねり、『プール』の縁ふちに立っている姉さんを見上げた。

「……久しぶりだな。絵里子」

「周藤と呼べよ《円環キアカル》の手先。お前に名前で呼ばれる謂われはもはや無くなった」

　さっきの会話を聞いていたのだろうか。津欧の顔がわずかに歪ゆがんだ。

　そしてゆっくり体を姉さんの方に向け、頭を下げる。

「これは失礼した。周藤族長代理。なにか連絡に行き違ちがいがあったようなので、後で理事長室に説明に伺うかがわせて頂く」

「その白々しさはワザとか？　それとも演技が下手なのか？」

　津欧が顔を上げる。その顔から表情は読み取れなかった。

「なんの事でしょうか？」

「……まあいい。ジェシカの管理についてはしばらくそちらに任せる」

「承知した」

「ただし、飯綱伊代は我らが《蒼マーレ》の同どう胞ほうである。彼女を辱はずかしめる真ま似ねを続ける事は許さん。そのシャッターを元に戻せ」

　津欧は首を回して、ジェシカシステムを眺ながめ、次に僕を見つめ、また姉さんに視線を戻した。

「スタッフの士気向上になるのでこのままにしておきたいのだが」

「貴様ァッ！」

　斎条が止める間も無く僕は瞬しゆん時じに津欧の懐ふところに潜もぐり込み、その腹に右拳を殴りつけ──




　ボスッ




　僕の右手は一瞬で払はらいのけられ、直後に腹部に猛もう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんを感じ、それが殴られた痛みだと気づいた時には、体が空中を飛んでいた。

　僕は、素す手でで殴り飛ばされたにも拘かかわらず、その体は『プール』から一階まで飛ばされ、そこにあった、生徒の描いた絵を展示する為ためのガラスケースに激げき突とつした。




　ガッシャアアアアンッ！




　ガラスケースが粉々に砕くだける。

「安芸様！」

　香音が走り寄ってきた。

「お怪け我がはありませんか！」

　そんな事を考えている場合ではない。僕は地面に散らばったガラスの破は片へんのうち、一つを手に取った。摑つかんだ指の間から血が一筋落ちる。

　立ち上がり、『プール』の底にいる男を睨にらみ付ける。

　津欧は僕を、またつまらなそうな目で見た。

「その程度の武器で私と張り合うつもりか？　秋津安芸。論理魔ま術じゆつ師しとしての尊厳すら失ったと見えるな」

「うるさい！」

　僕は叫さけんで右手を振ふり上げるが、後ろから香音に羽は交がい締じめにされた。

「いけません！　安芸様！　《円環キアカル》に敵対する行こう為いは禁じられています！」

「そうだ。そんな事をしても無む駄だだ。安芸。お前ではあいつに勝てん。やめておけ」

『プール』の縁で腕うでを組んでいた姉さんが、こちらを向いて冷静に言う。

　僕はしばらく姉さんを睨んだ後、腕を下ろした。香音が拘こう束そくを解く。僕は右手に持っていたガラス片を思いっきり横に投げた。近くにあった本ほん棚だなの側面に、綺き麗れいに突つき刺ささった。

　姉さんが僕の所まで歩み寄り、そして、津欧に言う。

「もう一度言う。シャッターを元に戻もどせ。この要求が受け入れられなければ、その場合」

「その場合？」

　問い返す津欧に、姉さんは僕の頭に手を載のせる事で答えた。

「その場合、私の弟が本気でお前らを倒たおしにかかるぞ。なりふり構わずにな」

　しばらく津欧は姉さんを見つめた後、右手を挙げた。

「シャッターを閉めろ」

　スーツの男が「了りよう解かい」と答え、手元の端たん末まつを操作した。モーター音が館内に響ひびき、ジェシカシステムの足あし下もとから折りたたみ式の黒色のシャッターが展開された。シャッターは溶よう液えきに浮うかぶ伊代の姿を包み込むように広がり、やがてその姿を全すべて覆おおい隠かくした。

「……これでよろしいかな」

　姉さんは僕の頭を少しだけなでてから手を離はなした。

「ああ」

「では、皆みなさんにはご退場頂きたい。そして、以後あなた方の立ち入りは禁止とする」

　僕がなおも津欧を睨み付けていると、いつの間にか『プール』から一階に上っていた斎条が、僕の白衣の首筋を摑んだ。姉さんが言う。

「斎条、安芸、笠木、行くぞ。今ここで私達に出来る事は何も無い」

　僕は、斎条に引きずられるように館内から出て行った。『プール』が視界から消えるまで、ずっと津欧を睨んでいた。津欧は無表情に僕を見返していた。

　図書館から出て、姉さんの車の後部座席に押し込まれても、僕は黙だまって図書館を睨んでいた。

　車が発進してから運転している姉さんが口を開く。

「やつらにはなにも出来やしない。通り一いつ遍ぺんのチェックをして終わりだ」

「姉さん！」

「安芸クン、いい加減落ち着きなよ。ジェシカシステムのコア層には誰だれもアクセス出来ない。君は分かっている筈はずだろう？」

　斎条が僕の頭をくしゃくしゃとかき混ぜる。その手を振り払って言い返した。

「分かってるよ！　僕や姉さん、いや、イドでさえも、コア外周部から間接的にアクセスする事しか出来ない。《蒼マーレ》にとっても、ジェシカシステムは結局ブラックボックスだ」

「その通り。仄香も、直接アクセスの危険性を指し摘てきしていた」

　姉さんはハンドルを握にぎりながらタバコに火を点つけた。

「コアにアクセス出来るのはあいつだけだ」

　僕は呟つぶやく。

「馬原守人……」

　姉さんはタバコを咥くわえたまま頷うなずいた。

「そして馬原は今《円環キアカル》の中にはいない。津欧の奴やつ、派手にやってくれたが、あんな物パフォーマンスにすぎん。あいつらもポーズ以上の事が出来ない事を知ってるのさ」

「でも！」

　僕が後部座席から乗りだそうとすると、斎条が肩かたに手を回してにやにやと笑った。

「まあまあ安芸クン。僕らは僕らで出来る事を考えようよ。遙さんを見送れなかったからってそんなにイライラしなくてもいいじゃないもがっ」

　最後まで言い終える前に斎条を殴なぐり飛ばした。後部座席で斎条が伸のびる。

　運転席の姉さんと、助手席の香音が、ため息をついた。





15　私の前をベルと久米君が忙いそがしそうに歩き回っている。






　実験はまだ始まっていなかった。

　ベルと一いつ緒しよに六階の「第二実験室」と書かれた部屋に入ると、エレナさんと久米君が待っていて、私は言われるままに部屋の奥にでんと置いてあるおっきな椅い子すに座らされた。そしてなんやかやされて、今にいたる。

　少し退たい屈くつしてきたので、自身の置かれた状じよう況きようを見直してみる。

　今座っている椅子は、どちらかというとベッドと言うべきなのかな？　頭の後ろまですっぽり覆うだけの長さがあり、首を載せる為ための枕まくらがついている。椅子からは両手両足を載せる為の台が延びていて、今はそこに私の両手両足が載せられている。ベッドと同じ素材なので痛くない。

　保健体育で分ぶん娩べん台の写真を見た事があるけど、あれのもうちょっと角度が緩ゆるい版。拘束されているわけじゃないけど、制服のままなので、下から見上げられたらかなり恥はずかしい光景になっているんじゃないかと思う。

　その両手両足の肌には、円形のプラスチックの板が多数貼はり付けられている。電極と言うらしい。先ほどベルとエレナさんにぺたぺたと貼られたのだ。

　プラスチックの板から一本ずつ線が延びていて、実験室の各所にある機械に繫つながっていた。ベルの話では、これを使って私の体の中を流れている《可能性ルウキス》の動きを測定するらしい。

　電極は本当に全身に貼られていて、内うち股またのつけねやお腹なかや胸にも付けられた。もちろんベルがそれをつける為に私の制服をめくっている間、久米君にはあっちを向いてもらっていた。

　首すじやこめかみにも電極が付いていて、ちょっとかゆくなってきた。

「あの、これ頭とか動かしてもいいですか？」

　すぐ横でノートパソコンの画面をじっと見ているエレナさんに聞く。声だけの返答が来る。

「電極が剝はがれなければ構わないわよ」

　ケーブルの長さには結構な余よ裕ゆうがあるので、多少首を回したくらいでは剝がれないだろうと思い、私は部屋の中を見回した。

　第二実験室はベルの部屋の二倍くらいの広さがあった。ただ、真ん中に半はん透とう明めいの仕切りがあって、その先には何があるのか見えない。

　仕切りの向こうで、人が二人、動いているのだけが分かった。

「実験室」と言っても、学校の理科実験室みたいに実験器具が並んでいる訳では無くて、長机がいくつも置いてあって、その上にパソコンや、よくわからない機械がたくさん並んでいた。雰ふん囲い気きとしては、《翠コラル》のクルーズ船の中にあった研究施し設せつと似ているように思えた。

　電極が繫がっている機械のうち一個がこちらを向いていた。機械には小さな画面がついていて、脈みやく拍はくのようにぴこんぴこんと波打っている線が表示されていた。これが私の《可能性ルウキス》なのだろうか？

「よし、脈拍その他正常、準備ＯＫね」

　ノートパソコンから顔を上げたエレナさんはそのまま椅子を引いて立ち上がった。

「リツコ！　ゴードン！　来てちょうだい！」

　仕切りの向こうに呼びかける。すると、奥の空間から男の人と女の人が一人ずつ、こちらにやってきた。エレナさんが二人に向かって手を差し向ける。

「紹しよう介かいするわね。リンドウリツコとゴードン・ユニ。彼らも《円環キアカル》から派は遣けんされた今回のスタッフよ。あ、今は握あく手しゆはしなくていいわ。電極がずれちゃうかもしれないから」

　私が右手を伸ばしかけるのをエレナさんは手で制した。女の人の方が一歩前に出る。

「久しぶりね。私の事覚えてるかしら。播機さん」

　？　長ちよう髪はつを無造作に束ねている白衣の女の人はそう言って笑った。えと、どこかで会った事あったっけ？　そういえば、覚えているような……。
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「……あ！　図書館で怪け我がを治してくれた人！」

「ご名答♪　竜りん胆どう律りつ子こよ、よろしくね」

　思い出した。エレクトラと秋津先生が図書館で戦った後で、私がエレクトラから負った傷を魔ま術じゆつで治してくれた人だ。……あれ？　だとすると。

「ええと、竜胆さん」

「律子でいいわ」

「あ、はい。律子さんは、《蒼マーレ》の人じゃないの？」

　律子さんは楽しげに人差し指を左右に振ふった。

「ちっちっち。違ちがうんだなあ、コレが。私はね、《黄ギリアン》なの」

「《黄ギリアン》？」

「そ。私たち《黄ギリアン》の論理魔術師は、自身が持つ能力を活用する為に、他ほかの《血族クラン》と一定期間の雇こ用よう契けい約やくを結んでいるの。だからあの時は《蒼マーレ》だったけど、今は《円環キアカル》に所属しているわけ」

「能力、ですか？」

「《治ビ・癒セアフ》の《特権タレント》よ」

「ひやっ！」

　いつの間にかベルが私の真横にいて、肩かたに手を載のせて耳に呟つぶやいた。思わず声が出る。

「ベル、被ひ験けん者しやの脈拍が上がったわよ」

　エレナさんがノートパソコンを見て少し怒おこった口調になる。

「ごめんごめん。ハルカ、論理魔術が人体にはほとんど効果が無い事を知っているでしょう？」

「うん」

「《治ビ・癒セアフ》は、論理魔術の中で唯ゆい一いつ、肉体を回復させる事が出来るの」

「正確には、本人の《可能性ルウキス》を消費して、肉体の損傷を代だい替たいさせるのよ」

「へええ」

　私が感かん嘆たんの声を出すと、律子さんがえへんと胸を張り、そしてニヤリと笑ってかがみこみ、私に顔を寄せた。

「まあそんな事はどうでもいいわ。それよりも」

　楽しそうにささやいた。

「《蒼マーレ》の次期当主とは、どこまで行ったのかな？　もうしたの？」

　！　秋津先生の事だ！

「ど、どこまでって、わ、私はぶえ、別に！」

「リツコ～？　実験前に被験者の情じよう緒ちよを不安定にさせる事を言わないように」

　エレナさんが机をコンコンと叩たたいた。律子さんが両手を合わせて私に謝る。

「ごっめ～ん。あともう一人紹介するわね。ゴードン・ユニ。彼は論理魔ま術じゆつ師しじゃなくて、エレナと同じ研究者なの」

　そう言って、さっきから微び動どうだにしない男の人を指した。私はその人を見る。

　冷たい目をしているな、と最初に思った。背はそんなに高く無い。体は太っているというよりはスポーツマンタイプなのかな。エレナさん達と同じ白衣を着ているけど、体のラインが明らかに久米君とは違う。というか久米君はもう少しご飯を食べるべきだ。

　天然パーマっぽい銀ぎん髪ぱつが、瞳ひとみの冷たさをより強固なものにしていた。無表情なのに、なぜか見下されているような気がして、私は理由も無くちょっとだけイラッとした。

「……ゴードンだ」

　それだけ言うと、男性は少し離はなれたパソコンの前に乱暴に座り、私たちに背を向けた。

　エレナさんが肩をすくめて言う。

「あまり人付き合いが好きじゃないらしいの。気を悪くしないでね」

「はあ、はい」

「さあ、実験を開始しましょう。みんな、位置について」

「「はーい」」

　ベルと律子さんの声が重なり、二人が離れていく。久米君がいつのまにか私が乗っているベッドの横に椅い子すを置き、そこに座っていた。すぐ近くの機械に表示される数字を、メモっている。

「ねえ久米君。私は何をすればいいわけ？」

　久米君は顔を上げずに答える。

「あれ？　聞いてないの？」

　そう言って、久米君はＬ字形のパイプがついたテーブルを引き寄せ、電極に拘こう束そくされて動けない私の前にセットした。

「これだよ」

　足あし下もとにあったプラスチックの箱から何かを取り出して、テーブルの上に置く。

「あれ？　これって……」

　久米君はにやりと笑う。

「そう。どこにでもあるなんの変へん哲てつもない木もく片へん。魔術の修練で使ってるだろ？」

　うん。４月以来、秋津先生の研究室で何度となく使っている魔術練習用の木片だ。

「あの、私、これ、プリンにしちゃう事しか出来ないんだけど……」

　おそるおそる言うと、エレナさんが顔を上げて微笑ほほえんだ。

「それでいいのよ。ハルカさん」

「え？」

「あなたのその変則的な状じよう況きようを測定して、なぜ魔術が正常に発動しないかの原因を探さぐるわけ。とりあえず今日は測定メインでいくから、ハルカさんには片かた端はしからプリンを作ってもらうわ」

「そういう事」

　久米君はプラスチックの箱をテーブルの上に倒たおした。中からゴロゴロと、同じ形をした木片がたくさん転がり出る。

「とりあえず、これ全部試ためしてみようか。あ、予備はまだいくらでもあるから、気にしないでどんどんプリンにしちゃっていいからね」

「うええ～!?」

　なんか凄すごく疲つかれそうな気がしてきた。





16　理事長室に戻もどった僕たちは、ジェシカシステムへのアクセスを試みていた。






　結果は失敗。学園のライフライン機能に繫つながる最低限の回線ポートを除いて、全てアクセスが拒きよ否ひされる。

「駄だ目めだね、綺き麗れいに全部切られてる。丁てい寧ねいな仕事ぶりに感心するね」

　テーブルの向かいでノートＰＣを操作していた斎条が音を上げる。僕もため息をついてキーボードから指を離し、首を巡めぐらせる。香音は入り口で直立している。マホガニーの机の上ではまだ姉さんが高速でキーボードを叩いていた。

　しょうがないと言えばしょうがない。向こうにはジェシカシステムの本体があり、直結の端たん末まつから直接アクセス権の制せい御ぎよが出来る。外部アクセスをシャットダウンするくらい簡単だ。そしてその逆はそうそう簡単にはできない。

「せめて奴やつらが何をしようとしているかだけでも分かれば……」

　ソファに体を預け、呟つぶやくと、斎条がこちらを向く。

「室内カメラだってジェシカの管理下だよ」

「分かってるよ」

　髪かみを指先で弄いじりながら答える。

「今日はイライラし通しだな、安芸」

　打だ鍵けん速度を落とさずに姉さんが口を開いた。

「苛いら立だってなんかいません」

　髪から手を離して、体を起こし姉さんを見る。

「姉さんこそ、何をしているんですか？」

「ん？　ああ、今音声に切り替かえよう」

　片手がキーボードからマウスに移り、小さく動く。すると、スピーカーから声が流れた。

『ご無ぶ沙さ汰たしています。秋津安芸先生』

「播機仄香、さん……？」

　播機さんの妹にして、播機さんよりも早く覚かく醒せいした《紅オストラム》の論理魔術師。天才的な情報処理能力を有し、ハッカーとしても天才。《蒼マーレ》の誰だれもが実現出来なかった伊代の覚醒も、彼女の功績によるものだ。

「話の続きだ。仄香、なにか策があるのか？」

　姉さんが虚こ空くうに向かって飛ばした声は、音声会議用のマイクが拾って、播機さんの自宅にいるであろう播機仄香の元に届く。

『連中に気づかれないようにジェシカにアクセス出来ればいいんですね？　出来ますよ。私がジェシカシステムにバックドアを仕し掛かけておきましたから。向こうをごまかしながらになるので、出力は制限されますけど』

　僕は思わず立ち上がる。

「！　いつの間にそんな事を！」

　天てん井じようを見上げていた姉さんが口の端はしを吊つり上げた。

「仄香、お前、ジェシカの調査の時、ついでにコレを仕掛けたんだな？　私は許可してないぞ」

『備えあれば憂うれい無しと申します』

　姉さんは「ふん」と鼻を鳴らした。怒おこっている訳ではないらしい。

「しかし、その作業はお前一人では出来なかった筈はずだろう？　ジェシカシステムは遠えん隔かく操作での自己プログラムの更こう新しんを認めていない。誰かが直接ジェシカを操作しないと無理だ」

『それは久米君にお願いしました。理事長から頂いたアクセス特権を一部彼に貸たい与よする形で』

「それは危険だったんじゃないか？」

　久米慎二は、かつてジェシカシステムを自身の制御下に置くために《鴉ノツクス》と手を組んだ事がある。そして、その記き憶おくは封ふう鎖さされていない。再犯の可能性は否定出来なかった。

『大だい丈じよう夫ぶでしょう。彼はもうジェシカを自分の物にしようとは思っていません。今はジェシカシステムを学習した上で、完全な人工知能を実現するのに注力しているようです』

「そうか」

　僕は二人の会話を啞あ然ぜんとして聞いていた。姉さんはしばし目をつむった後、言った。

「話はわかった。じゃあよろしく頼たのむ」

『了りよう解かいしました。解かい錠じようコードを送信しますので、数秒お待ち下さい』

　確かにそれは数秒だった。天井にある投とう影えい装置の横のランプがチカチカ点てん滅めつしたかと思うと、一いつ瞬しゆんで目の前に黒くろ髪かみの女生徒の立体映像が投影された。

『ううーん、やっと出てこれたよー。退たい屈くつで肩かた凝こったわ』

　立体映像は両手を組んで体を伸のばしている。それはジェシカでは無かった。僕は叫さけぶ。

「伊代！」

『お？　やっほー安芸！　元気してたー？　あれ、はるるんは？』

　あまりにも何気ない台詞せりふに、僕は思わず絶句して声が出せない。代わりに姉さんが答えた。

「別件で外出中だ。それより伊代。『プール』の映像が見たい。出せるか？」

　伊代は腰こしに手を置いて胸をそらした。

『アタシを誰だと思ってるのかしら。楽勝よ。ちょっと待ってね』

　すぐに伊代の横にウィンドウが投影され、そこに図書館のライブ映像が現れた。

　スーツの男達がジェシカの周りを陣じん取どり、複数ある端たん末まつを操作している。姉さんが疑問を挟はさむ。

「あいつら、何をしてるんだ？」

「ログデータを回収しているんでしょう。ほら、この機械」

　斎条が映像の一カ所を指差す。

「ＨＤＤです。まあ、実際彼らに出来るのはこれくらいの事ですよ。コアにアクセス出来ない事も、強制的にアクセスすればどうなるのかも、彼らは知っている」

　斎条は「でしょ？」と僕に同意を求めてきた。が、僕は答えなかった。ライブ映像を注視していたからだ。

「安芸？　どうかしたか？」

　姉さんの質問に振ふり向かずに答える。

「……人数が足りない。さっきはこの倍はスーツの人間がいた筈です」

「なんだと？　伊代、カメラを回せるか」

『残念ながらこのカメラには可動機構が入ってないから無理。他ほかのカメラは現状モードだとハックは難しいかな』

　伊代が肩かたをすくめる。斎条が言った。

「この角度からは見えないけど、ジェシカシステムの向こう側にも端末が二つある。多分そっちで何かをしてるんだろう」

　ジェシカシステムには、システムに直接アクセスするための端末が、直方体の機械の両側に二つずつ配置されている。複数人による同時管理を実現する為ためだ。姉さんが疑問を口にする。

「こっち側の奴やつらはログを回収しているんだよな？　じゃあ、反対側にいる奴らはなにをしているんだ？」

「さあ、見えない事にはわかりませんね」

　今度は斎条が肩をすくめた。僕は言った。

「確かく認にんなら出来るよ。伊代、ここを拡大してくれ」

　画像の一点を指差すと、そこが拡大していく。すると、姉さんが驚おどろきの声を上げた。

「……これは、鏡？」

　図書館の本ほん棚だなに鏡のような物が貼はり付けてあり、そこに、ジェシカシステムの裏側で動いているスーツの男達が映し出されていた。

「いやしかし、こんな所に鏡なんて無かった筈だが？」

　画面を注視しながら、姉さんの疑問に答える。

「僕がさっき本棚に突つき刺さしたガラス片です。突とつ発ぱつ的な思いつきでやったにしては、なかなか上手うまい角度で刺さってくれました。これならジェシカの裏側で何をしているのか確認出来るでしょう？」

「安芸、お前さっき津欧の言葉に逆上して殴なぐりかかったんじゃなくて、最初からこれをするつもりだったのか？」

「逆上？　誰だれが？」

　姉さんが斎条を見る。斎条はにこにこ笑っているだけだった。僕は画面に視線を戻もどす。

　反対側の端末では、スーツの男達は別の作業をしていた。

「北凰学園から切断した分の回線ポートを、どこかにつなぎ替かえているように見えるね」

　斎条が言う。確かにそのように見える。しかしそれは何故なぜ？　何の為にそんな事を？

　仮にジェシカシステムの回線ポートを《円環キアカル》の息のかかった研究施し設せつに繫つないだ所で、ジェシカの内部を確認する事など出来ない。それは馬原にしか出来ず、馬原は今《円環キアカル》にはいないのだ。出来る事は単に、ジェシカシステムというばかでかい計算機を遠えん隔かく操作するくらいで……。

　……待てよ。

「……ジェシカシステムを《査問》するというのが、そもそもブラフだとしたら？」

　考えている事が口に出る。姉さんが眉まゆ根ねを寄せる。

「どういう事だ？」

「ジェシカシステムを外部接続し、その膨ぼう大だいな情報処理演算能力を利用するのが、奴らの本来の目的だとしたら、どうでしょう」

　姉さんは「ふむ」と考える。

「……可能性はあるな。しかし、その本来の目的とはなんだ？」

「それは……」

　なにかが見えかけている気がした。あと少し、あと少しで思考の断だん片ぺんが繫がり、何かが見えそうな気がしていた。

　しかし、姉さんの机の上のＰＣから、またも警告音が響ひびき渡わたり、僕の思考は分断された。

「今度はなんです？」

　姉さんはディスプレイを一いつ瞬しゆん見て、そして目を見開いた。

「『Ｍラボで爆ばく発はつ事故発生』……おい、安芸！」

「安芸様！　お待ち下さい！」

　姉さんと香音が呼びかけた時、僕は既すでに理事長室から飛び出していた。

　今日は走ってばかりだな。

　部屋を出る前に、壁かべの時計が一瞬視界に入った。午後５時30分だった。





17　テーブルの脇わきに置いた携けい帯たい電話で時間を見る。午後５時12分だった。






　改めてアンテナが圏けん外がいになっているのを確かく認にんする。

　私は疲つかれた頭を小さく左右に振ふった。こめかみについている電極が引っ張られる。

　よし、もう一度だ。

　両手に意識を集中する。テーブルの上で緩ゆるく広げられた手のひらの間には、忌いま々いましい木片がちょこんと置かれていた。

　木片の大きさは大人の親指くらい。綺き麗れいな角材で、テーブルの上に立つように置かれている。私はさっきから延々と、この角材と格かく闘とうしていた。

　私はゆっくりと、呪じゆ文もんを、紡つむぐ。

「《代謝制せい御ぎよ▽対象[image: ]〝木片〟：照準[image: ]接せつ触しよく対象：属性[image: ]〝生長〟：段階レヴエル[image: ]Ⅰ》」

　私の全身から赤い光の泡あわがいくつも沸わき上がり、それが両りよう腕うでを通して手の間に流れ込む。光の泡は木片を包み込むように半球を描えがく。まるで木片が赤く光っているように見える。

　意識を集中させる。今度こそ。……いくぞ！

「《代謝制御◇発ウル動トウガ》！」

　一瞬光が強くなり、その直後に木片に赤色の泡が吸い込まれていく。もちろん私に生長促そく進しんの魔ま術じゆつなんて使えないから、ここで木片はプリン状になってくにゃりと折れ曲がり……。




　折れ曲がり……。




　折れ……。




　……。




「なにもおきないね。やっぱり」

　隣となりに座っている久米君の非情な言葉が胸につきささる。ううう。

　赤い光を吸い込み終わった木片は、生長が促進される事も無く、くにゃりと折れ曲がる事も無く、さきほどとなんにも変わらず、テーブルの上にちょこんと立っていた。

　久米君が手を伸のばして木片を取り、両手で確認する。

「うん。特に変化無し。第十六回試験失敗」

　慣れた手つきで次の木片を箱から取り出し、テーブルの上にセットする。奥の長机でノートパソコンを見つめていたエレナさんが、ちょっと困った顔で笑った。

「うーん、これはこれでデータを採取出来てるから構わないんだけど、出来ればハルカさんの『プリン』を見てみたいのよねえ」

「すみません……」

　そうなのだ。さっきからもう十六回も試ためしているのだけど、今日は何が調子悪いのか、まだ一度も私の魔ま術じゆつが発動していない。発動と言っても、私は明かりを点つけるくらいの初歩魔術以外は、物体をプリン化させる事しか出来ない。そしてそのプリン化が、今日に限ってはまったく成功しないのだ。

　久米君の後ろに立っていたベルが私に聞く。

「こういう事ってよくあるの？」

　考える。うーん。

「ええと、生理中とかは集中しにくいから、全然上手うまくいかない時もあるけど」

「今日は？」

「ううん、もう終わってる」

「そうね、その調整を踏ふまえているから今日が実験の開始日なのよ」

　エレナさんが言うと、久米君が顔を赤くして小さく咳せき払ばらいするのが聞こえた。なぜに男の子は、この手の女の子の話が苦手なんだろう。彼女さんが出来た時にそういう所に気が回らないと困ると思うけど。

　まあそれは今はどうでもいい。それよりプリンが作れないと実験が先に進まない、らしい。

「少し休きゆう憩けいした方がいいかもしれないわね。あと一回だけ、試してもらえる？」

　エレナさんに優やさしく言われて、私は「はい」と答えた。頑がん張ばろう。両手を木片にかざす。

「あ、ちょっと待って」

　ベルがそう言って、久米君の背後から私の座っている椅い子すの後ろを回って私の左側に立ち、椅子の側そばにしゃがみ込んだ。

「ん、なに？　ベル」

　すると、ベルは手を伸ばして、私の左手を握にぎり、私を見つめて言った。

「顔が沈しずんでる」

「え？」

「意識は集中してるけど、いつものハルカじゃないわ。私がこれまで見た限りだけど、あなたはテンションが上がってないと魔術が発動しないんじゃない？」

　言われてみれば、そんな気もする。

「なんか楽しい事を思い浮うかべながらやってみたら？」

　ベルは私にだけわかるようにウィンクした。

「頭の中をアキでいっぱいにしてみるとか」

「！」

　私が口をパクパクさせると、ベルはにやっと笑ってから楽しげに自分の席に戻もどった。エレナさんが椅子に体を預け、腕うでを伸ばしながら言う。

「さあ、ハルカさん、第十七回試験よ。終わったら休憩にしましょう」

「あ、はい！」

　思わず大声で返事してしまう。手を伸ばして、空中で木もく片へんを包み込むような形で手のひらを固定。目を閉じる。

　確かにその日の気分で魔術の発動具合が違ちがうというのはある。ふむ。『頭の中をアキでいっぱい』ね……。ちょっとやってみるか。意識的にやるのってすっごい恥はずかしいけど。

　頭の中に童顔の男の子を思い浮かべる。度があってないように見えるメガネ、ぶかぶかの白衣。お気に入りらしいネクタイはどうにも私の趣しゆ味みに合わない。次の先生の誕生日にプレゼントしようかな。……あ、なんか楽しくなってきたぞ。私はゆっくり呪じゆ文もんを紡つむぎはじめる。

「《代謝制せい御ぎよ▽対象[image: ]〝木片〟……」

　体から光の泡あわが沸わき上がるのを感じながら、脳内秋津先生への空想を続ける。風景を学校にしてみよう。先生は生徒から慕したわれているから、まるで友達みたいに周りに生徒がいて……。

「……：照準[image: ]接せつ触しよく対象……」

　先生の横に女の子と男の子が一人ずつ立っていた。あのポニーテールの髪かみは２─Ａのクラスの子だ。ピンクの封ふう筒とうを持って嬉うれしそうにしている。

　先生は、何故なぜ、あの手紙の事を私に教えてくれないのだろう。いや、私に言う事では無いけど。

「……：属性[image: ]〝生長〟……」

　男の子の方は久米君だった。先生と楽しそうに話をしている。

　先生は何故、久米君の事を私に秘密にしたんだろう。それは私に言うべき事ではないの？

「……：段階レヴエル[image: ]Ⅰ》」




　秘密。




　なぜ私に秘密にしたのか。




「？　ハルカさん？　どうしたの？」

　唐とう突とつに昔の事を思い出した。私が小学生の時。まだ両親が生きていた頃ころ。

　両親は、私と妹の仄香を分け隔へだて無く育ててくれていた。その事について疑う事なんて何も無い。

　ただ、ある一点を除いて。

「被ひ験けん者しやの脈みやく拍はく、呼吸、共に上じよう昇しよう」

　父と母には秘密があった。

　二人は、何日かに一度、私がベッドに入った後も、夜よる遅おそくまで話し合っている事があった。

　それだけならなんらおかしな事ではない。

　しかし、その話し合いの場には、いつも仄香がいたのだ。

　私は、偶ぐう然ぜん、その事実を知った。

「《可能性ルウキス》の反応レベルが急激に上昇。基準値を20ポイント上回っています」

「実験を一時中止。ハルカさん、呪文を解除して。……ハルカさん？」

　多分、父も母も、私がそれを知っている事には気づいていなかったと思う。

　二人は、最後まで、その秘密の会合の事を、私に黙だまっていたのだ。

　そして私も、その事を両親に問いただしたりはしなかった。

　怖こわかったのだ。

　二人、ううん、両親と仄香の三人が、私にだけ秘密にしている事がなんなのか。それを知るのが怖かったのだ。

　私が秘密を抱かかえ込めば、家族の平へい和わが守られると、信じていたのだ。あの時は。

　でも……！

「ハルカさん！　しっかりして！」

　エレナさんが目の前で大きな声を出したので、私は我に返った。自分の世界に入っていた。急いで最後の言葉を紡ぐ。慌てていたので、自分がさっきからギュッと目をつむっていた事にも気づかなかった。

「《代謝制御◇発ウル動トウガ》！」

「ダメェッ！」

　その声で、閉じていた目を開いた。




　手のひらの間に、赤色の球体が浮うかんでいた。




　表面に色の濃のう淡たんがあり、それが渦うずを巻いていた。

　光が強すぎて、その中にある筈はずの木もく片へんが見えない程ほどだった。時折球体から赤い帯が噴ふき出し、渦の中に戻もどっていく。それは太陽のフレアのようにも見えた。

「な、なに、これ？」

　なにこれではない。これは私の《可能性ルウキス》の塊かたまりだ。泡の赤い色がそれを証明している。でもこんなの見た事なかった。自分の中から放出した筈のそれは、どこか禍まが々まがしい物に見えた。

「ハルカさん、離はなれて！」

「離れるって、ひゃあ!?」

　球体が徐じよ々じよに大きくなっていくのに気づいた私は慌てて手を離そうとした。が、出来ない。

　手が引き寄せられてる!?

　瞬しゆん間かん的に恐きよう怖ふに陥おちいった私は叫さけぶ。

「いやああっ！」

「ハルカ！」

　ベルが私の体をがしっと摑つかみ、球体から引き離そうとする。続いて久米君が両りよう腕うでを引っ張る。その間も球体は巨きよ大だい化し、そして光を増していった。眩まぶしくて直視出来ない。

「うおおおっ！」

　久米君が叫ぶ。その勢いで、球体の引力から引きはがされた私は、ベルに無む理り矢や理り引っ張られてベッドから滑すべり落ちた。

　全身に貼はられたプラスチックの板がバチバチとはじけ飛び、宙を跳はねる。

　仰あお向むけに床ゆかに転がる。背中に鈍にぶい痛み。

　私の視界にはベッドの上に浮いている赤い球体が映っていた。

「全員伏ふせなさい！　早く！」

　エレナさんの叫び声が聞こえた。

　と、その瞬間。




　カッ！




　部屋が光に染まる。あまりに眩しくて、思わず目を閉じる。

　そしてその直後、轟ごう音おんがした。




　ズゴオオオオッ！




　何かがもの凄すごい速度で頭上を通り過ぎる。部屋が眩し過ぎて目を開けられず、それがなんなのかわからない。ただ音が聞こえるだけ。

　通り過ぎた物は壁かべに直ちよく撃げきする。壁がへこむ鈍い音。




　ガッシャアン！




　遠くで何か硬かたい物が倒たおれる音、それと悲鳴。あれはエレナさん？　律子さん？

　現実感が無くて、ひどく冷静になっているのを感じた。

　なおも実験室のあちこちで物が倒れる音、きしむ音、突つき刺ささる音、また頭上を何かが通り過ぎる音が繰くり返される。




　プシャアアアアアア！




　今度は天てん井じようのあちこちから水がほとばしる音が聞こえた。同時に体中に水が降りかかった。多分、スプリンクラーが作動したんだ。

　いろんな事が一度に起きて、私はただただ怖くて、ぎゅっと目をつむっていた。

　通り過ぎる音や、壁に当たる音は、次し第だいに数が少なくなっていった。

　まぶたに突き刺さっていた強い光も弱まっていった。

　やがて、聞こえるのは水がほとばしる音だけになった。

　もう、大だい丈じよう夫ぶかな？

　私はおそるおそる目を開けた。

　さっきまで赤い球体があった所にそれがあった。

　しかし、私には、頭上にあるそれがなんなのか分からなかった。

「立てるかい？」

　いつの間にか久米君が立ち上がっていて、私に手を伸のばしていた。

「あ、うん」

　握り返し、起こしてもらう。

　制服が完全にびしょ濡ぬれになっていた。学校でこんな状態になるのは二回目だ。

　お互たがいに手が濡れていたけど、久米君は私の手を両手で摑んで滑らないようにして、さらに、私がそれにぶつからないように丁てい寧ねいに引っ張り上げてくれた。

　実験室の姿を見て、私は体の力が抜ぬけるのを感じた。よろけそうになり、近くにあったベッドに手を置いて体を支えた。

「なに、これ……」

　久米君が肩かたをすくめた。

「僕が聞きたいね。なんだい、これは？」

　実験室は目茶苦茶になっていた。

　スプリンクラーが水をまき散らしていて、部屋が水みず浸びたしになっていた。

　しかし、それは目の前の光景の中で考えれば、オマケでしか無かった。

　全然別の理由で、実験室は目茶苦茶になっていた。

　その原因は「木」だった。それ以外の言い方が私には思いつかない。

「これ……私が、やった、の？」

　口から言葉がぽろぽろとこぼれる。

　さっきまで木もく片へんがあったテーブルの上から、何本もの「木」が生えていた。木片があった所を「根元」とするなら、根元から直径30センチくらいの何本もの木が、部屋中に伸びていた。

　それらは部屋の方々に向かって直進し、天井にぶつかって、そこで折れ曲がって別の方向に進んでいたり、壁にめり込んだ後、壁に沿って生長を続けたり、パソコンの画面を突き抜けて測定機器を粉々に砕くだいたりしていた。

　文字通り、実験室は木々に埋うまっていた。

　私が座っていたベッドは、根元から真っ直すぐ下に伸びた木が、まるで大樹が下ろした根のように絡からみついていて、ひしゃげていた。あのままあそこに座っていたらどうなっていたかと思うと、顔から血の気が引いた。

　実験室中に広がったそれぞれの木の幹は先せん端たんの方で枝分かれし、そこに青々とした葉を生やしていた。

　なので実験室は、半分くらいが緑に覆おおわれていて、まるで森の中にいるみたいな不思議な光景になっていた。

「みんな、無事？　怪け我がしてない？」

　エレナさんが立ち上がりながら呼びかける。その先で、律子さんが転んでいたゴードンさんを引っ張り起こす所が見えた。エレナさんが息をつく。

「大丈夫みたいね。……凄いわハルカさん！　これほどまでとは思ってなかった」

「え!?」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて混乱する。エレナさんは床ゆかに横たわっている木をまたぎながらこっちにやってきた。

「なにが原因かは、わからないけど、あなたの中にあるリミッターが今一いつ瞬しゆん解除されたのね。これが、あなたが本来持っている能力なのよ」

　エレナさんは手を広げて実験室の惨さん状じようを示し、嬉うれしそうに言った。

　でも、私はそれどころじゃなかった。

　足が小さく震ふるえ始めていた。いろんな機械を壊こわしてしまったし、無事だったから良かったものの、もし、この木が誰だれかにぶつかっていたら……。

「なあに辛しん気きくさい顔してんのよ、ハルカ」

　急に後ろから首に二本の腕うでが絡められる。振ふり返ると、紫むらさきの瞳ひとみの女の子が笑え顔がおを見せていた。

「ベル……」

「情けない声出さないでよ。こんなの最初っから想定済みよ。ハルカが気にする必要はなんにも無いの」

　耳元でベルが喋しやべる。ちょっとくすぐったい。

「そうよね？　エレナ」

　エレナさんは腰こしに手を当てて胸を張った。

「もちろん。あなたの能力を引き出すのが、私たちの役目なんだからね。この程度のアクシデントで怖こわがってる暇ひまなんか無いわ」

　そう言って私にウィンクしてくれた。

「エレナもこう言ってるでしょ、ハルカ。だからもっとリラックスしていいんだってば」

　ベルが片腕を首から離はなして、小さく震えていた私のふとももを手のひらで大きくなでた。

「ひああっ！」

　思わず声を出してしまい、飛び退のく。

「なにすんのよベルっ！」

「そうそう、そういう態度が似合ってるわよ、ハルカ」

　そう言ってベルがまた抱だきついてくる。

「もう！」

　怒おこった返事をしたけど、ベルなりに私を心配しているのが分かったので、それ以上は言わなかった。でも、なおもふとももに伸のばそうとする手は摑つかんでひねった。

　パンパン、と、エレナさんが手を叩たたく。

「さ、実験は一いつ旦たん中止。ベル。ハルカさんが落ち着けるように、部屋に連れて行ってくれる？　次の方針が決まったら連れん絡らくするから」

「了りよう解かい」

「他ほかの人達は状じよう況きようの確かく認にん。今の現象を計測していたデータを捜さがして。計測機器は結構壊れちゃってるけど、生き残ってるのは全部かき集めてデータを抽ちゆう出しゆつするのよ。近年稀まれに見る貴重なデータ群よ。だから、まだ壊れてない機械を間ま違ちがえて踏ふみつぶしたりしないようにね」

　律子さんがクスリと笑って手を挙げた。そして木を乗り越こえてこちらにやってくる。ゴードンさんがその後ろに続いてやってきた。「この辺の機械って防水だよね？」「知らん」という二人の会話が聞こえた。

　私に絡みついていたベルが、腕を放して一歩下がる。

「さあ、私たちは行きましょ、ハルカ。一人で歩ける？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。ありがと、ベル」

　ベルに手を引かれて、外へ向かう。出入り口のドアは、真っ直ぐに伸びた木によって吹ふき飛ばされていた。

　木をまたいで、ぐにゃりと曲がっているドアを乗り越えて、廊ろう下かに出る。

　気分はだいぶ落ち着いてきたが、逆に別の事が気になり始めていた。

　エレベーターホールに向かいながら考える。




　これが、私の持つ力なの？





18　エレベーターが六階で止まる。僕は扉とびらが開くのを待つ数秒が惜おしかった。






　ようやく扉が開くと、目の前に播機さんとベルが立っていた。

「！　播機さん！」

　僕を見た播機さんが目を大きくして叫さけぶ。

「秋津先生！」

　と、ふらりと彼女の体が前によろける。僕は慌あわてて一歩前に出て、片手を脇わき腹ばらから背中に回し、抱き抱かかえるように体を支えた。もう片方の手で彼女の体を起こす。

「大丈夫っ!?　怪け我がしてるの!?」

　僕の語気が強かったのか、播機さんは少し体を震ふるわせた後、力なげに笑った。

「え？　あ、ええと、大丈夫です。ちょっと、先生の顔見たら、体の力が抜ぬけちゃって、あはは……」

　その無理に作った笑顔は、涙なみだが出るのを必死で堪こらえているようにも見えた。

「ホントに大丈夫？　どこか痛むんじゃないの？」

「ええと、あの、痛いと言えば、ちょっと苦しいです」

「どこが痛むんだい!?」

「あ、いや、あの、……先生の、腕うでが」

「え？」

　自分の腕を見る。僕の腕は、まるでダンスでエスコートするかのように播機さんの体にからみついていて、かつ、結構な力を入れて彼女の体を摑んでいた。気がつかなかったけど、播機さんの顔がもの凄すごい近くにあった。クルーズ船でのダンスの時の事を思い出して、少し動どう揺ようする。

「それに今私ビショビショだから、触さわると先生の白衣が濡ぬれちゃいます」

　言われてみれば、播機さんの制服はひどく濡れていた。スプリンクラーが作動したのだろうか。ずぶ濡れの夏服が肌はだにぴったりと貼はり付き、肩かたから膝ひざに至るまで体の線を強調している。ネクタイを外した胸むな元もとは下着のラインが──

「ご、ごめん」

　前にも似たような事があったなと思いつつ、僕は慌てて横を向き、腕をゆるめた。と、当然のごとく支えを失った播機さんが再度よろける。

「きゃっ」

「あ！」

「なにやってんのよアキ」

　倒たおれかけた播機さんを後ろからベルが支えた。

「すまない、ええと……」

　播機さん同様、ベルもずぶ濡れで、右手にびしょ濡れの白衣を抱え、着ているワンピースからも水が滴したたり落ちている。白の薄うすい生き地じという事もあって、そちらもまともに見られない。

「ほら、とっととそこをどきなさい。ハルカを部屋に運んで、シャワー浴びさせるんだから」

　言われるままに道を開けると、ベルは播機さんを支えたままエレベーターに乗り込んだ。僕は慌てて聞く。

「爆ばく発はつ事故があったって……」

「誤報よ。《鴉ノツクス》が襲しゆう撃げきしてきた訳じゃないわ。ハルカの力が暴走したの」

「暴走!?」

「そ。第二実験室よ。それを確認しに来たんでしょ？」

　確認？　そうだ、僕は何をしにここに来たのだったか？

「……うん。そっちに行くよ」

「じゃあまたね」

　ベルが空いている手の方でエレベーターのボタンを押そうとする。その時、黙だまっていた播機さんが顔を上げ、僕を見た。

「あの、秋津先生」

「なに？」

　播機さんは目を一いつ瞬しゆんだけ逸そらし、またこちらを見た。そして言いにくそうに口を開く。

「ええと、来てくれて、嬉うれしいです。元気が、出ました」

　そして、少しだけ笑った。

「……そう。それは良かった」

「ほら、早くしないと風邪かぜ引くでしょ。行くわよ」

「うん」

　エレベーターが閉まる。

　僕は少しの間だけそこにいて、自分がここに来た理由を思い出そうとしていた。





19　まさかあそこで先生に会うとは思わなかった。まだちょっとドキドキしてる。






　蛇じや口ぐちを締しめてシャワーを止める。学校でシャワーを浴びるのもこれで二度目だなと思う。

　扉とびらを開けて脱だつ衣い所に出る。足あし下もとにバスタオルと、ベルが用意してくれた着き替がえが置いてあった。と、言っても、シャツワンピ一枚だけ。サイズの問題で下着の替えが無かったのだ。

　もこもこのバスタオルで全身を拭ふく。水すい滴てきがタオルに吸い込まれていくのが気持ちいい。

　夏とは言え、冷れい房ぼうの効いた場所でずぶ濡れになるとさすがに寒かった。体が芯しんまで冷えていた。シャワーが浴びられて良かったな。気分もすっきりしたし。

　白紫縦ストライプの半はん袖そでシャツワンピに袖を通して、ボタンを留める。む、下着を着けてなくても胸が苦しいか。まあしかたない。ボタン二つ外して着替え完かん了りようとする。

　鏡の前で確かく認にん。やっぱりサイズが小さい。ふとももが半分以上見えてる。パジャマみたい。この格好では外は歩けないな。

　ブラどころか下も穿はいて無いって、ものすごい違い和わ感かんがあるんだけど、まあ、ベルしか見てないわけだし。いっか。

　ガラガラとカーテンを開けて脱衣所から出る。

「ベル～。上がったよ～。ありがと～」

「今行くから座ってて～」

　ちょっと落ち着いてからシャワーを浴びたかった私は、ベルに先に入ってもらっていた。ちなみにベルが出るまでの間、私はベルに服を無む理り矢や理り全部脱ぬがされ、バスタオルでぐるぐる巻きにされていた。

　そのベルは、今はＴシャツにショートパンツ姿。普ふ段だん、魔術衣のワンピースしか見た事が無いので、こういう格好は新しん鮮せんだ。

　座ざ布ぶ団とんに座る。

　ベルが向かい側に座って、コップが二つ載のったお盆ぼんをテーブルに置いた。コップからは湯気が立ち上っている。

「はい。ココア。今度はホットよ。隣となりの部屋の電子レンジ借りたの。夏にホットココアもどうかと思うけど、今は、熱い物を飲んだ方がいいわ」

「ありがと」

　両手でコップを包んで、ココアを飲む。じんわりと体の中に熱が通っていくのを感じる。

　さっきの熱いシャワーが体の外側を暖め、喉のどを通るココアが体の内側を暖めてくれた。

「ハルカの制服と下着、今乾かん燥そう機きに入れてあるから。帰りは自分の服着ていけるよ」

「ありがと」

　二人でしばしココアの甘さに酔よいしれる。やがて私は言った。

「ごめんね、ベル。実験室に戻もどらなくて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「Ｙｅｓウルトウ、大丈夫なの。ハルカのメンタル面のフォローも、スタッフの中で私に与あたえられてる役割の一つだからね。気にしないで」

　ココアを飲み終えたベルは、コップをお盆の上に載せた。

「さっきの事は忘れちゃいなさい。多分だけど、今日はもう実験は中止だろうし。偶ぐう発はつ的な事故なんて、気にしない方がいいわ」

「簡単に言うなあ」

　私は小さく笑った。熱いシャワーとココアのおかげで、ちょっと体の中に元気が戻ってきた気がした。

「別の事に意識を向ければいいのよ。ハルカ」

「別の事って？」

「そうねえ……」

　ベルは両手と体をべたりとテーブルに載せ、ちょっと考える。

「……あ、そういえばさっき、アキの事でなにか言いかけたでしょ。それ話してよ」

　そうだった。

「うん。まあ、いいか」

　体がぽかぽかしていて、今なら話してもいいかなという気がした。

　私は残っていたホットココアを飲み干して、話し始める。

「じゃあ、最初から話すね。まず、昨日の放課後に、教室棟とうの中庭で先生が──」





20　僕はここに何をしに来たのかをようやく思い出した。






　爆ばく発はつ事故の現場検証に来たんだった。当たり前だけど。

「エレナ・カンビナスです。初めまして、アキツアキ、さん」

　第二実験室の前で、金きん髪ぱつの白衣の女性はそう言って握あく手しゆを求めてきた。

　僕は左手を握にぎり返す。

「秋津安芸です。周藤理事長から警エマージ告エンシーの確認と事後処理の依い頼らいを受けてきました」

　実際には、今さっきエレベーターの前で播機さんと別れてから、姉さんに電話をして委い託たく許可をもらったのだ。理事長室を出る前にそういう処理はしておけと電話越ごしに怒おこられた。全くその通りだ。なんの準備も無しに飛び出すなんて不用心にも程ほどがある。《円環キアカル》がらみで神経が高ぶっていたのだろうか。多分そうなのだろう。

　エレナは握った手を離はなさずに、僕の目を見て聞いてきた。

「《査問》中は、ベルとシンジを除く《蒼マーレ》の関係者、特にあなたとストウ理事長の第二実験室への入室は許可しない事になっている筈はずですが？」

　柔やわらかく微笑ほほえんでいるが、瞳ひとみの奥に冷たい物を感じた。言葉だけでなく、その冷たさから敵視されているのを感じる。握手を解いて答える。

「《蒼マーレ》にはＭラボの設備環かん境きよう保ほ全ぜん及およびそこに通う研究者の安全を確保する義務があります。その活動の一いつ環かんとお考え下さい。《査問》の最中には実験室に立ち入らない事をお約束します」

　こんな事が建前に過ぎない事はお互たがいに分かっている。承知の上での交こう渉しようなのだ。向こうには、ゲリラ的にジェシカを制圧した事についての貸しがある。提案を断れない筈だ。

　エレナは小さく息を吐はき、出入り口から体をどかした。

「わかりました。どうぞお入り下さい」

「ご協力感謝します」

　素す直なおに礼をしてから、第二実験室に向かう。

　床ゆかに、ひしゃげたドアが転がっていた。爆発事故は誤報だとベルは言っていたが、ならばこれはなんなのだろう。

　疑問を感じながら、廊ろう下かから実験室の中を覗のぞき込む。

　絶句。

「……これは？」

　部屋の中は半分森と化していた。木、というにはあまりに不自然な軌き道どうを描えがいた何本もの樹木の幹のような物が、部屋の床を、天てん井じようを、その間を通り、そこから枝が伸のび、葉を生やし、空間を緑に塗ぬりつぶしていた。

　白衣を着た久米慎二が、それらの障害物をくぐり抜ぬけながら、測定機器らしき物を持って外に出てきた。

「こんにちは、秋津先生」

　挨あい拶さつをして、機械を廊下の一角に運ぶ。そこには似たような機械が既すでに何台か積んであった。共通している状態として、どれも半分以上損そん壊かいしている。壊こわれた機材を持ち出しているのだろうか。

「なかなかいい場所でしょう？　森林浴しながら研究が出来るなんて素す敵てきです。足あし下もとに注意して下さいね」

　エレナが楽しそうにそう言って、地面を走る幹をひょいと乗り越えて中に入っていく。僕はそれに続いた。

　中に入ると、この異常な木の生長が、部屋の中央の一カ所から発生した物である事が見て分かった。椅い子すか何かだった物に何本もの幹が絡からみついている。

　エレナはその中心部まで歩いてから振ふり返った。僕は尋たずねる。

「爆発事故は誤報と聞きましたが、これが……？」

　エレナは皮肉っぽく笑えみを作って答えた。

「ええ、ハルカさんの力が暴走した結果です。生長促そく進しんの魔術が成功しすぎたのね。素す晴ばらしい潜せん在ざい能力だわ」

　そして、横にある幹の塊かたまりのような場所をコンコンと叩たたいた。

「ここにハルカさんが座って、実験をしていました。まあ、これくらいで済んで好運だったのかもしれないわね」

「……と、言うと？」

「以前暴走した時は海水から大シー海サー蛇ペントを《召ヴオ喚カーレ》したんでしょう？　もし、同じように木もく片へんから木の精ドライ霊アドでも呼び出されてたら、対処に苦労したと思うわ。今回のチームは、論理魔ま術じゆつ師しはベルとリツコの二人しかいないし」

「……」

　僕は答えず、室内を観察する。部屋を埋うめ尽つくす木の幹と、生い茂しげる葉。

　確かに、これは《召ヴオ喚カーレ》じゃない。だがしかし、だからこそ問題だ。

　この現象は、生長促進の暴発なんて生やさしい物じゃない。木片の持つ《可能性ルウキス》の限界を遥はるかに超こえた挙動が起きている。

　論理魔術は奇き跡せきの技わざじゃない。対象の《可能性ルウキス》に干かん渉しようし、それをわずかに変へん換かんする事によって目的を成す。逆に言えばそれ以上の事はそもそも出来ない。

　しかし、目の前にあるこれらは、そんな絶対の法則をたやすくねじ曲げているように見えた。

　なにかがおかしい。播機さんが垣かい間ま見みせる能力は、ルールを超ちよう越えつしているというか、論理魔術の本来持つロジックから、大きくずれているように思える。

　それとも、まだ何かあるのだろうか。シーサーペントの《召ヴオ喚カーレ》も、この目の前の現象も、《紅オストラム》の《特権タレント》の一部に過ぎないのだろうか？




　播機さん。君の中に秘ひめられている力は、一体なんなんだ？




　木々に埋め尽くされた実験室の真ん中で、僕はしばし、途と方ほうに暮れた。





21　私が手紙の顚てん末まつを話していると、徐じよ々じよにベルが動かなくなった。






「──と、手紙についてはそんな感じなんだけど、それだけじゃなくて、あと久米君の事でもちょっと気になってて…………ベル？」

　真向かいにいるベルの目が何故なぜか焦しよう点てんが合ってなくて、私よりもずっと後ろを見ている。

「ええと、ベル、聞いてる？」

　目の前で手を振ってみる。ベルはハッと気づき、

「え!?　き、聞いてるわよ！　わかったわ。そのクミコって女に鉄てつ槌ついを下せばいいのね！　そんなの論理魔術で簡単に──」

「いやちょっと待って！　そんな事いっこも頼たのんで無いし！」

　なんか昨日も仄香相手に似たような話をしてたような……。

「じゃあハルカはどうするのよっ！」

　びしっ、と、私の顔を指差すベル。もう片方の手を腰こしに当てていて、なんか怖こわい。

　私は座ざ布ぶ団とんごとずりずりと体を引きながら、両手を振る。

「どうもしないよ！　私には関係ないもん！」

「関係無くないでしょ！　いやむしろ当事者と言っていい！」

　私は思わず腰を浮うかせる。

「当事者なんかじゃないよ！」

「そう思ってるのはハルカだけよ！」

　ん、なんの事？　言ってる事がよくわからない。

「ベル、それはどういう──」

「と・に・か・く！」

　喋しやべる隙すきを与あたえてもらえず、ベルはまくしたてる。

「そんなアキの事をなんにも知らないような女に、アキを取られていいわけ!?」




　──アキの事をなんにも知らない──




　その言葉が、胸に突つき刺ささる。

　私は浮いていたおしりを、ぺたんと、座布団に沈しずめた。そしてうつむく。

「……ハルカ？　どうしたの？　どこか痛むの？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ」

　力なげに首を振ふり、テーブルの上の空になったコップを見つめる。

「私、先生の事、なんにも知らないんだなって思って」

「ハルカ？」

「ベルは、イギリスで２年間も先生と暮らしてたんだよね。私は知り合ってまだ半年しか経たってない。あの手紙を渡わたした女の子と、たいして変わらないよ」

　ベルは答えない。私を見つめている。

　次の言葉を探していると、言葉が口から勝手に出てきた。

「伊代さんにさ」

「え？」

「伊代さんに、『あの二人を救って欲しい』って言われたの。でも、私はそもそも秋津先生とイドが、なんで兄弟なのに戦ってるのかも知らない。先生に聞けばいいのかもしれないけど、聞けない。……怖いの」

「……怖い？」

「イドは、ジェシカシステムの中で伊代さんが眠ねむっているのは、先生のせいだって言ってた。それがイドが《鴉ノツクス》に移った理由だって。もし、それが本当だったら、先生に問いただす事が、先生を責める事になっちゃう。先生を傷つけてしまう。嫌いやなの。そんなのは」

　コップをぎゅっと握にぎる。

「それに……」

「それに、なに？」

「もしかしたら、本当の事を聞く事で、私が、先生を嫌きらいになっちゃうかもしれない。それはもっともっと嫌なの。怖いの。私、そんなの耐たえられない……」

「ハルカ……」

　言葉が止まらない。私は言いたくない事まで喋ってしまっている。

「……久米君の事も」

「シンジ？　シンジがどうかしたの？」

「久米君が記き憶おく封ふう鎖さされなかった事、なんで先生は私に教えてくれなかったのかな。私だってそのくらいの秘密守れるよ？」

「ハルカ」

　言いたくない、のに、止まらない。声が上ずる。

「秋津先生は、私の事、信用してないんじゃないかなっ！」

「ハルカっ！」

　ベルが睨にらむような瞳ひとみで大きな声を出した。私は慌あわてて口を手で押さえる。

「……ごめん」

　自己嫌けん悪お。

　ベルは手を伸のばして、私の頭をわしゃわしゃとなでた。

「いいよ。喋った方が楽になるでしょ」

　そして優やさしく笑う。

　思わず心に溜ためていた事を吐はき出してしまった私は、恥はずかしくてうつむいてしまった。

　私はコップから手を放し、無む理り矢や理り笑顔を作ってベルを見る。

「変な話しちゃった。ごめんね」

　ベルは返事をしなかった。メガネのフレームを爪つめでカリカリとかいている。何かを考えているようだ。

「ベル？」

「……ハルカ」

　フレームから手を離はなして、こちらを見る。

「私が、調べてみようか？」

「え？」

「２年前、アキとイドの間に何があったのか。それ、私も知りたい」

　ベルはテーブルの上のガラスの瓶びんを両手で包んだ。

「英国でアキと初めて会った時、この男の子は感情って物をどこかに落として来たのかなって思ったくらい、無口で無表情だったの」

　ガラス瓶を手の中で回しながら、話を続ける。

「あの頃ころに比べれば、今のアキは随ずい分ぶんまともになった。でもね、やっぱりどこか変なの」

　わかる。私は小さく頷うなずいた。

「知る事で後こう悔かいするかもしれないけど、知らないと、アキを助けられない。そうでしょ？」

　考える。でも、初めから答えは決まっていた。

　顔を上げ、ベルの瞳を見て答える。

「私、秋津先生の事、ちゃんと、知りたい」

　ベルはにやりと笑った。

「『イノセント・ベルになんでもおまかせ♪』よ」

「……ふふっ」

　私が思わず笑うと、ベルも一いつ緒しよになって笑った。

　なんか、凄すごく、楽しくなってきた。

　次し第だいに笑い声が大きくなり、私達はお腹なかを押さえて床ゆかをごろごろ転がった。

　ちょうどその時、インターホンが鳴った。





22　僕が部屋に入ると、ベルと播機さんが大きな声で笑っていた。






　というか、笑い転げていた。なんだ？

　播機さんが精神的なショックを受けてるんじゃないかと来てみたんだけど、どうもそんな事は無いようだ。部屋の中へ歩いて行く。

　二人とも、僕が入った事にも気づいてないように、ゴザの上をお腹を抱かかえてころころ転がっていた。笑いすぎて呼吸が上手うまく出来ないらしく、二人とも荒あらい息をしていた。

　なんというか、楽しすぎてもう自分では笑うのをやめられない状態なのだろうか。

　ベルは、Ｔシャツにショートパンツで、シャツがめくれておへそが見えていた。

　播機さんは、Ｙシャツをずっと長くしたような服を着ていて、こちらも裾すそがめくれてふとももが見え隠かくれしていた。

「あ、の。……二人とも？」

　僕が呼びかけると、目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭ふこうとした播機さんとようやく目があった。

「あははははっ！　っは……、って、あっ、秋津先生っ!?」

　その途と端たん、播機さんは一いつ瞬しゆんでがばりと体を起こして膝ひざを曲げ、女の子座りになった。

　そしてボタンが外れて大きく開いた胸むな元もとを右みぎ腕うでで覆おおうように包み、左手でシャツの裾を必死に伸ばしてふとももを隠そうとしていた。どういう意図の所作なのかよく分からない。

　播機さんは顔を真っ赤にしてその作業を続けていた。

　ベルがそんな播機さんを指差して更さらに大笑いしている。

「ええと、あの、二人とも、どうしたの？」

「こっち見ちゃ駄だ目めです！」

　播機さんが叫さけぶので僕はビックリして視線を逸そらした。ベルの笑い声が更に大きくなる。

「ベル！　笑い過ぎよ！」

「ひっ、ひーっ！　だっ、だってー！」

　もうベルは笑ってるのか息が出来なくて苦しいのかよく分からない。

「ハ、ハルカは、は、はいて」

「ベルっ！」

　更に顔を赤くした播機さんが叫ぶ。何を言い合ってるんだ？

　少し待つと、ようやく、ベルも笑いが収まってきた。

「どうしたの？　なにがそんなに可笑おかしいの？」

　ベルはテーブルに手をかけて体を起こしてから、僕に向かって指を振ふった。

「女同士の秘密だから。アキには内ない緒しよ」

「そうでーすっ！」

　播機さんの声はちょっと怒おこって聞こえたけど、それはいつもの播機さんの声だった。

　昨日から久しく聞いていなかった、いつもの声だった。







[image: ９月13日　恋心を巡る大捕物]





23　次の日、放課後、私はボードゲームの箱を両手で抱えながら、特別研けん究きゆう棟とうを歩いている。






　今日も文化祭の準備で、クラスで大ボードゲーム大会が繰り広げられ、その後片付け中である。

　横には同じような格好をした笠木さん。前には私達二人の倍くらいの箱を抱えた秋津先生が歩いていた。

　私はその背中に向かって話の続きをする。

「え、じゃあ今日の《査問》は中止なんですか？」

　秋津先生は振り返らずに答えた。

「うん。測定機器の再準備にちょっと時間がかかるって、さっき連れん絡らくがあった。早ければ明日から再開になると思うよ」

　返ってくる言葉を聞きながら考える。うん、大だい丈じよう夫ぶ。今日は普ふ通つうに話せてる。

　仄香だって応おう援えんしてくれてるし、ベルから元気をもらった。そうだ。手紙がなんだ。動じる事は無い。私は私に出来る事、やるべき事をすればいいんだ。

　昨日は初めての《査問》だったり、魔ま術じゆつが暴走したり、濡ぬれ鼠ねずみになったり、いろんな事があったけど、一夜明けた今、私の心は透すき通った湖のように静まっていた。

　この気持ちを持続していけばいい。うんうん。

　先生が言葉を続ける。

「ベルは、今日もＭラボに行ってるみたいだね。エレナさん、だっけ。リーダーの人と今後の打ち合わせをするって言ってた」

　ベルやエレナさんはファーストネームなのに、未いまだに私だけ下の名前で呼んでもらえない事にちょっぴり怒いかりが湧わき上がらない事もなくはないけど、気にしない。今日の私は波一つ立たない水面の心境なのだ。

　研究室の前に立ち、カードキーをスリットに通している先生をなんとなく眺ながめる。

「ん、どうかした？」

「いいえ、なんでもないです」

「そう？　重い物持たせて悪かったね。さあ、入ろう」

　扉とびらが開くと、むっとする空気が廊ろう下かに流れ込んできた。

「ああ、しまったな。カーテン開けっ放しにして来たんだった」

　秋津先生は部屋に入るととりあえず抱かかえていたゲームの箱をソファのテーブルに置いて、天てん井じようを見上げた。

「ジェシカ、冷れい房ぼう入れて。24度で」




　沈ちん黙もく。




「……あ、そうか」

　先生が頭をかく。

「今、機能しないんだっけ。ちょっと待ってて。空調動かすから」

「じゃあ、ゲーム片付けておきますねー」

　先生が壁かべについているパネルを操作している間に、私と笠木さんは先生が運んできた分も合わせて、ボードゲームの箱を棚たなに片付けた。

　箱の大きさ別に分けるとか、棚からはみ出ないようにとか、綺き麗れいにしまう為ために私と笠木さんが奮ふん闘とうしていると、頭上から涼すずしい風が吹ふき込んできた。

　ゲームの棚が満足できる状態になったので、私は立ち上がって先生の方を向く。

「先生、終わりました」

「ありがとう。香音、コーヒー三つ出して」

「Ｙｅｓウルトウ、我が魔術師メイガスよ」

　笠木さんが冷蔵庫を開けてアイスコーヒーの紙パックを取り出す。

　私は、なんとなく外の景色が見たくなって、窓まど際ぎわに近づいた。今日も空には雲一つ無く、夜まで暑い時間が続きそうだ。

　秋津先生は机に座ってパソコンの画面を眺めていた。窓から視線を離はなして、ふと秋津先生の背中を見る。

　これがいけなかった。

　背中越ごしに、机の上に、ピンク色の封ふう筒とうが置いてあるのが見えてしまったのだ。

「あ！」

　思わず声を出してから、慌あわてて口を両手で塞ふさぐ。急に背中で大声を出された先生は肩かたをびくっとさせる。

「え、なに？……あっ！」

　今度は先生が驚おどろく番だった。私が封筒に注目しているのに気づき、慌ててそれを白衣のポケットにしまった。ちょっと、折り目が付かないように丁てい寧ねいに。




　ぽちゃん




　私の心の中の透き通った水面に、小石が投下された。小さな波は紋もんが湖に広がる。

「先生……」

　いや、まだだ。まだ水面に小さな波が立ったにすぎない。

「え、な、なにかな？」

　あからさまに動どう揺ようしているのが余計に腹立たしい。にっこり笑え顔がおを作る。

「それ、一昨日おととい、２─Ａの子からもらった物ですよね？」

「な、なんで知ってるの!?」

　本気で驚いている。顔が少し青ざめているかも知れない。そしてここまで言ってしまうと、私は自分をおばかと思いながらも、口が動くのを止められなかった。

「先生はおモテになるんですねえ？」

「いや、あの、これはそういう物じゃなくてね」

　そういう物じゃなければどういう物なんだ！　私は顔をひきつらせながらも笑顔を堅けん持じ。

「よかったですねー。あの子、可愛かわいいですもんねえ」

　先生は無意識に指で髪かみを弄いじりはじめ、必死に返答を考えているように見えた。悩なやめ悩め。なんでもいいからフォローする台詞せりふを言ってみなさい。っていうか言って下さい！　お願い！




　やがて、先生は私から目を逸そらし、少し恥はずかしそうに、




「……ああ、うん。可愛い、かな」




　ザバアッ！




　湖の底から巨きよ大だいナマズが現れて、私の心には広域波は浪ろう警報が発令された。周辺地域の住民の方は家から出ない事をオススメします！　津つ波なみに注意！

　ここで叫さけんじゃいけない。そんな事をする理由は無い。私は必死に自分を抑おさえ、ゆっくり窓際から離れ、研究室を出ようとする。

「あ、播機さん、アイスコーヒーが──」

「いりません！」

　ああ、叫んでしまった。自己嫌けん悪お。そのまま研究室の外に出る。

　扉とびらが閉まると同時に、駆かけ出していた。行き先なんか知らない。走らないとそのまま前に倒たおれてしまいそうだった。

　廊ろう下かを全力疾しつ走そうしながら、胸ポケットから携けい帯たいを取りだし、電話をかける。

「……あ！　ベル!?　今どこにいるの!?　どこでもいいわよ！　ちょっと話があるから今いる場所を教えなさい！　え!?　なにがあったのかって!?　人間なかなか理想通りには行動出来ないってだけの話よ！　いいから来てってば！」





24　怒いかりに肩を震ふるわせながら部屋を出て行く播機さんを、僕は呆ぼう然ぜんとしながら見送る。






「……なんなの、あれ？」

　アイスコーヒーのパックを持っていた香音は僕の質問には答えず、まだ空だった三つのグラスの内、一つだけにコーヒーを注ぎ、他ほかの二つを流し場に戻もどした。

　そして、注いだ一つを僕の机に置いてから、少し責めるような口調で言った。

「客観的に判断するに、その手紙の対処にいささかの失敗があったかと思われます」

「対処？　失敗？」

　ポケットから手紙を取り出す。シワを作らないように慎しん重ちように。

　ピンク色の封筒。表には宛あて名なが書いてある。封ふうはしたまま。

「昨日の騒そう動どうで完全に忘れてた。確かに対処は遅おくれている。早く処理しないと」

「そういう事ではなくて……」

「？」

　何故なぜか呆あきれたような顔をした香音は、なおもなんの事やら把は握あく出来ない僕に対し、大きくため息をついた。そして真しん剣けんな目になる。

「《紅オストラム》を追います。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス」

「へ？　あ、ああ、いいよ。許可する」

「ありがとうございます」

　深々とお辞じ儀ぎをして、香音は走って研究室を出て行った。

　香音が僕に行動要求を出すなんて珍めずらしい。望ましい学習効果と言える。しかし播機さんを追いかけてどうするのだろう。

　封ふう筒とうは、処理を忘れないようにポケットに戻す。

　ところで、僕はなんでこの封筒を播機さんから隠かくそうとしたんだろう。とっさの判断だったとは言え不自然だ。どうもそれによって播機さんを怒おこらせてしまったみたいだし。むむむ？

　慣れない事に悩んでいると、机の前にジェシカの映像が投とう影えいされた。

「ん、なに？」

『周藤絵里子理事長より伝言メッセージです。「津欧とただいま会談中なので、お前は伊代と善後策を協議せよ」との事です』

「ああ、……？」

　普ふ通つうに会話を続けようとして、違い和わ感かんに気づく。

　一度目をつむり、イライラを抑える。

　落ち着いてから立体映像を見る。というか、睨にらみ付けた。

「伊代、どうでもいい芝しば居いをするな」

『あ、やっぱり分かる？』

　ジェシカの立体映像がステップを踏ふみ、その場でくるりと一回転する。金きん髪ぱつと碧へき眼がんは透すき通った黒に、顔立ちも日本人風に戻る。伊代だ。

「《円環キアカル》に回線ポートを押さえられていて、今エージェントＡＩとしてのジェシカは機能していない。立体映像が投影されるわけないだろ」

『ばれたか』

　小さく舌を出す。

『でも絵里子さんから伝言を承うけたまわったのは本当だよ』

　まあ、そこは噓うそをつく理由は無いだろうな。僕は香音が部屋を出る前に出してくれたグラスを手に取り、アイスコーヒーに口を付ける。冷れい房ぼうはまだ部屋に行き渡わたっておらず、喉のどを通る冷たさに癒いやされる。

「図書館の状じよう況きようは？」

『相変わらず延々とログを採集してる。くすぐられてるみたいで、むずむずするのよねー。特に、ふともも、おへその上のあたりが』

　そう言って体を官能的にくねらせて、その部位を僕に見せようとする。そんな電気信号が発生して伊代の肉体に生体電流として伝達するとは考えにくいので、冗じよう談だんなのだろう。なので目を逸そらして見ない事にする。

『せっかくサービスショットしてあげてんだから見なさいよう』

　伊代がむくれる。

「意味がわからん。他には？」

『安芸が気づいた回線ポートの接続先は、Ｍラボみたいね。なにをやろうとしているのかは不明。データ不足。今のアタシは制限モードだから、上手うまく調べられない』

　それは仕方無い。こうして伊代と対話出来るのも、播機仄香がたまたま対策を採っていたから可能になっただけな訳だし。

『でもまあ、あいつらにはそれくらいしか出来ないよ。ジェシカシステムを内部までいじれる人は限られてるんだから』

　そうだ。セキュリティ上の問題と、飯綱伊代の論理魔ま術じゆつ師しとしての尊厳を守る為ために、ジェシカシステムを直接操作出来るのは数名しかいない。

　伊代は指を折りながら数える。

『コア外周部から間接的にアクセス出来るのが絵里子さんと、安芸。あと最近現れたスーパールーキー播機仄香ちゃん。まあこの子は例外中の例外ね。なんてったって《紅オストラム》だし。あと、塊かい斗と』

　ゆっくり四本目の指を折る。瞳ひとみに憂うれいが混じっているように見えた。

『……そして、コアに直接アクセス出来る、つまり、アタシの体を自由に制せい御ぎよ出来る唯ゆい一いつの特権を持っている人が一人……』

　その名前を口にする為に、伊代は一度息を吸わなければならなかった。

『馬原、守人』

　僕は頷うなずく。

　現状考える限り、《円環キアカル》がやっている事は単なるポーズに過ぎない。ジェシカシステムをＭラボに接続しているようだが、これもたいして意味は無い。大規模演算処理施し設せつがＭラボに外付けされただけの話で、出来る事などたかが知れている。

　Ｍラボの施設を経由してジェシカシステムを制御、解かい析せきしようとしても無む駄だだ。《円環キアカル》側に馬原がいないなら、《蒼マーレ》の協力無しにジェシカのコアに干かん渉しようするのは不可能だ。《血族クラン》の中でも情報処理を得意とする《翠コラル》にも出来なかった事なのだから。

　そして、向こうに馬原がついている事はあり得ない。

　あり得ない、筈はずだ。

「……伊代、馬原のデータを出してくれる？」

『ＯＫ、調査開始ね。ちょっと待ってね』

　人差し指を顎あごにあて、目をつむる。考えている、のポーズだろうか。

『──検けん索さく完かん了りよう。ＰＣに出力するよ』

　目の前のディスプレイに様々なフォーマットの情報が次々と表示されていく。どれも一人の論理魔術師の個人情報だった。一つずつ確かく認にんする。

　馬原守人。《黄ギリアン》の論理魔術師。かつて《円環キアカル》の研究機関に所属していた学者の一人。関係者からは〝教プロフ授エツサー〟の別名で呼ばれていた。

　馬原は、特に、《人形ドール》開発の分野において多くの画期的な理論を発見し、また実用化させた。彼の偉い業ぎようを誰だれもが賞賛した。

　しかし、彼の《人形ドール》に対する飽あくなき探究心が、いつしか狂きよう気きに侵おかされ始めていた事に、その時は誰も気づかなかった。

　それは、《人形ドール》開発コストの削さく減げんに関する研究だった。

《人形ドール》の開発には大変な金銭的、時間的なコストがかかる。生物を一から育てるのとほぼ同じ教育リソースを与あたえなければならないからだ。

　馬原はこの作業にかかる時間を縮小する研究を続けていた。その研究の成果として、香音やアレクのような自律制御機能は持たないが、《人形ドール》としての最低限の能力を持つ疑ぎ似じ生命体の開発に成功した。テスト目的ではあるが、一度は実戦配備も行われている。

　この研究が進めば、論理魔術師の歴史に新たな一ページが加わる筈だった。

「……しかし、馬原の究極の目的は、《人形ドール》の代だい替たい品を作る事なんかじゃなかった」

　僕の独り言に、机の向こうで腕うで組ぐみしていた伊代が答える。

『そうね。〝教プロフ授エツサー〟は、既き存そんの《人形ドール》の能力を超こえる、それでいて、これまでよりも短い学習時間で実戦投入出来る、全く新しい《人形ドール》を開発しようとしていた』

　机に両りよう腕うでをつき、僕を見下ろす。

『そして、彼は悪あく魔まの論理にたどり着いた』

　伊代の目を見て答えるのはつらかった。

「……人間を改造し、《人形ドール》に組み替かえる」

《人形ドール》の構築の為に最低限の学習時間が必要だと言うのなら、最初から生物としての学習を十分に済ませている物を使えばいい。すなわち、人間を改造して、論理魔術師の絶対的な従者たる《人形ドール》にしてしまうのだ。人間なら地球上にいくらでもいる。コストは限りなく低く出来るではないか！

　これが、馬原がたどりついた究極の論理だった。その研究が明らかに思想的、倫りん理り的に大きな欠けつ陥かんを持っている事を、馬原は正しく把は握あくしていた。その為、馬原は表向きは普ふ通つうの研究を続けながら、一部の、馬原の思想に賛同したスタッフだけで構成されたチームで、極ごく秘ひ裏りにこの研究を続けていた。

　しかし、ここで馬原のスタッフの一人が罪悪感に負けて《円環キアカル》にリークし、彼の研究の全容が明かされる事になる。

　資料を確認した《円環キアカル》は驚きよう愕がくした。この時点で、馬原の研究はほぼ完成の域に達していた。既すでに多くの動物実験が行われていた事も発覚した。しかも、スケジュールの上では、近く人体実験を行う段階まで来ていたという。

　馬原の一連の行動は《円環キアカル》に対する明白な反逆行こう為いと見なされ、彼は犯罪者として収しゆう監かんされた。そして、論理魔ま術じゆつ師しの牢ろう獄ごく、《島》に、送られる事となった。

　天てん井じように向かって呟つぶやく。

「馬原の理論は、闇やみに葬ほうむられた。資料も全すべて消去され、残っていない」

　言っていて空むなしくなる。伊代がため息をついて、机から手を離はなす。

『そうね。予定されていた人体実験も、馬原の収監によって、ついに行われなかった』

　僕は視線だけ、伊代に向けた。

「……表向きは、だろ」

　伊代は頷く。

『その通り。実験は、行われなかった事になっている』

　半はん透とう明めいの立体映像は、親指で自身の胸を突ついた。弾だん力りよくのある胸むな元もとに、親指が少しめりこむ。

『このアタシを、除いてね』





25　津欧総一郎は、私の机に置いてある名札を読み上げる。






「周藤、絵里子……」

　ソファに座っている彼の目が微び妙みように細まる。無ぶ精しよう髭ひげが普通に似合う無骨で大おお柄がらな男だけど、実に繊せん細さいに表情を変化させる人だった。まあ、気づいているのは私だけかもしれないけど。

　昔も、今も。

　私は肘ひじをついた両手を組み、手の甲こうに顎あごを載のせる。そして小さな笑えみを作る。

「悪い？」

　彼はゆっくりと名札から私に顔を向ける。

「君の行動に何かを言う権利は俺には無い。しかし、何故なぜ周藤姓を今もなお名乗っている？」

「あなたこそ、洒しや落れた名前を使ってるじゃない」

　質問の答えになってないのはわかっている。そもそも、この応おう酬しゆうには特に意味は無い。それは二人とも分かっている。

「俺は家から追放された身だ。《完結したフオル・円環キアカル》に拾われた時、周藤の名は捨てた」

「お互たがい、名前を捨てたり勝手に引き継ついだり、面めん倒どうな人生を送ってるわね」

　返答は無い。特に期待もしていない。この応酬に意味は無いのだから。

　しかし、大柄な男は呟いた。

「……元気で、やっているか」

　不意打ちはずるい。

　反則だ。

　思わず「総一郎」と、名前を呼んでしまいそうになるのを懸けん命めいに堪こらえる。

　そして、その代わりに、出来るだけ冷たい声を、口から発した。

「家を捨て、《円環キアカル》に頭こうべを垂れ、名前も変えた人に、心配される覚えは無いわ」

「……そうか。そうだったな」

　そう言って、顔ごと目を逸そらす。泣きたいのを我が慢まんしている表情。あの頃ころのままだった。

　私は雑念を振ふり払はらうべく指をほどき、立ち上がった。

「過去は変わらないわ。未来の話をしましょう」

　彼はソファから動かずに答える。その顔は図書館で見た時の無表情に戻もどっていた。

「同感だ。そうしてもらえると、とても有り難がたい」

　私との過去に触ふれない事が有り難いの？　などと嫌いやらしく思ってしまう。いかんいかん。

　思考が記き憶おくに流されそうになるのを抑おさえる。会うたびにノスタルジーに打ちのめされる訳にはいかないのだから。早く慣れなければ。

「……で、わざわざ理事長室まで足を運んで頂いたのは、どういう訳なのかしら？　《円環キアカル》の方？」

「単なる書類業務を果たしに来ただけだ。お茶まで出して頂いたのに、悪いね」
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　そう言って持っていた湯飲みの中身を飲み干す。

「先に言ってくれればお茶なんか出さなかったわよ。早く書類をちょうだい」

　湯飲みをテーブルに置き、彼は立ち上がってこちらに歩いてきた。

　机の向かい側に大柄な体たい軀くが立つ。

　懐なつかしい匂においを感じた。

　彼は右手に抱かかえた鞄かばんから書類を抜ぬき出し、差し出す。

「昨日、部下が君に提出し、不備があると突き返された書類だ。修正したのでサインを頼たのむ」

　無言で書類を取り、内容を確かく認にんする。書類からも、同じ匂いがした、気がした。

「……そうそう」

　書類に目を通していると、彼は独り言のように言った。

「名めい刺しを新調したのでね、渡わたしておこう」

　胸ポケットから名刺を一枚抜き出し、机に置く。

　私は書類を最後まで確認し、サインを加えた。書類を彼の胸元に突きつける。

「はい、どうぞ。今ちょうど名刺を切らしてるから、お返しは無いわ」

「構わないよ。では、失礼する」

　彼は書類を受け取ると、それを鞄にしまう。そして私に背を向け、扉とびらに向かった。

　スライド式の扉が開き、彼が外に出て、そして閉まる。一度も振り返らなかった。別れの挨あい拶さつも無し。

　ま、いいんだけどね。

　机の上を見る。名刺が一枚。

「『名刺を新調したのでね』」

　右手の指で名刺をつまみ上げながら、口調を真ま似ねしてみる。そして小さく笑った。

「相変わらず、演技が下手な男」

　名刺を裏返す。そこには見慣れたあの人の筆ひつ跡せきでアルファベットが並んでいた。彼がよくやる伝言メッセージだ。インクのラインを指でなぞり──

「…………！」

　そこには、予想していなかった文字が並んでいた。




　Ｍ・ＭＡＨＡＲＡ




「ＭＡまＨＡはＲＡら……」

　入り口を見た。もちろん、彼はもうこの部屋にはいない。そして、追いかけて彼に問いただす事も出来ない。こんな物は知らないと言うに決まっている。

　これは、彼の立場において、ギリギリのラインで送ってきた、警告のメッセージなのだ。

「今回の件、馬原が絡からんでいるというの……？」

　でも、どこに？　どうやって？





26　私は食堂の入り口でベルと合流して、一いつ緒しよに購こう買ばいでアイスを買った。






　今日も外は蒸むし暑く、食堂は外ほどではないけど、そんなに涼すずしくも無かった。

　六人がけの机がいくつも並んでいる空間に、何組かのグループが固まってノートを広げたりお喋しやべりしたりしてる。

　私達は窓まど際ぎわの席に腰こし掛かけていた。あえて太陽が照っている所でアイスを食べるのがオツなのだ。ところで「オツ」ってなんだろう。

　ベルも私も同じバニラのカップのアイスを買った。木のスプーンでひとさじ取り、口に運ぶ。舌の上を滑すべる甘くて冷たい白色の塊かたまりが幸せすぎて、体がふわふわしてくる。室内はそんなに涼しくないし、窓から照る日光は熱いけど、だからこそ喉のどを通りすぎるひんやり感が気持ちよかった。

　私たちは人類の文化の極きわみとも言えるアイスの美味おいしさを堪たん能のうしつつ、バニラのカップアイスに含ふくまれるカロリー量については、この瞬しゆん間かんだけは忘れる事にして、朴ぼく念ねん仁じん人類代表候補についての悪口をまくし立て合った。怒おこればちょっとはカロリーが消費されないかな、とか思いながら。

　スプーンをぷらぷらさせながら、肘ひじをついていたベルがため息をつく。

「相変わらず乙おと女め心ごころが分かってないというか、自分の言動が他人にどう影えい響きようするかについて無む頓とん着ちやくな男よね、アキは」

「ほんほひほふはほよう」

「物をほおばりながら喋らない」

　ビシッとスプーンで指される。それもマナー違い反はんな気もするけど、バニラを飲み込む。ああっ、冷たくて美味しいっ。そして改めて同意する。

「ホントにそうなのよう」

　すると、私の横にいた笠木さんが恐きよう縮しゆくして言う。

「本当に、すみません……」

「香音ちゃんはなにも悪くないよ！」

「いえ、しかし、《蒼マーレ》の成長を見守るのも私の役目ですし……」

　購買でどのアイスを買おうかベルと迷っていた時、遠くから誰だれかがもの凄すごい速度で走ってきたと思ったら、目の前でびたっと停止した。笠木さんだった。

　聞けば、秋津先生のフォローに来たとの事。女の子を謝罪の代役に立てるなんて！　と私とベルは激高しかけたが、これはあくまで笠木さんの自主的な行動だというので、一緒に食堂でおやつタイムする事にした。まあ、笠木さんはアイス食べるの遠えん慮りよしたけど。

「安芸様は、昔からその手の恋れん愛あい事にたいしてまったく関心を振ふり分けるという事が無いようでして……」

　申し訳なさそうに答える笠木さん。ベルがスプーンを舐なめながら聞く。

「カノンはさ、そのアキが受け取った手紙の事、なにか知らないの？」

「私はその時安芸様と別行動を取っていましたから。ただまあ、先ほど遙さんが指し摘てきするまでは、安芸様も存在を忘れていたように見えましたが」

　指摘、したつもりはなかったんだけど。

「まあ一つ言えるのは、アキの鈍どん感かんかつ非恋愛体質なのは、２年前がどうこうじゃなくて、元々ああいう性格なんだって事ね」

　ふふふと二人で笑う。笠木さんは恥はずかしそうにしていた。

　ベルが「あ、それで思い出した」と言って、口からスプーンを引き抜ぬく。

「昨日言ってた調べるって話、結局昨日はほとんど出来なかったの。第二実験室の復旧に思った以上に時間がかかっちゃってね」

　サクッとカップにスプーンを差し込む。

「今日業者さんが入って設備を交こう換かんするから、昨日のうちにデータ全部サルベージしなきゃならなくてさ」

「『サルベージ』って何？」

「ああ、ええと、日本語だと『救出』、かな？」

「ふうん」

　データを救出するという言葉の意味がよくわからないけど、まあいいや。

　ベルはすくったアイスを口に運び、するりと飲み込む。目を閉じて恍こう惚こつとした表情になった後、またこちらを見る。

「いずれにせよ、そう簡単に調べられる事じゃないかもしれないけどね。カノン、あなた何か知らないの？」

「なんの事ですか？」

　笠木さんがキョトンとした顔で聞き返す。

「２年前の大規模戦せん闘とうの事よ。あの時なにがあったのか、知りたいの」

「２年前、ですか……」

　笠木さんはちらりと私の方を見た。……あ、そっか。

「ベル、香音ちゃんは駄だ目めなのよ。私も前に聞いたんだ」

「申し訳ありません。ベル様。《完結したフオル・円環キアカル》の機密に関かかわる事じ項こうの為ため、私の持つ記デー憶タス装トレ置ージの情報アクセスにロックが設定されています。私の一存では、お話しする事が出来ないのです」

「そっか。そうよね。そうだと思った」

　ベルは意外に簡単に引き下がった。

「昨日少しだけ《血族クラン》のデータベースにアクセスしてみたんだけど、こっちも似たような感じで、ほとんどの情報に閲えつ覧らん制限がかかってて、調べられそうにないのよね。私は当時英国にいたから、その頃ころの事情はよくわからないし」

「うーん、そうなのかー……」

　早くも暗あん礁しように乗り上げてしまった。私は食べ終わったカップを持ったまま机に突つっ伏ぷす。

「あの、遙さん。何を調べようとされているのですか？」

「……香音ちゃんなら、話してもいっか」

　私は説明した。伊代さんから言われた事、斎条先生に言われた事、私がしたい事。その為に、そもそもなにがきっかけで秋津兄弟が袂たもとを分かつ事になったのかを知りたいのだと。

「なるほど。そうですか……」

　笠木さんはしばらく前を向いて黙だまっていた。そして、小さく頷うなずいてからこちらを向いた。

「先ほども申し上げましたが、私自身は《蒼マーレ》、そして《完結したフオル・円環キアカル》の管理下にある為、件くだんの作戦行動についてお話しする事が許可されていません」

「うん、それは仕方無いから、別に──」

「ですが、当時の作戦に参加していた人物を、お教えする事が出来ます」

　私とベルはスプーンを咥くわえたまま、顔を見合わせた。

「……それって、近くにいる人？」

　ベルが聞くと、笠木さんは頷いた。

「私はまだ直接会っていませんが、今回の遙さんの《査問》のチームメンバーの中に、２年前の大規模戦闘に参加していた人物がいます」

　私は身を乗り出した。

「誰だれなの？」

「リーダーのエレナ・カンビナスです。作戦中に直接安芸様と接した事はありませんが、参考になる話が聞けるかもしれません。一度、《査問》とは別に、お会いしてみてはいかがでしょうか？」

　ベルがスプーンでびっと笠木さんを指した。

「それ採用！　私今からエレナにアポ取ってくる！　ちょっと待ってて！」

　そう言って、ベルはスプーンとカップを両手に持って、食堂から走って出て行った。

　私はスプーンを放ほうり投げて笠木さんの両手を握にぎった。

「ありがとう！　香音ちゃん！」

「いえ、お礼を言うのはこちらの方です。遙さんとベル様には、安芸様を気にかけて頂いている事、心から感謝します。私は《蒼マーレ》に所属するので、Ｍラボに入る事は出来ませんが、有用な話をお二人が聞けるよう、祈いのっています」

　そう言って、笠木さんは小さく微笑ほほえんだ。じん、と心が熱くなる。

　と、笠木さんの眉まゆ根ねが寄る。

「ただ、一つ言わせてもらう事があるとするならば……」

「なに？　なんでも言って！」

　笠木さんは床ゆかを指差した。そこには私が投げ飛ばした木製スプーンが落ちている。

「あのスプーンは、ゴミ箱に入れた方が人間のマナーに則するのでは？」





27　僕はあの日の事を思い出す。「飯綱伊代」が「ジェシカ」になった２年前の、あの日を。






　馬原という男の第一印象は「巨きよ漢かん」だった。

　白衣を身にまとっている事を除いて、研究者としてのイメージは感じられない。強面こわもての四角い顔や筋肉質な手足など、むしろ戦士と言う方が印象が近かった。

　伊代の意識の回復が不可能と判明した時点で、《完結したフオル・円環キアカル》は馬原の召しよう喚かんを決めた。伊代の能力が、今後《鴉ノツクス》と戦っていく為に不可欠であると判断されたからだ。

《島》送りが決まっていた馬原は、それまで某ぼう所しよでほぼ軟なん禁きんに近い生活を送っていた。

《円環キアカル》が彼に求めたのは、伊代を《人形ドール》として蘇よみがえらせる事だった。馬原は快かい諾だくしたと聞いている。放っておいても自分は《島》に移されるだけなのだから、その前に自分の理論の実証をしたかったのだろう。

　今でも覚えている。馬原は僕たちの前でこう宣言した。

「私の研究は完かん璧ぺきだ。そして、人道的でもある」

　人を《人形ドール》に変える研究のなにが人道的なのか。と、僕は憤いきどおった。馬原は笑って答えた。

「飯綱伊代が《人形ドール》になるのは、彼女が眠ねむっている間だけだ。彼女の脳及および視神経には一いつ切さいの外傷がない。ならばいつかまた目覚めるかもしれない。その時には、《人形ドール》としての彼女の役目は終わる。論理魔ま術じゆつ師し飯綱伊代に戻もどるのだよ」

　そして、馬原を中心としたプロジェクトチームによる、ジェシカシステムの開発が始まった。論理魔術による施せ術じゆつが半分、情報工学及び機械工学からのアプローチが半分という形で、《蒼マーレ》ではその分野を得意とする僕、姉さん、そして──

「そして、秋津塊斗」

　僕の、弟。

「この三人が、馬原のサポートに入り、ジェシカシステムは完成した」

『うん。計画は成功。アタシはジェシカとなり、周藤絵里子理事長の《人形ドール》になった』

「僕は、なにも疑問を挟はさまなかった。あの時は、あの選せん択たくがベストだと思っていたんだ」

　天てん井じようを見上げる。




　あの頃ころ、僕は《円環キアカル》の決定に疑問を挟む思考すら持っていなかった。

　馬原という人物に人間として尊敬の念を抱いだけなくても、不幸にも昏こん睡すい状態に陥おちいった伊代を、擬ぎ似じ的にとはいえ蘇らせる事が出来るというジェシカプロジェクトに希望を感じてすらいた。

　そして、ジェシカシステムが完成したその瞬しゆん間かんに、伊代が、いや、《蒼マーレ》が、《円環キアカル》によって罠わなに嵌はめられたという事に気づいたのだ。

　全すべては、最初から、仕組まれていた事だった。

　伊代が無む謀ぼうな作戦に送り込まれた事も、そこで事故に巻き込まれた事も、馬原が召喚された事も、ジェシカプロジェクトの存在も、全て。

《蒼マーレ》が嵌はまった罠が、初めから仕組まれていた物なのかどうかは、確証は無かった。しかし、否定する材料も見つける事が出来ず、僕は心を閉とざした。自分を保つ為ためにはそうせざるを得なかった。

　僕と姉さんはお互たがいのやるべき事を決めた。二人で《円環キアカル》に対たい抗こうする事を決め、僕は英国に渡わたり、姉さんは周藤総一郎と離り婚こんして《円環キアカル》との接点を絶ち、《蒼マーレ》の城である北凰学園を作り上げた。

　そして２年が経たち、僕は日本に戻ってきたのだ。

　心は、閉ざされたままだった。




『……き！　安芸ってば！』

　目の前に伊代の顔があった。机を乗り越こえて僕の顔を覗のぞき込んでいた。

「うわっ！」

　思わずのけぞる。

『なに怖こわい顔して黙だまり込んでるのよ！』

　気がつくと、両の拳こぶしを強く握にぎりしめていた。少し汗あせもかいている。

「ごめん、ちょっと思考の迷めい路ろに入ってた」

『一人で自分の世界に入っちゃわないでよねー』

　伊代は机から降りて、床に立った。

　僕は小さく息を整え、頭の中で波立っている感情を抑おさえつけた。

「……話を戻そう。ジェシカシステムの完成後、馬原は《島》に送られた」

　馬原は特に抵てい抗こうしなかったと聞いている。たった一回とはいえ、自身の研究の正しさを実証する事が出来て、満足したのかもしれない。

「《円環キアカル》は、伊代の戦力確保と、馬原の拘こう束そくという二つの目的を予定通り達成した」

『しかし、その後、予期しない事が起きた。それも二つ』

　右手の人差し指と中指を立てて伊代が示す。僕は頷うなずく。

「正確には、起きている、かな」

　伊代はソファの周りを歩きながら、立てている人差し指を左手の指で差した。

『一つは、《島》に送られた馬原が、たった２ヶ月で脱だつ獄ごくしてしまった事』

　思わずため息が出る。

「イドといい、馬原といい、《島》のセキュリティはどうなってるんだ……」

『あら、二人は例外よ。直近30年間で、《島》を脱獄できたのはその二人だけなんだから』

「そうなの？」

　伊代が『疑うの？』という目で軽く睨にらむ。腕うでを上げて降参の意思を示すと、頷いて『よろしい』と返された。

『そして二つ目』

　左手で差す指を人差し指から中指に移す。

『二つ目は、私、飯綱伊代が未いまだに目を覚ます気配が無い事。そうでしょ？』

　黙って頷く。そして考える。

　伊代が目覚めないのは、それ自体は不自然な事ではない。このまま永久に目覚めない可能性だってあったのだから。

　疑問を感じたのは、播機仄香によって、精神のみとは言え、伊代を覚かく醒せいさせる事が出来た時からだった。なぜ、精神は目覚めているのに、肉体が目覚めないのだろう？

　そして、その疑問は、播機仄香のさらなる調査によって決定的な物となった。

　キーボードを操あやつって、姉さんから転送されたメールを開く。





『以前申し上げた「試ためしたい事」について、ようやく確証を得たので、お知らせします。

　ジェシカシステムの中ちゆう枢すうに、巧こう妙みように埋うめ込まれた悪意のあるコードが遍へん在ざいしていました。

　このコードによって、ジェシカシステムコアとして本体内部で眠ねむり続けている飯綱伊代さんからシステム稼か働どう以来取得していた生体データが、全て改ざんされている事が分かりました。

　正常なコードによってデータを取得し、再度分ぶん析せきし直した結果、一つの結論を得ました。

　伊代さんは、眠っているのではありません。故意に眠らされているのです。

　至急、ジェシカシステムの主メイ設ンアー計キテ者クトを調査する必要があると存じます。


播機仄香』　





　いつの間にか伊代が僕の座っている椅い子すの後ろに回り込み、一いつ緒しよになってディスプレイを覗き込んでいる。

　播機仄香のメールをもう一度読む。主メイ設ンアー計キテ者クト、これはもちろん馬原の事だ。播機仄香の調査が正しければ、馬原はジェシカシステムを構築した際、なんらかの方法で伊代が覚醒しないように細工をした可能性がある。

『馬原に恨うらまれる覚えは無いんだけどねー。ナンパされた事とかも無いしー』

　伊代は腕を頭の後ろで組んでとぼけた事を言う。もちろん馬原が個人的な恨みで伊代を眠らせ続けている筈はずがない。

　もしも、本当にそのような細工が行われたのであれば、馬原にそれを指示した勢力があった筈だ。そして、それは当然、《完結したフオル・円環キアカル》しかない。これは同時に、僕ら姉きよう弟だいが２年前に結局証明する事が出来なかった仮説を立証する証しよう拠こにもなる。

　あの悲劇的な大規模戦せん闘とうが、ジェシカシステムを完成させる、その為ためだけに演出された単なる舞ぶ台たいに過ぎなかった、という事実の。

「……ふむ」

　椅子に体重を預ける。

　ピースは揃そろいつつあるように思える。播機さんの《査問》、《円環キアカル》に強制的に占せん拠きよされたジェシカシステム、そして馬原守人。

　しかし、次に何が起きるのかは予測出来ない。不確定要素が多すぎる。

『……っと』

　黙り込んだ僕を見つめていた伊代が、急に目をつむり両手を頭の横につけた。耳を澄すましている。もちろんそれもポーズに過ぎない。伊代は目をつぶったまま言った。

『安芸。音声通話申しん請せいが来てるよ。依い頼らい者はエレナ・カンビナス』

「繫つないで」

　ディスプレイにウィンドウがポップし、昨日会った金きん髪ぱつの女性が映し出される。

「なにかご用ですか？」

　ディスプレイの上にはＷｅｂカムがついているので、こちらの映像も見えている筈。

　僕の質問に、ディスプレイの中のエレナ・カンビナスが口を開いた。

『アキ先生に、お話ししたいことがあります。今からこちらへいらっしゃる事は可能ですか？』

「話、ですか？」

『まあ、どちらかと言うと、お願い、ですかね』

　大きな瞳ひとみが細まり、微笑ほほえんだ。

『ハリハタハルカさんの《査問》について、アキ先生のご協力をお願いしたいんです』





28　私たちがエレナさんの部屋に入ると、エレナさんはパソコンから顔を上げた。






「あら偶ぐう然ぜんね。今アキ先生にあなたの話をしていた所よ。ハルカさん」

「私の？」

　エレナさんの部屋は殺風景で、机の上には資料らしき紙が山のように広げられていた。応接セットはあるけど、ソファもテーブルも資料が積んであって、座る場所が無い。

「あ、ごめんなさい、今片付けるわ」

　こちらにやってきて、ソファに置かれた資料を無造作に重ねていく。

「もうすぐアキ先生がこっちに来るの。ちょっとお話をしなきゃいけないから、それまでに用事が済むと嬉うれしいわ」

「アキがここに来るの？」

　ベルが聞く。

「ええ、それがなにか？」

　私とベルは目を合わせ、強く頷うなずき合った。丁度いい。その時が来たら作戦決行である。

　ちなみにエレナさんの研究室、すなわちＭラボに来ているのは私とベルだけだ。笠木さんは食堂で別れる時、秋津先生の研究室に戻もどると言っていた。

「さあ、これで三人座れるわね。どうぞ」

　お世辞にも片付いたとは言い難がたいけど、確かに三人座れるだけのスペースは出来ていた。

　私とベルは隣となり同どう士しに座り、向かいにエレナさんが座った。

「それで、私に聞きたい話ってなにかしら。ベル」

　いよいよ本題である。

「私達ね、今、アキの事を調べてるの」

「アキ先生の事？　好きな女の子のタイプとか？」

　エレナさんがおどけるが、私たちは真しん剣けんである。

「２年前の大規模戦闘でアキになにがあったのかを知りたいの」

　その時、エレナさんの瞳が細くなったような気がした。

「２年前の大規模戦闘。……ああ、『ヴェニスの悲劇』の事ね」

「『ヴェニスの悲劇』？」

　エレナさんは頷いた。

「私たちはあの戦闘の事をそう呼んでいる。ひどい戦いだったわ」

　ベルが体を乗り出す。

「もし良かったら、その事を教えてくれないかしら。アキと直接関係しなくてもいいの」

「別に隠かくすような話じゃないし、構わないわよ」

　ちらりと壁かべの時計を見た。秋津先生は車で来るかな、歩いてくるかな？　どちらにせよ急がなければ。私は尋たずねた。

「エレナさんは、秋津先生とは一いつ緒しよに行動してなかったんですよね？」

「ええ、アキ先生と会ったのは今回が初めて。私は、当時はマハラモリヒトという人の部下だったの」

　まはらもりひと。初めて聞く名前だ。どんな字を書くのだろう。

「私たちは即インス席タントで使える《人形ドール》の開発をしていて、あの戦闘ではそれが実戦配備された。データでしか知らないけど、あなた方の知り合いでは、ストウ理事長も、アキツカイトさんも、私たちが作った《簡易エスラ人形・ドール》を使っていた筈はず」

　んんん、なにかひっかかるぞ。

「あの、エレナさん。伊代さんもですよね？　それとも、伊代さんには簡易じゃない《人形ドール》がいるんですか？」

　もしいたとしたら、その《人形ドール》にはまだ出会っていない。

　身を乗り出していると、ベルが私のわきばらをつついた。ひゃう。

「時間が無いのよ、ハルカ。中身の話をしないと。エレナ、そもそも『ヴェニスの悲劇』ってなんの事なの？」

　エレナさんは、少し目を伏ふせた。

「ハルカさんは、《円環キアカル》と《鴉ノツクス》が何故なぜ戦っているのかをご存知かしら？」

「え？　《鴉ノツクス》が人類の敵だから、ですよね？」

「もしそれだけの理由であれば、我々は魔ま術じゆつを世界から隠いん匿とくする必要は無い。論理魔術を広く世に知らしめて、論理魔術師と人類が協力して《鴉ノツクス》を倒たおす方が効率がいい。違ちがうかしら？」

「ええと……」

　返答に困る。魔術を広く世に知らしめる？　考えた事もなかった。

　私が答えに窮きゆうしていると、エレナさんは静かに続けた。

「『ヴェニスの悲劇』は、このゆがみが表面化した物だったの。だからまず、《円環キアカル》と《鴉ノツクス》の話を先にしなければならないわね」

　と、そこまで話した所で、インターホンが鳴った。真面目まじめな顔をしていたエレナさんが相好を崩くずす。

「残念ながら時間ね。アキ先生が来たみたい。また明日、《査問》の後で来るといいわ。続きを話してあげる」

「は、はい。ありがとうございます」

　ソファに座ったままぺこりとお辞じ儀ぎ。

　顔を上げると、ベルは既すでに扉とびらの横で待機していた。

　ここから本日の第二メインイベントだ。





29　エレナ・カンビナスと話をしに来たのに、何故僕は今、正座しているんだろう？






　そしてなぜベルと播機さんが、立ったまま僕を見下ろしているんだろう？

　エレナ・カンビナスの部屋の扉が開くなり、中から腕うでが四本伸のびてきた。殺気がまったく無かった為ために反応が遅おくれ、僕は白衣を摑つかまれて室内に引きずり込まれた。

　腕の主がベルと播機さんだと気づいた時には、僕は無む理り矢や理り靴くつを脱ぬがされ、絨じゆう毯たんの上に正座させられていた。

　さっぱり状じよう況きようが把は握あく出来ない。なにが起きているんだ？

　しばらく腕を組んで僕を見つめていたベルが、右手を僕の方に差し出し、手のひらを柔やわらかく握にぎった。ん、このポーズは……、

「《速攻インス術式タント◆ピックアップ》！」

　しまった、と思った時には遅おそかった。

　ベルの右手の先から紫むらさき色いろの光の泡あわがロープのように連なって飛び出し、蛇だ行こうしながら空中を進み、そのまま僕の白衣のポケットに潜もぐり込む。

　慌あわててポケットを押さえようとするもそれも間に合わず、ベルが小さく手首をひねると、紫色のロープが引っ張られて、ポケットの外に飛び出した。

　光のロープの先は、ピンク色の封ふう筒とうに巻き付いていた。

「ああっ！」

　思わず叫さけぶのと、封筒がベルの手の中に落ちるのは同時だった。

　ベルがニヤリと笑う。あああ。

「ベルう、やっぱりやめない？」

「今いま更さら怖おじ気づくなんてらしくないわ、ハルカ！」

　不安そうに喋しやべる播機さんをベルが叱しつ咤たし、そして僕に向き直った。

「アキ！　これ、今ここでハッキリさせなさい！」

「え？　なに？　なんの事？」

「惚とぼける余よ裕ゆうがあるとでも思っているの!?　渡わたした方の子だって可哀かわい相そうじゃない！　結論を先延ばしにされてさ！」

「あ、そういう物なの？　そうか、しまったな。それは考えてなかった」




　ぷちん




　なにかが切れた音がしたような気がした。しかも二本。幻げん聴ちようだろうけども。

　さっきまでおどおどしながらベルの袖そでを摑つかんでいた播機さんが、いつの間にか仁に王おう立ちで僕の前に立っていた。正座をさせられている僕は彼女を見上げる形になる。

　播機さんはビシッと僕を指差して怒おこった。

「ベルの言う通りです！　答えがどうあれ、勇気を出して手紙を出した女の子の気持ちを考えないなど言語道断！　先生は今すぐ答えを出すべきです！」

「え？　僕が？　いや、先にサイジョーに相談しないと……」

　今度はベルが怒った。

「なんでそこでソノオが出てくるのよ！　そういうセンシティブな事は、自分一人で決めなさい！」

「そうです！　秋津先生！　あなた自身の問題でしょ！」

　……？

　考える。

　僕自身の問題？

　……なにが？

　見下ろしている二人の女生徒に聞き返す。

「いや、これは僕ではなくサイジョーの問題だと思うんだけど？」

　ベルが更さらに肩かたを怒いからせかけ、と、目をパチクリする。

「……なぜ、ソノオの問題なの？」

　僕は答える。

「だって、その手紙、サイジョー宛あてだし」




　ぴしり




　今度は彫ちよう像ぞうにヒビが入るような音がした。やはり二つ。また幻聴だ。疲つかれているのかな。

　二人が硬こう直ちよくしたまま動かないので、僕は立ち上がった。

「誰だれにも言わないでね」

　僕は声を潜ひそめる。

「２─Ａの子が、サイジョーの事が好きらしいんだ。だけど、直接手紙を届けるのはどうにも勇気が無くて出来ないからって、僕を経由する事を思いついたんだって。サイジョーがよく僕の話をするんで、仲がいいんだろうと思ったらしい」

　僕はため息をつく。

「ちょっと作業が立て込んでたり、《査問》のトラブルが続いてて、サイジョーに渡しそびれてたんだよ。そうか、こういうのは急がないといけない物なんだね。彼女に悪い事したな。二人とも教えてくれてありがとう。今日中には必ずサイジョーに渡すから」

　僕が手を差し出すと、ベルの右みぎ腕うでがゆらりと動いて、手の上に封筒をポトリと落とした。僕は折り目がつかないように慎しん重ちようにポケットに入れる。人から郵便を頼たのまれたわけだから、その手紙を折り曲げるわけにはいかない。

「ええと、ところで、二人ともなんでここにいるの？」




　沈ちん黙もく。




　答えが無い。

　二人とも肩をがっくりと落とし、斜ななめ上辺りに顔をあげ、焦しよう点てんを失った虚うつろな瞳ひとみで虚こ空くうを眺ながめていた。何かが落ちた抜ぬけ殻がらのようにも見える。どうしたんだろう？

　ソファから、手を叩たたく音が聞こえた。

「さあ、もうアキ先生をお借りしてもいいかしら？」

　エレナ・カンビナスが立っていた。口元に微び笑しようをたたえている。

　播機さんとベルは「は～い……」と、気が抜けた声を出して、足音も無く部屋から出て行った。

　僕はエレナ・カンビナスに尋たずねる。

「二人ともどうしたんでしょう。《査問》の疲れが出てるのでは？」

　だとすればメンタル面でのフォローが必要だ。

　ソファを僕に勧すすめながら、彼女は口元を押さえていた。笑いを堪こらえているようだ。

「女の子の、思春期特有の感情起き伏ふくです。気にする事はありません。特に男の子であるアキ先生はね」

「はあ、そういう物ですか」

　女の子特有と言われるともう返す言葉がない。

「それで、僕になんの用でしょうか」

「まずは、この資料をお読み下さい」

　エレナ・カンビナスはクリップで留められた資料を、僕に差し出した。





30　「なんて言うんだっけ、こういうの」と、ベルは私に呟つぶやいた。






　私とベルは、ベルの部屋のベッドに寝ねっ転がっていた。

　秋津先生の衝しよう撃げきの告白を聞いた後、私達はお互たがいに言葉を交かわす事も無く、無言でベルの部屋へ行き、そして同時にベッドに突つっ伏ぷした。

　しばらく二人ともベッドの上でゴロゴロと悶もん絶ぜつし、奇き声せいを上げ、ある男の子の事を罵ののしり合い、そしてやがて、おとなしくなった。

　二人で白い天てん井じようを見上げている。

「日本語ではなんて言うんだっけ、こういう状態の事」

　と、ベルはもう一度言った。

　私はぼうっとした頭で答える。

「『下手の考え、休むに似たり』、かな……」

「ああ、そう、それ……」

　二人分の乾かわいた笑いが、ベッドの上を漂ただよった。

　悟さとりを開くとはこういう感情の事を言うのかな。違ちがうな多分。

　大きく息を吐はく。

　なんというか、気が抜けてしまった。

　私はこの何日もの間、なんてどうでもいいことを悩なやんでいたんだろう。いや、どうでもいい訳ではない。ないんだけど……。

「なにしてるの？　二人とも」

　頭上から男の子の声がした。秋津先生かと思って跳はね起きる。声の方を見る。

「……久米君？」

　白衣を着ていた久米君は、気まずそうに顔を背そむけ、頭をかいた。

「ああ、とりあえず、服を直してくれないかな」

　え？　と思って自分の格好を見ると、ベッドの上でゴロゴロ転がってたので、制服が随ずい分ぶんと乱れていた。おへそが見えている。

「ご、ごめん！」

　慌あわてて身だしなみを整える。膝ひざを曲げて座り直す。これで良し。

「でも、久米君が、なんでここに？」

「わたしがよんだの～」

　寝っ転がったままのベルが気の抜けた声で答えた。

「ベルが？」

　ネクタイを締しめ直して、膝を曲げてベッドの上にちゃんと座る。これで良し。

　改めて久米君を見上げると、彼は腕うでを組んで頷うなずいた。

「僕のせいで、播機さんに誤解を与あたえてしまったらしいとベルに聞いてね」

「誤解？」

　久米君は靴くつを脱ぬいでゴザに上がり、座ざ布ぶ団とんの上にあぐらをかいた。ベッドに腰こし掛かけている私を見上げる形になる。

「何故なぜ、秋津先生が僕の事を播機さんに話さなかったのか、疑問に思っているんでしょ？」

「えっ!?」

　なんでその事を!?　と、思ったけど、多分ベルが喋しやべったのだろう。

「……う、うん。そうだけど」

「実はね、それは僕が頼たのんだ事なんだ」

「な！　なんで!?」

　ベッドに手をついて身を乗り出す。久米君は少し体を引きながら答えた。

「エレクトラが僕を殺そうとした時、播機さんが僕を助けてくれたのは覚えているかな？」

　もちろん。５月の終わりの図書館での事だ。私は大きく頷く。

「あの時、君はこう言った。『私は、日常を守る為ために、《紅オストラム》の魔ま術じゆつ師しになる事に決めた』って」

　確かに、そう言った。

「君は、君の周りの人間が、非日常の、つまり論理魔術師と《鴉ノツクス》の戦いに巻き込まれないようにする為に、自分の身を犠ぎ牲せいにした。自分だけが非日常に属する事で、周りの人を守ろうとしている訳だ」

　いつのまにか、ベルが起き上がって、一いつ緒しよになって久米君が話すのを聞いていた。

「僕は君に助けられ、君は僕の代わりに傷を負った。それは、僕が非日常に落ちるのを防ぐ為の行こう為いだった。あの時は申し訳なかったと思っている」

　久米君は苦笑いをして頭をかいた。

「で、だ。播機さんが、大事な体に怪け我がをしてまで、僕を日常に留とどまらせようとしてくれたにも拘かかわらず、僕は、自分の知的探求心を満たしたいが為に、《蒼マーレ》と取引して、記き憶おく封ふう鎖さを免まぬがれ、彼らの協力者になる事を選んだわけだ」

　そう言って、白衣に付けられたネームプレートをこちらに見せる。

「僕は、自ら、非日常に生き続ける事を選んだ。でもそれは君が僕を助けようとした決死の行動を無む駄だにしてしまったような気がしてね。それが、申し訳なくて、播機さんには黙だまっていてもらうよう、秋津先生に頼んだんだよ」

「そうだったんだ……」

　思わず黙ってしまう。確かに、私は、私の周りの人の日常を守りたい。久米君が《鴉ノツクス》との戦いに加わるのは、私の望んでいる世界とは違うかもしれない。

　でも、記憶封鎖で久米君が持っていた想おもいが失われる事の方が、私にはより辛つらかった。だから今は、良かった、と、思ってしまう。

「秋津先生はね」

　と、久米君は私の目を見て静かに言った。

「最後まで『それでは僕が播機さんに噓うそをつくことになる。それは出来ればしたくない』って言っていたよ」

「秋津先生が……」

　体の芯しんがじんわりと温かくなるのを感じた。

　と、急に後ろからベルが抱だきついてきた。

「ひゃあっ！　べ、ベル!?」

「どう？　ハルカ」

　首筋に腕を絡からめながらベルはにやりとした顔で言った。

「ハルカが思い悩なやんでいた事は、全部あなたが一人で空回りしてただけなんじゃない？」

　確かに、そうなのかも。

　手紙の事は単なる勘かん違ちがいだった。久米君の事も、先生が私を信しん頼らいしてなかったから、隠かくしていた訳では全然無かった。

　全すべては、私が一人で勝手に思い悩んでいただけだったのだ。

　なんか、嬉うれしいやら恥はずかしいやらで、涙なみだが出そうだった。あ、やだ、ホントに出てきた。

「ほら泣くな～」

　ベルが笑いながら私のほっぺたをぷにぷにつまむ。

　私は目をごしごし拭ふいてから二人に笑いかけた。

「ありがとう、二人とも」

「お礼を言う必要は無いよ」

　そう言って、久米君は嫌いや味みっぽくにやりと笑った。

「播機さんのテンションが低いままだと、いつまでたっても《査問》が終わらないからね」

「そーゆー事。明日はなんとかプリンを作ってもらわないとねー」

「もー！」

　二人にからかわれたけど、今は嬉しかった。

「もういいよね。じゃあ僕は部屋に戻もどるから」

　久米君は立ち上がり、靴を履はいて部屋から出て行った。

　扉とびらが閉まるまでそれを見送ってから、私は気合いを入れ直す。

「よし！」

　ベッドの上に立ち上がった。

「当面の課題は解決した！　でも、だからといって、私が秋津先生の事をなんにも知らないのは変わってないわけよ」

　そうだ。そして、それを知らないと先に進めない気がするのも変わっていない。

　体の中に少しずつ元気が溜たまっていくのを感じていた。久しぶりの感覚。

「私は、私の出来る事をする。私の出来る方法で、あの兄弟をなんとかするのよ！」

　ベルもベッドの上に立ち上がって、メガネのフレームを直した。

「それもいいけど、ハルカは先にやるべき事があるのを忘れないでね」

「え？　なに？」

　ベルはジト目になって私を見つめ、そして腕うでを伸のばして私の両の頰ほおをつまんでぐにぐに引っ張った。

「《査問》に決まってるでしょ～！　明日はプリンを作ってもらわないと困るのよ～！」

「あうあうあうあ」

　私がうめくと、つまんでいた指を離はなし、私の両りよう肩かたに手を置いた。

「まあなんにせよ、ようやく元気になってくれたようね。２年前の事は私が引き続き調べておいてあげるから、ハルカは《査問》に集中しなさい」

「ありがとう！　ベル！」

　ベルは小さく笑え顔がおを作る。

「イノセント・ベルに任せなさい」

　ベルは肩から手を離し、右手を拳けん銃じゆうの形にして、私の左の胸にむにっと当てた。

　そして、ウィンクする。

「報ほう酬しゆうは、購こう買ばいのバニラアイスでいいわ」





31　僕は資料に一通り目を通してから机に置き、エレナ・カンビナスを見た。






「お分かり頂けましたか？」

「なにがでしょうか？」

　交こう渉しようの第一原則。主導権を持っている側からは、情報を提示する必要は無い。

　僕は感情を抑おさえた目でエレナ・カンビナスを見つめたまま、黙る。

　彼女は口元を押さえて笑った。

「さっき、同い年の女の子二人から詰きつ問もんされていた男の子とは随ずい分ぶんな変わりようですね。どっちが本物のアキツアキですか？」

「特に状じよう況きようによって自分を変えているつもりはありません」

　僕の返答に、彼女はさらに肩をゆすった。そんなに面おも白しろいのだろうか。

「……失礼しました。その資料からは、ハリハタハルカさんの魔術発動確率に、アキツアキ先生、あなたの存在が関係している事が分かります」

「……確かにこの資料を見る限りはそのようですが」

　僕はテーブルの上に置いた資料を軽くつついた。

「あまり根こん拠きよのあるデータだとは思えません。彼女はこれまで僕の指導の下もと以外ではほとんど魔術を行使した事が無い。単に環かん境きようが変わったから調子が出なかっただけで、僕の存在の有う無むが関係していたと断言する事は出来ないのでは？」

「おっしゃる通りです。しかし、おかげで昨日一日は有意義なデータを採る事が出来なかった」

　一息置く。

「まあ、最後に凄すごい現象を見せてもらいましたが」

「……」

　僕に何をさせたいのかがわかってきた。エレナ・カンビナスは笑顔で続けた。

「明日から《査問》を再開します。その際、アキ先生に同席をお願いしたいのです」

「僕がいれば、彼女が魔術を成功させるかもしれないと？」

「ええ、お願い出来ますか？」

　少し、考えるフリをする。

　そして、答えた。

「わかりました」







[image: ９月14日　信実が巡る大魔術]





32　「《代謝制せい御ぎよ◇発ウル動トウガ》！」






　ぺにょん




　テーブルの上の木もく片へんがくにゃりと折れ曲がる。私は歓かん声せいを上げる。

「やった！　また成功！」

「うーん、成功というか、失敗というか……」

　律子さんが苦笑いしながらプリン化した木片をつまみ上げる。

　放課後、いつも通りにクラスの文化祭準備が終わって、私は今日もＭラボに来ていた。

　本日から《査問》の再開。また変な椅い子すに座って、体中に電極を貼はり付けて、木片を前にして呪じゆ文もんを紡つむぐ。

　一昨日おとといも思ったのだけど、内うち股またに貼った電極がむずがゆい。

　でも、一昨日とは違ちがって、私はかなりテンションが高い。

「しかし、もう八回連続でプリンが出来てるわね。一昨日はなんだったのかしら」

　エレナさんが苦く笑しよう混じりに肩かたをすくめる。

　一昨日と打って変わって、私の魔術は絶好調だった。絶好調、と言っても、ご覧の通り、さきほどからプリンを量産してるだけなんだけど。でも、一昨日は一個も成功しなかったわけだから、やはり今日は調子が良いのだろう。多分。

　そして調子の良くなった原因はなんとなく分かっている。

　その原因は私の隣となりに座っていた。

「播機さん、休きゆう憩けいしなくていいの？」

　秋津先生が大きな椅子に座っている私に話しかける。

「まだまだいけますよ♪」

「ならいいけど……」

　ここ数日私を悩なやませていた問題は昨日解決したし、先生も来てくれているし、そりゃあ、テンションも上がろうというものですよ。もちろん、口に出しては言わないけど。

　先生の話では、笠木さんも、Ｍラボには入れないけど入り口の外で待っててくれてるらしい。ちゃんと日ひ陰かげで休んでくれてるといいんだけど。

　ベルはベルで、調べ物を続行してくれるって……、

「……あれ？　ベルは？」

　実験室を見み渡わたすと、ベルがいない。あれ、そういえば久米君の姿も見えないや。

「さっき、ちょっと用があるって言って出て行っちゃったのよ」

　エレナさんが困ったように笑う。

「まあ、アキ先生も手伝ってくれてるから大だい丈じよう夫ぶだけど、そろそろ帰って来てほしいわね」

「呼んできましょうか？」

　秋津先生が言うと、エレナさんは首を振ふった。

「愛の告白のシーンに遭そう遇ぐうしたりしたら、お邪じや魔までしょ？」

　……それは無いと思うけどな。多分だけど。

「さ、播機さん、次行きましょうか。あと二つやったら休憩ね」

「はい！」

　律子さんがテーブルに置いた木片に両手をかざし、私は本日九回目の呪文を紡いだ。





33　「こんな事していいのか？　ベル」とシンジは私に聞いた。






　私は言い返す。

「その割には楽しそうじゃない」

　シンジはニヤリと笑った。

「ハッキングに勝まさる楽しみは存在しないと言ってもいい。今のは単なる社交辞令だよ」

　私とクメシンジは第二実験室を抜ぬけ出して、シンジの部屋に来ていた。彼にちょっとした事をやってもらう為ために。

「じゃあ、お願い出来る？」

「お任せあれ。ジェシカに比べれば、ここのシステムなんてザルみたいなもんだよ」

　シンジはポケットからＵＳＢメモリを取り出し、私のＰＣに挿さした。ＵＳＢメモリの中のフォルダを開け、プログラムを次々と実行していく。見た事も無いアプリケーションのウィンドウがディスプレイを隙すき間ま無く埋うめていった。

「これは何？」

「これがセキュリティスリーパー、こっちはポート偽ぎ装そうツール、これがパス解かい析せき……、まあ、どれもハッキング用の道具だね。あまり知らない方がいいよ」

「そうするわ」

「じゃあ、準備するから少し待ってて」

　シンジはもの凄すごい速度でキーボードを叩たたき始めた。マウスに一いつ切さい触さわっていないのに、ディスプレイの上でウィンドウの開閉が高速に繰くり返される。どういう操作をしているのだろう？

　次々と切り替かわる画面を眺ながめながら、私は今からする事の意味をもう一度考える。




　昨日の夜、Ｍラボのデータベースを、２年前の事件についてなにかデータの残り香がでも無いかと検けん索さくしていたら、ちょっとおかしな事に気づいた。

《査問》の実験スケジュール、それに実験中に採集されたデータは、全すべてメンバーの共有物としてＭラボの共有サーバーに配置してあるデータベースに格納される。各おの々おのが作った検証用プログラムや、仮説、議論、その他全てを、そこに保存するルールになっている。

　気になったのはこの検証用プログラムについてだ。

　実験で得たデータの妥だ当とう性あるいは仮説の確認の為に、検証用のプログラムを作る。このプログラムに、データを放ほうり込めば様々な事がわかる訳だ。

　その中で、ある一人のスタッフが書いている検証用プログラムが、あまりにも大規模過ぎるという事に気づいた。そもそも、今回の《査問》では必要としていない演算結果を求めようとしているし、第一、演算量が膨ぼう大だいになる為に、Ｍラボにあるコンピューターでは現実的な時間では計算結果が出てこない筈はずだ。

　北凰学園の施し設せつを使うのであれば、ジェシカシステムの演算能力を借りでもしない限り不可能だ。

　更さらに見ていくと、その人が書いた検証用プログラムは、ほとんどがプロテクトがかかって中身が確認出来ないようになっていた。私が見た物は、間ま違ちがえてプロテクトしていないプログラムをサーバーにアップしてしまったのだろう。

　なぜ、検証用プログラムにプロテクトをかけ、他ほかのスタッフが閲えつ覧らん出来ないようにしなければならないのか？　書きかけのプログラムを人に見られたく無いというのはわからなくも無いけど、それにしては、どのファイルも結構な容量になっていた。作りかけという感じでも無い。

　ここまできて、アキからジェシカシステムが《円環キアカル》に占せん拠きよされ、どうも外部接続を試みているらしいと聞いていた私は、一つの仮説を立てた。

　ジェシカシステムの接続先はこのＭラボなのでは？　そして、このプログラムの製作者は《査問》の予定に無いデータ分ぶん析せきを、ジェシカシステムを使って行おこなっているのではないか？

　でも、もしそうだとして、それは一体何故なぜ？




　……と、いうわけで、私は少し強ごう引いんな方法を採る事に決めて、シンジに協力を求めたのだった。

「さて、準備ＯＫ」

　うるさいくらいの速さでキーを叩いていたシンジの指がぴたっと止まる。

「これで、このＭラボにいる誰だれのローカルマシンだろうと侵しん入にゆう出来るよ」

「……すごいのね、アンタ」

「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく」

　キョウエツシゴクがなんの事なのかわからなかったけど、とりあえずシンジの腕うでが確かなのは分かった。

「で、どのマシンを覗のぞき見したいんだい？」

　私は一いつ瞬しゆん考える。

　本当にこんな事していいんだろうか？

　……よし、直感を信じよう。

　黙だまっている私にシンジが振ふり返った。私は答える。

「エレナ・カンビナスよ」





34　結局、ベルと久米君が戻もどってこないまま、休きゆう憩けいタイムになった。






　私と秋津先生、そしてエレナさんは第二実験室を出て、廊ろう下かで休憩していた。

　律子さんとゴードンさんは休憩中にやっておきたい事があるらしく、実験室の中にいる。

「この後もこの調子でよろしくね、ハルカさん」

　一いつ緒しよに廊下備え付けのソファに座っていたエレナさんは、缶かんコーヒーを両手で持ちながら笑え顔がおを見せた。私も元気よく答える。

「はい！」

　そして、その元気の素もとである所の秋津先生を捜さがすと、先生は廊下の手すりに肘ひじを置いて、吹ふき抜ぬけの空間を見下ろしていた。その目は何かを考えているように見えた。

「それにしても、本当に素す晴ばらしいわ。あなたの潜せん在ざい能力」

　私が秋津先生に気を取られている内に、いつの間にかエレナさんは缶コーヒーを床ゆかに置いて、私のすぐ横にすり寄っていた。ちょっと、距きよ離りが近い。

　私がソファを少し横にずれると、エレナさんはずい、と迫せまってきた。え、なに？

「あなたに課せられた枷かせを外すことが出来れば、状じよう況きようが一変するかもしれない」

「じょ、状況って、なんですか？」

　私はずりずりとソファをずれるけど、それを上回る勢いでエレナさんが迫ってくる。これ以上ずれると床に落ちちゃう、という所まで来て、いきなりエレナさんは私の両手を握にぎった。

「あ、あの、エレナさん？」

「この、世界の事よ」

　言っている事がよく分からない。が、訳もなく身の危険を感じた。

　と、その時。




「ハルカ！　そいつから離はなれなさい！」




　廊下に、ベルの声が響ひびき渡わたった。振り返ると、大急ぎで階段を降りて来たらしく、大きく息をしているベルと、その後ろでもっとぜーはー言ってる久米君がいた。

「ベル？　どうしたの？」

「いいからこっち来なさい！」

　あんまりの剣けん幕まくと、いつの間にかエレナさんが手を放していたので、私はソファから転げ落ちるように離り脱だつして、ベルの方に歩いていった。

　ベルは私をかばうようにエレナさんの方に一歩出た。

「どうかしたの？　ベル」

　エレナさんは笑顔でそう言って、ソファから立ち上がった。

　ベルはじっとエレナさんを睨にらみ、そして言った。

「あなたのローカルマシンのデータ、読ませてもらったわ」

「あら、そう？」

　エレナさんは笑っていた。

「エレナ、あなたの目的は《査問》じゃない。あなたは馬原の部下として、彼の研究を引き継つごうとしている。そして、今回はその実施だったのね」

　ベルの言っている事の意味が分からない。
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　でも、エレナさんはベルの言葉に否定も肯こう定ていもせず、笑みを崩くずさなかった。

　やがて、その笑みから言葉が漏もれる。

「ベル。あなた、一つ大きな勘かん違ちがいをしているわ」

「しらばっくれないで！　証しよう拠こがあるのよ！」

　ベルが激高すると、別の所から別の人の声がした。





35　「いや、ベル、確かに一つ勘違いがある」と、僕は言った。






「……アキ！　どういう意味よ！」

　ベルが僕を見て怒おこる。

「私は見たのよ！　あいつの持ってる資料を！　あいつは確かに馬原の意志を──」

「いや、馬原の意志を追っている訳じゃない」

　僕は一呼吸置いた。

「そいつは、馬原守人本人なんだ」

　その時、エレナ・カンビナスの姿形をしていたそいつは、右手の指をパチンと鳴らした。





36　ドクン、心臓が跳はね上がる音がした。何かに飲み込まれるような、嫌いやな感じ。






　急に、廊ろう下かに囲まれた吹き抜けの空間に、影かげが落ちたような気がした。

　だけど、上を見上げても、明かり取りの半はん透とう明めいの窓からは、変わらない明るさが広がっていた。

　暗くなっているのは、下の階だった。私はガラスの柵さくに駆け寄り、手すり越ごしに一階を見下ろす。

「な、なにこれ……」

　一階の広場の床の一部が、鈍にぶく黒く光っていた。それは次し第だいに面積を広げ、色のある部分が次々と黒の光に飲み込まれていく。

　一階を歩いていた白衣の人達が、悲鳴を上げて部屋に逃にげ込んだ。他ほかの階の人達も足を止めて、手すり越しに広場を見つめている。

「秋津先生！」

　先生は隣となりで下を見つめていた。そして私の手をぎゅっと握る。

「僕から離れないで」

　瞬またたく間に一階の床は黒で埋うめ尽つくされ、もう色のあるものはなにも存在しなかった。

　真っ黒な穴が、空いているように見えた。

　やがて、その暗くら闇やみに、真っ赤な光の点が現れた。その点が、自らの軌き跡せきを残すように動き始める。黒が混じった毒々しい赤の光の帯が何本も現れて、漆しつ黒こくのキャンバスの上に弧こを描えがいて行く。

　先生が呟つぶやいた。

「魔ま法ほう陣じんだ……」

　光の帯がぐるりと広場を巡めぐり、一つの環わを成した。赤の光がますます強くなり、眩まぶしくて目を細める程ほどだった。

　秋津先生は私の手を強く握にぎりしめた。そして苦しそうに言う。

「こんな大がかりな仕し掛かけをしてたなんて……。だめだ。間に合わない……」

「その通り」

　秋津先生の言葉に、エレナさんが答えた。エレナさんはゆっくりと手すりに近づいて行く。口元に微笑ほほえみを浮うかべながら。

　そして、まるで地面に広がっている黒い光に差し伸のべるように、両手を下に広げた。

　その楽しげな唇くちびるが、呪文を紡いだ。

「《発ウル動トウガ》」




　下からなにかが突つき上げる音がした、気がした。




　広場を見下ろすと、赤い光の線で織り上げられた魔法陣から、赤黒い炎ほのおの柱が、まるで太陽のプロミネンスのように、次々と吹ふき抜ぬけの空間の天てん井じよう近くまで噴ふき出していた。

　地面から噴き出した何本もの光の帯は、天井近くでぐるぐると回転し、別の帯とくっついたり離はなれたりを繰くり返す。

　次々と噴き上がる光の帯はそうやって天井近くで合流し、収縮し、やがて、光の球体となって、空中に固定された。

　球体から放たれる鈍い赤の光が吹き抜けの空間全すべてを染め、視界が赤に染まっていく。

　それだけじゃない。赤の光は私の体にもまとわりついていた。

　ドクン、また心臓が跳ね上がる音がした。

　体が動かない。握ってくれている筈はずの先生の手のひらの感かん触しよくを感じない。

　視線を動かす事も出来ない。意識はしっかりしているのに、指先一つ動かす事が出来ない。

　恐きよう怖ふで叫さけびそうになる。頭の中では絶ぜつ叫きようしてる。でも喉のどからはかすれ声一つでなかった。

　動かす事の出来ない視界の中で、ベルが、糸の切れた操あやつり人形のように、パタリと床ゆかに倒たおれた。ベル！　叫びたいけど喉を１ミリだって動かす事も出来ない。

　エレナさんは微笑んだまま私を見ている。なぜ？　何が起きているの？

「大だい丈じよう夫ぶ。単なる暗示だ」

　急に耳元で先生の声が聞こえた。先生は私の動かない右手を、包み込むように握りしめた。指先に、なにかガサガサした物が触ふれた。

「その体は君の体で、君の意思で動く。大丈夫、動かせるよ」

　ぐるぐるになってた私の頭に、先生の言葉がしみこんで行く。

「全身にゆっくり意識を広げていくんだ。心の中で、僕が今言った言葉を繰り返して」

　先生に言われた通りにする。この体は私の体で、私の意思で動く。大丈夫、動かせる。全身にゆっくり意識を広げて……、

　ふっと、体からなにかが抜けていくように感じた。




　ガクンッ




　急に体がコントロールを取り戻もどした。突とつ然ぜんだったので足に力が入っておらず、私は床に座り込んでしまう。

　秋津先生が前に出て、私とエレナさんの間に立つ。秋津先生のすぐ横に、ベルが倒れていた。後ろを振ふり向くと久米君や、白衣の人達が同じように倒れていた。他の階の廊下にも倒れている人がいた。

　見える限りで起きているのは、私と、先生と、エレナさんだけだった。

「さすが《紅オストラム》。これくらいの術では制せい御ぎよしきれないか」

　エレナさんは、まるで男の人みたいなしゃべり方になっていた。

　私は震ふるえる足でなんとか立ち上がった。

「な、なんなの……一体……」

　声が出るのを確かく認にんして少しだけ安心する。

　エレナさんは私を一いつ瞬しゆん見て、また秋津先生に視線を戻した。

「そして秋津安芸、さすがは《蒼マーレ》の次期当主。私の術式がかすりもしないとは」

　秋津先生は白衣のポケットから紙切れを取り出した。ぼんやりと青白く光るその紙切れには、細かい紋もん様ようの連なりからなる、魔法陣が描かれていた。先生は言う。

「姉さんから情報を得ていたのでね。万が一には備えていた」

　さっき秋津先生に手を握られた時に触さわったガサガサした物は多分あれだ。解除の術式が施ほどこされた魔法陣なのだろう。

　秋津先生は紙切れをポケットに戻すと、エレナさんを睨にらみ付けながら、両手を軽く構えた。

「もう一度言う。お前は、馬原守人本人だな」

「その通り。もはや隠かくし立てする必要は無くなった」

　男口調のエレナさんは、さっきまでとは別人のように見えた。

　同時に、彼女の周りを黒い光の泡あわが渦うず巻まき始める。泡は回転しながらエレナさんの全身を包み込む。光が一瞬強まった後、泡はかき消えるように無くなった。

　そこには一人の男の人が立っていた。

　大おお柄がらで、筋肉質なその人は、大きな口をゆがめて言った。

「久しぶりだな、秋津安芸。２年ぶりか」

「馬原……！」

　この人が、馬原。

「《変デイス身ガイズ》を使うなんて……、馬原、《鴉ノツクス》に堕おちたのか！」

「堕ちた？　違ちがうな。研究の為ために必要な力を借りたに過ぎない」

　秋津先生は、吹き抜けの天井近くで赤く輝かがやき続ける光の塊かたまりを指差した。

「あの魔ま術じゆつがその研究だとでも言うつもりか？」

　馬原はニヤリと笑った。

「まあ、その一いつ環かんではあるな。広場に描えがいた魔法陣を使った範はん囲い魔術だ。一時的に人間だろうが論理魔術師だろうが、広範囲に亘わたって遠えん隔かく操作ができるようになる。まあ、《鴉ノツクス》の技術も一部転用しているがね。今やこの建物とその中の研究員は全て私の制御下にある」

　馬原が一歩前に出る。先生が合わせて一歩下がった。馬原は笑う。

「しかし君の仲間は優ゆう秀しゆうだな。まさかこんな事でスケジュールを早めなければならなくなるとは。思いもよらなかった」

　肩かたをすくめる。先生は睨み付けたまま答えない。馬原は続けた。

「本来ならもう少し《紅オストラム》のデータを採集し、詳しよう細さいに分ぶん析せきした上で、実作業に入る筈はずだった。準備不足で事に当たるのは私としても不本意だが、仕方がない」

　馬原がもう一歩前に出ようとして、先生が怒ど鳴なった。

「動くな！　こっちに近づくな」

　上げかけていた足を戻し、馬原は首を振る。先生が続ける。

「あんたは一体何をしようとしているんだ」

「私の研究は常に一いつ貫かんしている。君だって分かっているのだろう？」

　馬原は両手を広げ、口を大きく開けて笑った。

「播機遙を、史上最強の《紅オストラム》を、《人形ドール》に組み替かえるんだよ」





37　考えるよりも早く、僕は馬原を左手で真っ直すぐに指差し、呪じゆ文もんを紡つむいでいた。






「《速攻インス術式タント：弾だん丸がん》！」

　僕の指から、《可能性ルウキス》がビー玉ほどの大きさのエネルギーの塊となり、射出される。

　攻こう撃げきを予期していた馬原は体を反らして避よけた。

　その隙すきを突ついて、僕は馬原の懐ふところに向かって走り込む。

　走りながら右手をギリギリと握にぎりしめた。

　２年前、僕は疑う事を知らなかった。

　何が正義なのか、考えてさえもいなかった。

　その結果、大切な人を、兄弟を、失う事になった。

　そして今、それがまた繰くり返されようとしている。

　僕の大切な教え子、いや、大切な人が、馬原によって《人形ドール》にされようとしている。

　今度は絶対守ってみせる。

　馬原が至し近きん距きよ離りに迫せまる。

　渾こん身しんの力を込めた右手で馬原の頰ほおを殴なぐりつけた。

　馬原は後ろに吹ふき飛び、背中から廊ろう下かに転がった。

　僕は宣言する。

「絶対に、そんな事はさせない」

　馬原はゆっくりと起き上がり、口の端はしから垂れた血をぬぐった。そして僕を見た。

「秋津安芸。絶対に負けられない時ほど、冷静にならなければならない。交こう渉しよう事は、感情に走った方が負ける。そうは思わないか？」

　馬原の言葉を無視して、僕はもう一度言った。

「絶対に、そんな事はさせない！」

　すると、馬原は両手を広げて、笑った。

「残念ながら君はその言葉を撤てつ回かいする事になる。後ろを見たまえ」

「！」

　振ふり返る。

　ゴードン・ユニと竜胆律子が、播機さんを羽は交がい締じめにしていた。





38　ゴードンさんの大きな手が口を塞ふさいでいて、私は声を出す事が出来なかった。






　秋津先生が右手の拳こぶしを握って馬原に向かって走って行った時、私は床ゆかの真ん中に倒たおれているベルに走り寄ろうとした。そこに寝たままだとベルが危ないと思ったからだ。

　その時、後ろでドアが開く音がして、振り返った。

　第二実験室のドアが開いていて、律子さんが苦しげに這はい出ようとしていた。私は急いでベルを壁かべ際ぎわまで引っ張ってから、律子さんの方に走っていった。

　ドアまで来ると、律子さんの後ろには、なんとか立ち上がろうとしていたゴードンさんがいた。

「律子さん！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　しゃがんで呼びかける。律子さんは必死に右手を私の方に伸のばそうとした。私はそれを握ろうとして──




　ガシッ




　私が伸ばした左手の手首の所を、律子さんが摑つかんだ。もの凄すごい力。い、痛い。

「り、律子、さん？──！」

　律子さんが顔を上げて、私を見た。

　その目は、ひどく濁にごっていた。あまりにも濁っていて、逆に光を放っているように見えた。

　それは、頭上で鈍にぶい光を放っているあの球体と同じ色だった。

　反射的に律子さんの手を振り払はらおうとしたけど、手首に食い込んだ指は微び動どうだにしなかった。律子さんは、私の手首を握ったまま、ゆっくりと立ち上がった。先ほどの苦しげな様子は全く感じられなかった。

　私はゴードンさんに助けを請おうとして、顔を上げた。しかし、さっきまで立っていた筈の場所に、彼は居なかった。

　後ろに気配を感じて振り返ろうとした時、背中から手が回されて自由だった右手が捕つかまり、それから、口も塞がれた。

　部屋の隅すみにある鏡に、私の姿が映っていた。後ろから羽交い締めにしているのはゴードンさんだった。鏡に映ったゴードンさんの目は、律子さんと同じように濁っていた。

　二人の腕うでが私の体に絡からみつき、私は身動きを封ふうじられた状態になった。そして、二人は私を引っ張り出すように廊下の真ん中に立たせた。

　その時、馬原が何かを言って、秋津先生が振り返って私を見た。

「播機さん！」

　先生が叫さけぶ。

「～～～！」

　返事をしようにも声が出せなかった。首を動かす事も出来ない程ほど、まるで銅像に摑まれているんじゃないかってくらい、ゴードンさんの手は硬かたく、強く、私の口を塞いでいた。

　馬原が勝ち誇ほこった声で言う。

「動くな《蒼マーレ》。あの光を受けた彼らは私の命令通りに動く。ミス遙の首くらい簡単にへし折れる」

「貴様っ！」

　秋津先生がどんな顔をして馬原を見ているのか、ここからは見えなかった。

　でも、その声は、少し、怖こわかった。

「ほう、なかなかいい男に成長したようだな」

　馬原は笑う。

「２年前、君は吠ほえる事も知らなかった。そしてミス伊代を──」

「だまれえっ！」

　先生の体が沈しずみ込む。馬原に突っ込もうとしている。

　馬原はすぐに叫んだ。

「動くなと言った筈はずだ！　《紅オストラム》が死ぬぞ！　見ろ！」

　律子さんが、ポケットから何かを取り出して、私の喉のどに押し当てた。

　冷たくて硬い一筋の感かん触しよくから、それがナイフなんだろうと思った。

　秋津先生の、今にも前に踏ふみ出そうとしてた右足がギリギリ止まる。

　馬原は肩かたをすくめた。

「力を疑う事を知った事には賞賛を送るが、自分を見失ってはいかん。自分の持っている切り札カードをよく吟ぎん味みしたまえ」

「カード、だと？」

「そうさ。君には今二つ選せん択たく肢しがある」

　馬原は指を一本立てた。

「一つはこのまま私を倒す。十分に可能だろう。ただし、その場合は、私と戦っている間に《紅オストラム》は彼らに殺される」

「……！」

　そして、二本目を立てる。

「そしてもう一つは、私が《紅オストラム》を《人形ドール》に組み替かえるのをおとなしく見ている。その場合、ミス遙の命は助かる。そして、私はおとなしく捕まろう」

「……なんだと？」

「私の望みは実験を完かん遂すいし、自らの理論の正しさを証明する事。それだけだ。それさえ出来れば未練は無い。《島》は退たい屈くつだが、居い心地ごこちは悪くなかった。あそこへ帰るとしよう」

「ふざけるな……！」

「私は極きわめて客観的な事実を述べているに過ぎない」

　馬原は悠ゆう然ぜんと立ち、先生は拳こぶしを震ふるわせている。

　私は、またも自分が人ひと質じちに取られ、その為ために秋津先生が自由に戦えないのだという事に気づいた。

　私がちゃんと魔ま術じゆつを使えれば、先生に迷めい惑わくをかけないのに！

　殺される、あるいは、《人形ドール》にされてしまうという恐きよう怖ふよりも、私が先生の負担になっている事が悔くやしくて、腹立たしかった。

　怒おこり続けていないと、涙なみだが出てしまいそうだった。

　なので、ひたすら暴れようとした。なんとか二人を振ふり切って逃にげようとした。大きな声を上げようとした。

　でも、ゴードンさんと律子さんの腕はがっちり私を摑んでいて、そして全く動かなかった。パントマイムの人みたいに、二人とも固まっている。まるで壁かべを相手に押し合いをしているかのようだった。

　それでも、私は暴れようとし、叫ぼうとした。

　その時。

　ゴードンさんの首がわずかに下がり、私の左の耳元まで顔が下りてきた。

　相変わらず口元をがっしり塞ふさがれているので、首を回すことも出来ない。私は、視線だけ左に向ける。

　ゴードンさんは前を向いたまま、口を開いた。

　とても小さな囁ささやき声が、私の耳に届く。

　それは、楽しそうに、こう言っていた。




「今いいところだから、もうちょっと兄さんを見てようよ。《紅オストラム》のお嬢じようさん」




　そして、そいつはこちらに視線を向け、子供のようにニヤリと笑った。





39　馬原の言っている事は詭き弁べんだ。手はいくらでもある。






　例えば、播機さんの救出を最優先にする事も出来る。

　ナイフは危険だが、馬原が命令するよりも先に凶きよう器きを取り除く事が出来ればいい。この距きよ離りであれば十分に可能だ。

　しかしその場合、馬原は僕が播機さんを助けている間に逃とう亡ぼうしてしまうだろう。

　クルーズの時と同じだ。播機さんの救出と馬原の捕ほ獲かく、どちらかを選ばなければならない。

　ただ、ここは海の上ではない。大学の敷しき地ち内だ。イドを逃のがした時とは状じよう況きようが違ちがう。

　馬原との交こう渉しようを引き延ばす事が出来れば、その間に姉さん達がＭラボの異状に気づいて包ほう囲い網もうを作ってくれる筈だ。

　ならば僕が今すべき事は、馬原の油断を誘さそう事だ。

「《紅オストラム》を《人形ドール》にする代わりに、投降する」という馬原の提案に同意したフリをして、馬原が播機さんに術式を施ほどこそうとするどこかのタイミングで、隙すきを突いて彼女を救い出す。

　これがベストの選せん択たくな筈だ。

　噓うそをつくなど、どうという事でもない。馬原を捕つかまえる為の作戦なのだから。

　播機さんには後で謝ればいい。あの時はあんな事言ったけど、初めからそんな気は無かったと。君を《人形ドール》に組み替かえさせるつもりなど全く無かったと。馬原を捕とらえる為のただの噓だったんだと。

　感情に流されてはいけない。

　論理で行動しろ。

　僕は真っ直すぐ馬原を指差した。




　言うべき事は最初から一つしか無かった。




「この場でお前を倒たおし、その上で、播機さんは返してもらう」




　修練が足りないと思うのは、こういう時だ。




　馬原がつまらなそうな顔をした。

「考え得うる限り最も愚ぐ劣れつな答えだ。私の見込み違いだったか。秋津安芸」

　大げさに首を振る。

「では、残念ながらミス遙には死んでもらおう。なに、死体を《人形ドール》にする方法も無いでは──」

　突とつ然ぜん、馬原の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがみ、目が見開かれた。

「な、なぜ！」

　その目は、僕を見ていなかった。

　僕の後ろを見ていた。

　振ふり返る。

　そこには播機さんと、竜胆律子と、ゴードン・ユニが立っていた。

　ゴードンが、播機さんの拘こう束そくを解いていた。

　そして、こちらを向いて拍手をしていた。





40　「なかなか格かつ好こ良よかったよ」と、ゴードンさんの姿をしたあいつは言った。






「な……！　どういう事だ！」

　突然の出来事に、馬原は混乱しているように見えた。

　私は私で、先生に呼びかけようとしていたんだけども、声が出せない。

　あいつが口を塞いでいた手を外す直前に「少しの間、黙だまっていてね」と言って小さく呟つぶやくと、黒い光の泡あわが私の口を包んだ。多分《鴉ノツクス》の魔ま術じゆつだ。喉のどからは息が漏もれるだけで、なんの音も出なかった。

　楽しそうに手を叩たたいていたあいつは、その手を自分の顎あごに当てた。

「ふむ、少しは僕の、あの時の気持ちを分かってくれたかな。兄さん」

「！　お前っ！」

　秋津先生が睨にらみ付ける。気づいたらしい。

「一体、どうなっているんだ！」

　事態が分かっていない馬原が叫さけぶと、あいつが笑え顔がおで答える。

「《変デイス身ガイズ》は君だけの手品じゃないって事さ、馬原博士」

　すると、ゴードンさんの姿が黒い光の泡に包まれた。私をまだ拘束していた律子さんの姿も同じように全身が黒に覆おおわれていく。

　そして、光が集束すると、そこに黒いローブ姿のあいつが立っていた。秋津先生が絞しぼり出すように声を発する。

「イド……！」

「あまり怖こわい顔しないで欲しいな。今回は君の可愛かわいい教え子の命を助けてやったんだぜ？」

　イドは楽しそうに言って、こっちを振り向いた。

「《消サイ音レンス》を解いてやってくれ、エレクトラ」

「かしこまりました」

　律子さんの姿をしていたのはエレクトラだった。エレクトラは私を摑つかんだまま、小さな声で呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《消サイ音レンス◇解デ・除テイル》」

　口の周りを漂ただよっていた黒い光の泡が消えていく。

「……！　んはぁっ！」

　突とつ然ぜん喉から音が出るようになった。私は叫ぶ。

「秋津先生！」

　そして先生の方に走り寄ろうとするも、左ひだり腕うでを摑んでいたエレクトラに引き戻もどされた。

　その細い腕のどこにそんな筋力があるのかというくらい、もの凄すごい力だった。

「動かないで下さい」

「助けてくれたんじゃないの!?」

「《紅オストラム》が《人形ドール》に組み替かえられるのを防いだだけであり、あなた自身を助けたわけではありません」

　なにそれっ!?

　イドは馬原に向かってにやりと笑った。

「馬原博士、これは完全なスタンドプレーじゃないか？　確かに我々はあなたを《鴉ノツクス》に迎むかえ、我々の持つ技術と能力を与あたえた。あなたが《円環キアカル》を憎にくみ、敵対しようと欲ほつするのは、十分故ゆえのある事だと判断したからね」

　ローブから伸のびた両手を広げる。そしてゆっくりと、秋津先生と馬原がいる所に近づいて行った。

「あなたが望む実験の継けい続ぞくも認めた。《人形ドール》を自由に作り出せるなら、我々は《円環キアカル》に対する強力なカードを手に入れた事になる。元の媒ばい介かいがなんなのかなど、《鴉ノツクス》は気にしない」

　笑いながら、足を止める。

「しかし、だ」

　右手をゆっくりあげ、私を指し示した。

「彼女は、駄だ目めだ。彼女は《紅オストラム》、彼女は《姫リイ・イニオン》なんだから」

　その言葉に、馬原の顔が歪ゆがんだ。

　そして、秋津先生も、一いつ瞬しゆん目を伏ふせたように、私には見えた。

《姫リイ・イニオン》。

　クルーズ船に乗った時、ナツメさんも私にたいして同じ事を言っていた。論理魔術師が使うアゥレット語で「王の娘むすめ」の事だ。でも、それがなんの事なのか、私は知らない。

　イドは続ける。

「《姫リイ・イニオン》を迎え入れる事は我ら《鴉ノツクス》の悲願だ。分かっていない筈はずが無い。《鴉ノツクス》との契けい約やくの絶対条じよう項こうに含ふくまれているのだから。博士、あなたの行動は全く許されない」

　馬原はイドを睨み、静かに答えた。

「……私は、自分の研究に最適な検体を選せん択たくしたに過ぎな──」

「違ちがうね」

　イドが馬原の言葉を遮さえぎる。そして歌うように言った。

「博士、あなたの狙ねらいは最初から《紅オストラム》だった。その為ために、《鴉ノツクス》の群れに紛まぎれ込んだんだ。最初から《円環キアカル》と敵対するつもりなどなかった。そうでしょう？」

「！……」

　馬原は答えない。イドがもう一歩前に進み、秋津先生の横まで来た。

「さて、ではこの筋書きを書いたのは一体誰だれなのか。もうわかるだろう？　兄さん」

　兄さん、と言われて、秋津先生の肩かたがわずかに震ふるえた。

　先生は小さく息を吸ってから、言った。

「……馬原は、検証用プログラムをジェシカシステムを使って演算していた。それに、播機さんを《人形ドール》に組み替かえる術式は、このラボの設備だけでは足りない。ジェシカシステムのサポートが必要だ」

「その通り。馬原博士の計画を実行に移す為には、ジェシカシステムの制せい御ぎよ権を握にぎり、その上で、やろうとしている事を隠いん蔽ぺいする必要があった。そうでしょう？」

　馬原は答えなかった。二人をじっと睨にらみ付けている。イドは続けた。

「であれば、黒幕は自おのずとわかるよね。今、ジェシカシステムについて主導権を握っているのは誰かな？」

「……津欧」

「まわりくどいね兄さん。津欧なんて駒こまに過ぎない。《紅オストラム》に教えてあげなよ。『君を殺そうとしたのは《完結したフオル・円環キアカル》だ』って」

　そしてイドはこちらを振ふり向いて、不敵な笑えみを作った。

　秋津先生は動かない。




《完結したフオル・円環キアカル》が、私を殺す？




　言っている事の意味がわからなかった。《円環キアカル》は論理魔ま術じゆつ師しを統すべる存在の筈。《円環キアカル》の敵は《鴉ノツクス》で、私は──

「こいつの言う事を真に受けちゃ駄目だ。播機さん」

　秋津先生が前を向いたまま言った。少し、苦しそうに。

「《鴉ノツクス》の言う事を聞いてはいけない。馬原も、イドも、我々の敵だ」

　まるでそれは、自分自身に言い聞かせているかのようだった。先生の両の拳こぶしが、強く握られていた。

　ずっと黙だまっていた馬原が、右手を上げる。

「私は純じゆん粋すいに、私の研究を完かん遂すいしたいだけだ。その為であれば、あらゆる物を利用する」

　腕うでを伸のばした先にはあの鈍にぶく赤く輝かがやく光の球体があった。

「全員、私が《人形ドール》に組み替えてやる！」

　馬原は早口で何かを喋しやべった後、指を弾はじいた。

　途と端たんに球体の光が強くなる。

「無む駄だだ！　この程度の術式は、僕には効かない！」

　秋津先生が叫さけぶと、馬原は口元をゆがめた。

「ああ、そうだろうとも。効かないさ。君にはね」

「！」

　先生が振り返る。私の後ろを見ている。私も振り返った。

　廊ろう下かの途と中ちゆうにある階段から、ゆっくりと人が一人、上ってきた。

　白衣を着た男の人で、多分Ｍラボの研究員の人だ。

　その瞳ひとみは赤く濁にごっていた。

「自分らの仲間を攻こう撃げきは出来まい？」

　男の人に続いて、階段から続々と研究員の人達が弧こを描えがいた廊下に現れた。壁かべを作るように並ぶ。

　前を向くと、馬原の背後にも、同じ瞳の色をした研究員達が集まろうとしていた。廊下の前も後ろも、人の壁が出来ていた。

　イドがそれを楽しそうに見ながら言った。

「兄さん、とりあえず今は、手を組まない？」

「……お前の言葉を、信用しろと言うのか」

「信用なんかしなくていい。彼らを攻撃出来ない兄さんには選せん択たく肢しは無いんだから」

　イドが片手を挙げる。ハッと気づいた秋津先生が叫ぶ。

「！　待て！」

「エレクトラ！」

　イドのその言葉に反応するように、エレクトラが私を横に突つき飛ばした。そんなに強い力じゃなかったけど、私は床ゆかに転がった。

「頭を伏ふせていなさい」

　エレクトラはそういうと、後ろを向き、歩み寄ってくる研究員に向かって両手を突き出した。

「やめろ！」

　秋津先生が叫ぶ。エレクトラはキッと前を睨む。そして早口で呪じゆ文もんを紡つむいだ。

　直後、エレクトラの手の間から炎ほのおの球が噴ふき出し、前方に射出された。

　火球は壁のように並んでいる人達のすぐ手前の床に向かって飛んでいき、そのまま突き刺ささった。




　爆ばく音おん。




　火球がぶつかる事で、床ゆか面めんのコンクリートがバラバラになって吹ふき飛んだ。その欠片かけらに当たって、研究員の人達が飛ばされたり、その場でうずくまったりした。

　そして、それによって、わずかな道が生まれた。

「なんてことを！」

　秋津先生が叫ぶ。

「あれくらいじゃたいした怪け我がにはならないよ。それより今の内に逃にげよう。エレクトラ！」

「はい」

　エレクトラがまた私の腕を取り、強ごう引いんに立たせる。その横をイドが走り抜ぬけ、起き上がろうとしていた研究員の一人を蹴けり飛ばした。振り向いて、先生を見て、言う。

「さあ、行くよ」

「……くそ！」

　先生が私に走り寄る。

「走れるかい、播機さん」

「は、はい！」

　エレクトラに体重を預ける形になっていた私は、その言葉に一いつ瞬しゆんで足に力を入れ、先生と一いつ緒しよに走り出す。濁った目をした研究員の動きは緩かん慢まんで、近づかれる前に走り抜けることが出来た。

　私たち四人は弧を描く廊下を走った。エレベーター前にさしかかった時、イドが振ふり返り、走りながら笑え顔がおで叫んだ。

「待ち伏せされたらコトだから、エレベーターは使わないよ。その先の──」

　それ以上は言えなかった。

　イドがエレベーターの手前に着くと同時に、

　エレベーターの扉が吹き飛び、それがイドに直撃したからだ。





41　イドは廊下を挟はさんだエレベーターの反対側、吹き抜けの空間に飛び込んだ。






　しかしそれは攻撃を受けたからではない。扉が吹き飛ぶ直前に察知し、それを避よける為ために飛んだのだ。

「イド様！」

　エレクトラが叫さけび、立ち止まった僕の前を走り抜け、手すりを一気に乗り越こえて、イドの後を追うように空中に飛び上がった。播機さんが小さく叫び声を上げる。

　黒のスカートを舞まい上げながら、エレクトラが落下していく。その後ろを四体の《人形ドール》が追いかけていった。空中でイドを引っ張りあげるつもりなのだろう。

　イドの無事を確かく認にんする余よ裕ゆうは無かった。エレベーターの中から、扉を吹き飛ばした原因が出てきたからだ。

　長さ50センチ、直径10センチほどの筒つつ状じようの物体が空中に浮ういていた。エレベーターから出てきたそれは、全体が青白く光っていて、その光の粒つぶが空中に軌き跡せきを残していく。

　それは《砲ほう台だい》だった。《鴉ノツクス》が得意とする遠えん隔かく操縦兵器だ。

　４月の頭、学園の図書館でイドが使い、僕と播機さんを襲おそった道具でもある。見た目の割に硬かたい。香音がいない今の状況では、破は壊かいするのは難しいだろう。

《砲台》がこちらに向く。次じ弾だんのチャージは済んでいる。僕は播機さんの手を摑つかんで強引に引っ張った。

「こっちだ！」

　前は《砲台》、後ろは研究員たち、抜けられる道は一つしかなかった。

　空中歩道だ。

　六階の廊下には円を二分するかのように空中に廊下が渡わたされていた。僕はそっちに向かって走る。播機さんが少しよろけながら、それでも一いつ生しよう懸けん命めい走ってついてくる。

　その播機さんの顔のすぐ横を光の帯が通り抜けた。直線上にあった手すりが吹き飛ぶ。《砲台》の攻こう撃げきだ。

　握にぎっている手がびくりと震ふるえた。強く握る。

　歩道の付け根に到とう着ちやく。進路を九十度折れて廊下から空中歩道に入る。

「無む駄だだ！」

　背後から馬原の声が聞こえる。構わず播機さんを引っ張り、歩道の中央まで走る。

　が、そこまでだった。

　歩道の反対側にも濁にごった目の研究員が四人いて、一人ずつ入って来ようとしていた。振り返る。背後からも同様。

《砲台》は空中を漂ただよって、歩道の中央、つまり僕と播機さんが立っている所に狙ねらいを付けようとしていた。

「おとなしく捕つかまりたまえ」

　馬原が前に出る。

　僕は歩道の手すりを背にして、天てん井じようを見上げた。

「《紅オストラム》を私に渡せ」

　鈍にぶい赤の光を放つ球体と、その先に明かり取りの半はん透とう明めいの天井が見えた。

「このままでは二人とも死ぬぞ」

　空が、少し、陰かげった。

「《砲台》で撃うてば歩道ごと君ら二人は木こっ端ぱみじんだ。分かっているんだろう？」

　勝利を確信している馬原は、僕が何を待っているのかに気づいていないようだ。

　小さく呟つぶやく。

「播機さん。僕が合図したら、手すりを越こえて飛び降りるんだ」

「え？」

　走り疲つかれて、肩かたで息をしていた播機さんが僕を見上げる。

「説明している暇ひまがない。大だい丈じよう夫ぶ」

　播機さんを見る。

「君は、必ず僕が守るから」

　播機さんは、一いつ瞬しゆん気の抜ぬけた顔をした後、すぐに笑顔になった。瞳ひとみに力強さが宿っていた。

　そして言った。

「いつでも、先生を、信じてます」

「何を喋しやべっている！　さっさと──」

　馬原が叫ぶ。

　そして、その時が来た。

「今だ！」

　僕が叫ぶのと、馬原が僕の思おも惑わくに気づいたのはほぼ同時だった。

　馬原が《砲台》に命令する。

「撃て！」

　しかし僕が播機さんを強ごう引いんに持ち上げて手すりから放ほうり投げる方が一瞬早かった。




　ドゴオンッ！




《砲ほう台だい》から放たれたエネルギーの塊かたまりが僕たちがいた所に直ちよく撃げきする。コンクリートが砕くだけ、空中に舞う。その隙すき間まを、僕と播機さんが落下していく。

　タイミングは本当にギリギリだった。

　その時、半透明の天井が轟ごう音おんと共に粉ふん砕さいし、銀色の塊が空から降ふって来た。





42　ばふっ！　私は空から降って来た銀色の塊に頭からぶつかった。な、なにこれ？






　そしてそのまま塊からずり落ちそうになる。

「播機さん！」

　秋津先生がブラウスの襟えりを摑つかんで無む理り矢や理り持ち上げる。再びちょっとだけ浮ふ遊ゆう感かんの後、今度は銀色の塊の上に落下した。

　ばふっ！

　さっきも思ったけど、このなんだかよくわからない物は意外に柔やわらかかった。

　銀色に見えたのは太い毛で、絨じゆう毯たんみたいにふさふさしていた。そして温かい。

「頭を上げないで！」

　前から聞き慣れた人の声が聞こえた。誰だれだろうと見上げようとしたら、秋津先生が体ごと私に覆おおい被かぶさって、銀色の絨毯の中に私の頭を半分埋うめた。む、むぎゅう。

　直後、真上を大きなコンクリートの塊が通り過ぎていった。ぞぞぞ。

「さて、どこに行く？」

　前方から、再び聞き慣れた人の声が聞こえた。先生に頭を押さえられているのでそっちが見えない。

「最上階！」

　と、秋津先生がその人に叫さけぶと、その人は軽快に答えた。

「了りよう解かい♪　衝しよう撃げきに気を付けて！」

　天井から入って来て、吹ふき抜けの空間を斜ななめに降りていた銀色の塊は、このまま直進すると三階の廊ろう下かに落下しそうなコースを取っていた。

　しかし。

「さ、いくよ」

　前の人がそう言うと、銀色の塊から伸のびた四本の足で、三階の廊下の手すりの上に器用に着地した。

　そして、足を曲げ、そのバネを使って、再び空中に飛び上がる。

　真ん中が吹き飛んで廊下の役目を果たしていない空中歩道まで一気に飛び上がり、そこを足場にして更さらに上に飛んだ。

　私達を乗せた銀色の塊は、そのまま八階の廊下の手すりに足をかけ、更に廊下の上にするりと滑すべり込んだ。

　そこはＭラボの最上階で、あの赤い太陽が浮ういている高さの所だった。

　天てん井じようが破れ、廊下には本物の太陽と、鈍にぶい赤が混ざった光が満たされていた。

　あまりにも急な上下移動で、胃がぐるぐると収まらない。それ以前に、なにが起きているのかわからず、私は呆ぼう然ぜんとしていた。

　すると、さっきの聞き慣れた声がまた聞こえた。

「いつまで教え子を押し倒たおしているつもりだい？　安芸クン」

　やっと気づいた。声の主は斎条先生だった。バッと秋津先生が起き上がる。

　ようやく体の自由を得た私は、改めて自分が乗っかっているこの銀色のなにかを見る。

「……え、君、アレクなの!?」

　私が乗っていたのは巨きよ大だいな猫ねこの背中だった。ロシアンブルーの猫。斎条先生の《人形ドール》。深い緑色の目がこちらを向いて、そして鳴いた。

　斎条先生が巨大アレクの首筋をなでている。

「よくやったぞアレク。ただ、もう時間切れだね」

　え？　と、言う前に、大きなアレクの姿がしゅばーっと縮んでいった。あっけにとられた私は急に足場が無くなって寝ねっ転がったまま床ゆかに落ちそうになる。と、秋津先生が両りよう脇わきを摑んで立たせてくれた。

「安芸様！　ご無事ですか！」

　斎条先生の横には笠木さんもいた。心配そうな顔をしている。

「笠木がね、連れん絡らくをくれたんだ」

　斎条先生の言葉に、秋津先生は笠木さんを見て「よくやった」と言った。

「さて、これからどうする、安芸クン」

　秋津先生は吹き抜ぬけの空間の中央を指差した。そこには鈍い赤の光を放つ球体があった。

「あれを破は壊かいする。一時的でいい、操あやつられている人を正気に戻もどして、その隙すきに馬原を倒す」

　私は右手を挙げた。

「あの、一階にある魔ま法ほう陣じんを壊こわせばいいんじゃないんですか？」

　先生は首を振ふる。

「あの魔法陣は何重にも保護がかかってる。壊すなら全部壊さなきゃいけない。その為ためには下に降りなきゃいけないけど、六階には研究員が──伏ふせてっ！」

　秋津先生が突とつ然ぜん私に飛びかかり、床に押しつけた。硬かたい男の人の胸むな板いたが私を圧あつ迫ぱくする。今日はこれが多いな、と、どうでもいいことを思った。

　その真上を、光の帯が通り過ぎ、壁かべに激げき突とつした。

《砲ほう台だい》が、こちらを向いていた。

　先生はすぐに立ち上がって私を起こす。

「とりあえず走って！」

　秋津先生が手を引っ張るので、私も全力で駆かけ出した。斎条先生も笠木さんも走り出す。

　すぐ後ろで、どっかんどっかん壁が壊れる音がする。怖こわくて後ろを振り向けない。

　秋津先生は私の手を摑みながら走る、のだけど、怪け我がでもしているのか、時折、廊ろう下かの壁に右手をついていた。

「先生！　どこか痛むんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　そう言いながらも、徐じよ々じよに手をついている時間が長くなっている気がする。このままでは《砲台》に追いつかれちゃうよ！

　私が焦あせりの絶頂にいると、私のすぐ横を走っていた斎条先生が楽しそうに言った。

「ねえ安芸クン、いつまで逃にげ回っているつもりだい？」

　すると、壁から手を離はなした秋津先生が振り向いた。そして言い返す。

「逃げる？　誰だれが？」





43　八階の廊下を丁度一周した所だった。僕は叫さけぶ。






「香音！　儀ぎ式しき術式用意！」

「了りよう解かいしました！」

　僕が壁に触ふれている手に、香音の両手が重なる。香音の中に蓄ちく積せきされている《可能性ルウキス》が、壁に吸い込まれていく。

　同時に、僕らが手を置いた場所から二本の光の線が壁に沿って左右に伸びていく。

《砲台》の攻こう撃げきを避よけながら廊下を一周する間に、僕は八回壁に手をついた。

　播機さんに心配されたけど、怪我が痛むわけではない。陣を描いていたのだ。

　香音の力だけでは、あの光球を直接破壊する事は出来ない。なので八階の廊下全部を使って、巨大な魔法陣を構築する事にしたのだ。

「《儀式術式：：魔女の大おお渦うず──」

　呪じゆ文もんを発動すれば僕の作った魔法陣が光球と相そう殺さいされて、相手を破壊出来る筈はず。僕は最後まで呪文を紡つむごうと──

「安芸クン！」

　斎条の叫びに振り返る。

《砲台》がこちらを向いていた。砲ほう筒とうが青白く光っている。発射の合図だ。

　まずい、予測よりも復帰が早かった。これでは発動させる前に僕が直ちよく撃げきを食くらって死ぬ。

　高速に思考をかけるけど、対案が思いつかない。香音を引きずり下ろして攻撃をやり過ごしても、壁を破壊されたら魔法陣が壊れてしまう。先に《砲台》を破壊しておくべきだったか？　いや今それを考えてもしょうがない──

　このままでは死ぬんだという恐きよう怖ふは特になかった。そういう意識自体が、２年前に既すでに死んでいた。馬原に眠ねむらせられた伊代と同じように、僕の感情の一部はあれ以来眠っている。今も、どうすればこの状じよう況きようから僕以外のみんなが脱出出来るかを考えていた。

　と、その時。

　目の前で、信じられない事が起きた。

《砲台》は今や全体が青白く光り、発射直前だった。

　その《砲台》に向かって、

　播機さんが、飛び出したのだ。





44　秋津先生が危ないと思った時、私の体は勝手に動いていた。






　先生を守らなければいけない、と、勝手に思った。そしたらもう走っていた。

　三歩で速度を稼かせいで、その場でしゃがみ込んで、勢いを付けてジャンプ。《砲台》に摑つかみかかるように手を広げて、空中に飛んだ。

　で、その状態で、次に何をすればいいのかを考える。私はどうすればいい？

　秋津先生が魔ま法ほう陣じんを作ろうとしているのは分かった。そして、《砲台》がそれを邪じや魔ましている事も。

　よし。

　ならば私に出来る事は一つしかない。

　目の前に《砲台》が迫せまる。私は思いきって《砲台》にしがみついた。反動と重力で腕うでに鈍にぶい痛みが走る。

「あぅっ！」

「播機さん！　よせ！」

　思わず漏もれた声に秋津先生が叫んだ。

　空中につなぎ止められたかのように動かない《砲台》は、私がぶら下がってもビクともせず、砲筒の先を先生に向けていた。

　私に出来る事は一つしかない。

　大だい丈じよう夫ぶ。先生が見ていてくれれば、出来る。

　砲筒にぶら下がったまま、私は、呪文を紡いだ。

「《挙動制せい御ぎよ▽対象[image: ]〝砲台〟：設定属性[image: ]弛し緩かん：段階レヴエル[image: ]最大◇即そく時じ発動》！」

　私の腕から沸わき上がる赤色の光の泡あわが、今にも発射しそうになっている砲ほう筒とうに吸い込まれる。

　すると、砲筒は青白い光をまとったまま、半分ぐらいのところでぐにゃりと曲がり、Ｕの字形になった。先っぽにぶら下がっていた私は、ずり落ちるように落下、床ゆかにお尻しりをぶつける。

「いたっ！」

「播機さん！　逃げて！」

　秋津先生が叫ぶ。

　叫んだ意味はすぐに理解出来た。

　曲がった砲筒が光を放ち、爆ばく発はつしたのだ。





45　目の前が真っ暗になる、などという余よ裕ゆうは無かった。






　発射寸前だった《砲ほう台だい》のエネルギー弾だんが、播機さんが砲筒をねじ曲げた事で行き場を失い、内部で暴発した。

　爆ばく風ふうが廊ろう下かを襲おそう。

　でもそんな事はどうでもいい。

　播機さんは！

　なんとか目を開けると、彼女の姿はあった。

　爆風に吹ふき飛ばされ、空中を飛んでいた。

　廊下を越こえ、折れ曲がった手すりを越え、その体は吹き抜ぬけの空間に投げ出されていた。

　今度こそ目の前が真っ暗になりそうなのをどうにか抑おさえ込む。

「播機さんっ！」

　叫さけび、そっちに向かおうとする。

　すると、播機さんが叫び返した。

「私の事はいいですから！　先生は、先生がやるべき事をしなさい！」

　何を言ってるんだ!?　自分の置かれた状況を分かっていないのか!?

　しかし、播機さんは、弧こを描えがいて空中を飛びながら、僕に向かって腕を伸のばし、親指を立てた。

　そして、ニカッと笑った。

「信じてるよ、先生」

　播機さんは何も言わなかったけど、そう、言われている気がした。

　そしてその時、何故なぜ播機さんがそんな笑え顔がおをしているのか、僕はようやく気づいた。

　聞き慣れた携帯の着信音が、播機さんの胸ポケットから流れていたのだ。





46　勝機はあった。天てん井じようの窓が破られて、この空間は「屋外」になっていたのだ。






　胸むな元もとから、たとえどのような状じよう況きようであろうとも、二フレーズ以内に取らなければならない着信メロディが流れていた。

　空中を飛びながら、私は胸ポケットから携けい帯たいを取り出す。

　一いつ瞬しゆんアンテナが二本立っているのを確かく認にんしてから通話ボタンを押した。

『もー！　こんなギリギリの状況に自分を追い込むなんてどうかしてるよお姉ちゃん！』

　愛すべき妹からの電話だった。

「ごめん！　後で埋うめ合わせするから！」

『そんな事言ってる場合じゃないでしょ！　魔ま法ほう陣じんの画像を送るから、それに指を合わせてこう叫んで！』

　仄香が単語を一つ叫ぶ。

「おっけー！　愛してるよ、仄香！」

『私だって愛してるよーっ!!』

　床がぐんぐん近づいてくるのが見えた。

　でも、不思議と恐きよう怖ふは感じなかった。

　仄香を信じられる、なにかがあった。

　携帯をじっと睨にらむ。

　風景が吹き飛んでいく。

　データ受信中のバーがいっぱいになるのをじっと待つ。

　私の体がどんどん落ちていく。

　ついに、携帯の画面いっぱいに魔法陣が映し出された。

　視界いっぱいに、床が広がっていく。

　魔法陣に両の親指を当てると同時に、私と電話の向こうの仄香は、めいっぱい叫んだ。




『「飛べええええぇぇぇぇっっっ！」』




　床に衝しよう突とつする寸前、目を閉じた。




　直後、大きな風を全身で感じた。

　床にぶつかる事は無く、強い浮ふ遊ゆう感かんが体を襲った。

　ゆっくりと、目を開く。

　翼つばさ。

　それは翼だった。

　深しん紅くの羽根からなる、一対の翼だった。

　手の長さの三倍以上はありそうな翼が、私の背中から生えていた。

　その深紅の翼は、空気を捉つかまえて、地面すれすれを滑かつ空くうしていた。

　私は、飛んでいたのだ。

　何故か私は、翼の動かし方を、飛び方を、理解していた。

　翼を一度、羽ばたかせる。

　床すれすれにあった私の体は、天井に向かって跳はね上がった。

　深紅の羽根の隙すき間まから、鱗りん粉ぷんのように透とう明めいな赤の光の粒つぶが周囲に舞まった。

　馬原が、驚きよう愕がくに目を見開いて私を見ているのが分かった。

　翼をもう一度、羽ばたかせる。

　赤い鱗粉を後方に撒まきながら、私の体は更さらに舞い上がる。真ん中が無くなっている空中歩道の横あたりまで上じよう昇しようした。

　秋津先生も驚おどろいた顔をしていた。でも、泣きそうな顔にも見えた。

　三度目の羽ばたきは、動きを加減して動かした。

　速度を落としつつ空中で旋せん回かいし、八階の廊下に滑すべり込む。天井にぶつからないように注意。

　目の前に、秋津先生が立っていた。

　先生の居るところに、戻もどってきた。

　速度を更に落とし、翼を畳たたみ、床ゆかに足をつける。

[image: ]

　自然に止まる事が出来た。

　先生がこちらを驚いた目で見ていたので、私はできるだけなんでもないぞ、という笑え顔がおを作ろうとした。

　が、膝ひざがかくんと折れた。立ってられない。

「播機さん！」

　先生が叫さけぶ。今日は先生に名前を叫ばれてばっかりだな、と思った。

　そう思いながら床に倒たおれ、私は目を閉じた。





47　うつぶせに倒れた彼女の背中から、深紅の翼が光になって消えていった。






　斎条が播機さんに駆かけ寄って確認する。

「大だい丈じよう夫ぶ。《可能性ルウキス》の一時的な喪そう失しつで気を失っただけだ」

　気が抜ぬけそうになるほど安心した後、ふつふつと怒いかりが湧わき上がってくる。

　なんて無む茶ちやな事をするんだこの子は！　僕を守る為ために自分を犠ぎ牲せいにするなんて！

　僕は思わず声を上げそうになり、そこに斎条の声が被かぶさった。

「教育的指導をしている暇ひまは無いよ安芸クン。早く魔ま法ほう陣じんを発動してくれ」

「わかってるよ！」

　思わず怒ど鳴なり返してしまう。自分のミスで播機さんを危険な目に遭あわせてしまったのに、それを八つ当たりしてどうするんだ。自分を叱しつ咤たする。

《砲ほう台だい》は爆ばく砕さいして姿を消した。もはや脅きよう威いは存在しない。

　光球の方に振ふり返り、香音の肩かたに手を載のせる。そして、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《儀ぎ式しき術式：：魔女の大渦▼方向[image: ]中心：段階レヴエル[image: ]最大》！」

　壁に書き記した八個の陣が光り出し、お互たがいに光の線を結び始める。複雑な曲線で描えがかれたそれは、やがて八階という空間平面の上に、何重もの環わを作った。

　その環は、それぞれがまるで波のようにうごめいていた。僕は叫ぶ。

「《魔女の大渦◇発ウル動トウガ》！」

　廊下に沿ってたゆたっていた金色の光の波が大きく揺ゆれ、一いつ瞬しゆんで津つ波なみのように環の中心である光球に襲おそいかかった。光と光が相そう殺さいしあう。

　鈍にぶく赤く光る球体は、初めは絶対的な力を保持し、こちらの光の波は触ふれただけで蒸発するようにかき消えた。

　しかし、次から次へと発生する光の波は、文字通り波状攻こう撃げきとして球体にぶつかり続け、徐じよ々じよに光球のはじき返す速度にラグが生まれ始める。

　僕は香音の肩を更に強く摑つかんだ。自らの体内に湧き上がる《可能性ルウキス》も一気に流し込む。

「はぅぁっ！」

　許容量を超こえる《可能性ルウキス》を流し込まれた香音が背をのけぞらせて声を漏もらす。あと少し持てばいい。これで終わりだ。

「《魔女の大渦◇増ぞう幅ふく》！」

　魔法陣からわき出る金色の光の波が勢いを増し、洪こう水ずいのように球体に襲いかかる。

　既すでに勢いを失いつつあった球体は、押し寄せる波を押し返す力をもはや持たず、金色の波に飲み込まれた。

　波が去った後には、球体は消え失うせていた。

　八階の階段広場に現れ始めていた研究員達が、その場でバタバタと倒れていく。術が解けて気絶しているのだろう。

　階下で、馬原が動どう揺ようしながら叫ぶ。

「そ、その程度で勝ったと思うなよっ！　魔法陣がある限り、もう一度《球》を作り出せば──！」

　僕は口には出さないけど、思った。

　いや、その手はもう使えない。





48　僕は口に出して言った。「いや、その手はもう使えない」






「……！　イド！」

　馬原が僕を見て目を見開く。

「優ゆう秀しゆうな部下がいるからね、六階から落ちたくらいじゃ死なないよ」

　廊下に出て馬原に近づくと、彼はじりじりと後退した。

「馬原博士。《姫リイ・イニオン》に手をかけようとした罪は重い。《鴉ノツクス》はあなたを見捨てる」

「ど、どういう事だ」

「こういう事だよ」

　僕はローブから右手を出す。

　握にぎられているのは起き爆ばく装置のスイッチ。

　馬原の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「ま、待──！」

「待たない」

　押す。




　ドゴオンッ！




　一階の床ゆかが吹ふき飛ぶ音だ。なかなかに耳みみ触ざわりが良い。

　魔ま法ほう陣じんは外部の攻撃から術式を維い持じする為に、冗じよう長ちよう性を持たせて設計するのが普ふ通つうだ。だから、魔法陣の一部を壊こわされても、残りの部分が互いを補い合うので術式を続行する事が出来る。

　しかし、床が全面的に破は壊かいされれば、さすがに使用不可になる。

　まあ、僕が仕し掛かけた爆ばく薬やくの量だと、場合によってはこの建物全体が倒とう壊かいするかもしれないけど、それは僕の知った事ではない。

　僕は手元からＵＳＢメモリを取り出して、馬原に見せた。

「博士。《紅オストラム》について、あなたがこの数日で集めた貴重な情報データは一通り回収させてもらった。我々の方で有効に活用させてもらうよ。これについては礼を言っておこう」

「貴様……！」

　憤ふん怒ぬの形相でこちらを睨にらむ馬原に、僕はおどけてみせる。

「おいおい、むしろ感謝して欲しい所だよ？　本来ならここで《鴉ノツクス》の流りゆう儀ぎにのっとって処分されても文句を言えない所を、取引で長らえた命なんだから」

「取引、だと？……まさか！」

「《紅オストラム》の《人形ドール》化を成功させられたら、《島》に戻もどっても研究を続行出来る。そういう話だったらしいね」

　絶句する馬原に対し、僕は唇くちびるを嘲あざけるようにゆがめ、そして宣告した。

「残念だったね。その夢は潰ついえたよ」

「う、うわああああっ！」

　馬原は雄お叫たけびをあげると、なにやら呪じゆ文もんを紡つむごうとした。最後の反はん撃げきに出たのだ。

　しかし、遅おそい。

　こちらに向かって両手を伸のばした馬原の全身を、稲いな妻ずまのような光が襲おそいかかった。

　光が消え去ると、馬原は目を開けたままその場に崩くずれ落ちた。

　攻撃を予期していれば防ぼう御ぎよの手段もあっただろうが、錯さく乱らんしていた馬原にはその余よ裕ゆうも無かったのだ。

「よくやったぞ、エレクトラ」

　馬原の背後に忍しのび寄っていたエレクトラは、スカートの裾すそを持ち上げてお辞じ儀ぎした。

「さて、僕らは退散しよう。おかげで貴重なデータが手に入った」

　八階を見上げる。じっとこちらを見ている瞳ひとみがあった。その瞳に映っているのが怒いかりなのか哀かなしみなのか、この距きよ離りではわからなかった。

　僕は、笑え顔がおで話しかけた。

「一つ貸しだよ。兄さん」

　多分聞こえてはいないだろう。

　エレクトラを呼んでローブを翻ひるがえし、転移の呪文を紡ぎはじめる。

　また来るよ。兄さん。







[image: 同日　　　そして夕刻になり]





49　播機さんを両手で抱かかえて、Ｍラボの外に向かう。






　後ろを振ふり返ると、気絶したままの馬原を、斎条と香音が両側から抱えて歩いていた。

　香音は既すでに《可能性ルウキス》が切れかけているので、後で《食事》と休息が必要だ。斎条は播機さんを抱えている僕を見てにやりと笑った。まだそんな余裕があるのかこの男は。

　正面玄げん関かんを出る僕たちとすれ違ちがうように、ヘルメットを被かぶった作業員が数人、Ｍラボの中に入っていった。事後処理担当の人達だ。

　研究員の安全を優先して、突とつ入にゆうを控ひかえていた姉さんや《蒼マーレ》のスタッフも、現在は中に入って救出作業に当たっている。ベルと久米慎二も、既に担たん架かで運ばれた後だ。

　イドの魔法陣爆ばく破はは巧こう妙みように火薬が配置されていたらしく、今のところ倒壊の危険は無いらしい。あいつらしい、と思った。

　外に出ると、時刻は既に夕方で、見上げると空は茜あかね色いろに染まっていた。ラボの中で輝かがやいていた毒々しい赤色の球体と違い、見ていると気分が落ち着く空だった。




「ご苦労だったな」




　前方から男の声がして、視線を前に戻す。

「津欧、さん」

　目の前に津欧総一郎が立っていた。その後ろに大おお柄がらなスーツ姿の男が二人、付き従っている。

「馬原の身み柄がらは我々が引き取る。そいつは一度《島》を脱だつ走そうした身であり、拘こう束そく権は引き続き我々《完結したフオル・円環キアカル》にある。もちろん、異存は無いだろうな？」

　ふざけるな、という言葉が喉のどまで出かかるのを必死に抑おさえる。体力も気力も切れかけている状態で、感情を制せい御ぎよするのは中々に困難だった。

　そもそも、馬原の《島》からの脱走を許してさえいなければ、播機さんが危険にさらされる事態にはならなかった筈はずだ。ならば《島》の管理者である《円環キアカル》がその責任を問われるべきだ。いや、そもそも馬原を脱走させた協力者が《円環キアカル》だという可能性だって……。

　頭の中で疑念がいくつも渦うず巻まく。落ち着け。感情で動いては勝てない。この数日間はそれを学んだ日々だったじゃないか。

　小さく息をして、考えをまとめる。頭の中を論理ロジツクで満たし、この場における最善手を導き出す。

　斎条が一歩前に出ようとした所を、僕は足をわずかに動かして抑えた。そして言う。

「異存はありません。が、条件があります」

　津欧がわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「条件？　こちらにはそんなものを聞く理由すらない。何度も言うが馬原はそもそも──」

「《査問》の、しかも《円環キアカル》側のメンバーが馬原とすり替かわっていた。これは《円環キアカル》側の管理ミスだ。違いますか？」

「犯罪の抑よく止しは我々の仕事ではない」

「そうかもしれません。しかし、馬原の行動を《円環キアカル》が黙もく認にんしていたという証しよう拠こがあったら、話は変わりますよね？」

　津欧は黙だまってこちらを見つめる。僕は静かに見つめ返した。

　もちろん、そんな証拠などない。状じよう況きようから導き出される結論がそれだというだけだ。

　そして、向こうもそれは分かっている。

　僕は、《円環キアカル》ではなく、津欧総一郎と話をしていた。

　彼はしばらく黙った後、短く聞いてきた。

「それで？」

「今回の件において、《蒼マーレ》は人的、設備的、ひいては金銭的に大きな損害を被こうむりました。《円環キアカル》の監かん督とく不行届によって、です」

「謝罪でもしろと言うのかね？」

　僕は首を振り、答える。

「貸し借りは無しで行きましょう。ジェシカ、および《紅オストラム》への、《査問》の完かん了りようを要よう請せいします」

「完了？　延期ではなく？」

「あなた方はっ！」

　しれっと言う津欧の言葉に思わず語気が荒あらくなってしまい、ひとまず口を閉じる。津欧が口の端はしを曲げてわずかに笑った気がした。

　落ち着け。静かに、言葉を続ける。

「……あなた方は、もう当初の目的を果たした。違いますか？」

　当初の目的。

《完結したフオル・円環キアカル》は、播機さんの能力の発現なんて最初から期待していなかった。

　馬原によって《紅オストラム》を《人形ドール》に組み替える事も、成功を狙ねらっていたとはとても思えない。《蒼マーレ》が周辺被ひ害がいを無視すれば、こんなずさんな計画は全力で阻そ止しされた筈だからだ。

　馬原は、嚙かませ犬に過ぎなかったと考えられる。

　恐おそらく、《円環キアカル》の目的は最初から、

《紅》の《特権》の確認だったのだと思われる。

　そして、それはほぼ達成されている。

　もちろん、これも証拠なんてない。

　僕は、ただ、津欧総一郎と話をしていた。

　津欧は顎あごに手をあて、無ぶ精しよう髭ひげをなぞりながら、それでも僕を見ていた。やがて、口を開く。

「……何の話をしているのか良く分からないが、《査問》のスケジュールは一いつ旦たん凍とう結けつされるだろう。再開は未定だ。追って連れん絡らくする」

　それは彼流の答え方だった。《査問》は当面行われないだろう。これで、播機さんを《円環キアカル》から少しの間遠ざける事が出来る。

　津欧が右手を挙げると、後ろにいた男二人が素す早ばやく前に出て、斎条と香音から馬原を取り上げ、そのまま車に乗せた。気絶した研究員を運ぶ救急車ではなく、黒くろ塗ぬりの高級車だった。

「では、私は行く。後の事は理事長と君で対応してくれ」

　背を向けた彼に、何故なぜ声をかけたのか、自分でも良くわからない。

「……津欧さん」

　車に向かおうとした津欧が、僕の声に立ち止まる。

　何を言うかも考えていなかった。

　しかし、その大きな背中、かつて見慣れていた背中を見て、言葉は勝手に口から漏もれた。

「何故、あなたは、そうまでして、《円環キアカル》なんかに──」

「今の発言は聞かなかった事にする」

　津欧の冷たい言葉が僕のつぶやきを遮さえぎった。首をわずかにこちらに向け、僕を見る。

「《蒼マーレ》の次期当主が口にすべき言葉ではない。……魔ま術じゆつ師しとしては成長したようだが、利口にはなっていないようだな。秋津安芸」

　そして、津欧は、馬原が後部座席に押し込まれた車の助手席に乗り込み、行ってしまった。

「よく我が慢まんしたね。安芸クン」

「……うるさい」

　楽しげに語りかけてきた斎条は、そのまま僕が抱かかえていた播機さんをひょいと取り上げた。いきなり重量を失った両りよう腕うでが戸と惑まどう。

「え？」

「いいからそこに座りなさい。兄弟子でしからの命令」

　斎条が播機さんを抱えたまま、顔で近くにあるベンチを指し示した。意味が分からないが、馬原との戦いと津欧との会話で精神を使い切っていたので上手うまく思考が回らず、言われた通りにベンチに座った。

「座ったけど？」

　すると、斎条は両手に抱えていた播機さんの頭を僕の膝ひざに載のせ全身をベンチに横たわらせた。

　下を見ると、目を閉じて寝ね息いきを立てている播機さんの顔があった。

「!?」

　なんだかよくわからない危機感に襲おそわれて、しかし寝ている播機さんの頭を蹴けり上げる訳にもいかず、僕は下半身の動きを拘こう束そくされて焦あせりながら斎条を睨にらみ付け、叫さけぼうとした。しかし斎条が人差し指を立てて「しー」と、口に当てる。

「今は眠ねむらせてあげな。《可能性ルウキス》の一時的な喪そう失しつで寝ているだけだけど、疲つかれているだろうからね」

（だからってなんで僕が膝ひざ枕まくらをするんだ！　サイジョー！）

　と、叫びたいけど大きな声が出せないので、口をパクパクさせて抗こう議ぎした。

　すると、斎条は僕に顔を近づけて、にやりと笑って囁ささやいた。

「お姫ひめ様が目覚める時、最初に目を合わせるのは王子様だって、相場が決まってるからさ」

　疲れている筈はずなのに、脈みやく拍はくが上がるのを感じた。





50　安芸クンと別れて少し歩くと、携けい帯たい電話が振しん動どうした。






「……はい、斎条です。ええ、はい、そうです。全すべてはあなたの想定した通りの展開になりましたよ。よくもまあこれだけの筋書きを役者の誰だれに知らせる事も無く書ききれるものですね。さすがは《円環キアカル》を統すべるだけの事はある。え？　ああ、はい、それも指示通りです」

　ポケットからＵＳＢメモリを取り出し、夕日にかざす。

「馬原はもちろん、今回の《査問》で採集された《紅オストラム》に関するデータも全て回収しておきました。《鴉ノツクス》が持ち帰った物は全て改ざんされた偽にせデータです。まあ、ちょっと調べればバレる代しろ物ものですが。それで構わないんでしょう？」

　スピーカーから、クックという笑い声が聞こえる。そして不思議な事を言った。

「え？　ええ、確かに、修学旅行の行き先はイギリスだった筈ですが。……ああ、なるほど。そこが次の舞ぶ台たいとなる訳ですか。《蒼マーレ》坊や・カヌにとっては、思い出深い旅になりそうですね。なにせあそこは、彼にとって思い出の地ですから」

　その次の一言で、背筋に悪お寒かんが走った。

「……私に同行しろと言うんですか!?　いやあのすみません。イギリスの地には二度と足を踏ふみ入れないという誓せい約やくを自らに課していてですね。あなただってご存知でしょう!?　あそこには魔女が棲すんでるんですよ！」

　私情から来る命令拒きよ否ひを、上司は受け入れなかった。





51　目を開けると、秋津先生が覗のぞき込んでいた。






「って、えぇっ!?」

　驚おどろいて上半身を起こしたら、私と先生のおでこがまともにぶつかった。




　ごちん




「！！！」




　言葉に出来ない痛さに再びからだが倒たおれる。少し硬かたくて、でも柔やわらかいなにかの上に頭が着地する。すぐに、秋津先生の膝の上だと気づいた。

「え、あ、えっ!?」

　混乱して口からよく分からない叫びしか出ない私に対し、先生は安心させるように言った。

「……もう少し、休んでいた方がいいよ」

「は、はい！」

　ベンチに寝ているみたいだった。先生の顔の向こうには、茜あかね色いろに染まった空が広がっていた。

　……もしや、とっても素す敵てきシチュエーションなのではないか？　あれ、でも膝枕って女の子がしてあげる物なんじゃないかな？　と一いつ瞬しゆん思ったけど、先生がねそべって、私が膝枕してあげているという逆の構図は頭に浮うかんでこなかった。まあ、いいか。

　目が覚めた私に、先生は私が気絶してからの事や、馬原守人の事を説明してくれた。

　一通り話が終わった後、先生は急に黙だまり込んだ。

「先生？」

　私が呟つぶやくと、秋津先生は、

「……あの時、」

　と、私に言っているようでもあり、独り言のようでもある、そんな声を出した。

「播機さんが爆ばく風ふうに飛ばされたあの時、僕は助けに行く事が出来た筈なんだ。でも、播機さんの声を聞いて、顔を見て、そしてあの着信音が聞こえた時、僕は魔ま法ほう陣じんを完成させる事を優先した。なんでだかわからないけど、そうすべきだと思ったんだ」

　私はそこで、先生が謝ろうとしている事に気づいた。

「播機さん、ごめ──」

「違ちがいます。先生」

　両手を伸のばして先生の口を塞ふさいだ。

「教師のくせにそんな事もわからないの？」

　私は、この同い年の英語教師に教えてあげる事にした。

「先生は、その時、私と仄香なら大だい丈じよう夫ぶ、あの状じよう況きようを解決出来ると思ったんです」

　私は、１２０％スマイルを見せた。

「それは、『信じる』って事なんですよ」

　そう。そして、私もあの時、先生を信じたのだ。《砲ほう台だい》をどうにかすれば、先生は私達を助けてくれる。そう信じたのだ。

　私は先生と仄香を、先生は仄香と私を信じた。

　それが、なんだか訳もなく誇ほこらしくて、そして、嬉うれしかった。

　両手を離はなす。

　口が解放された先生は、何か言おうとして、

「……ありがとう」

　と、だけ言って、夕空を見上げた。

　その、遠くを見み渡わたす眼まな差ざしを、たまらなく愛いとおしく感じた。

　手を伸ばせば、抱だきしめられる。

　首に絡からめれば、お互たがいの距きよ離りをゼロに出来る。

　というか、今さっきまで両手で唇くちびるふさいでたじゃん。

「！」

　急にさっき自分のした事について恥はずかしさがこみ上げてきた。

「？　播機さんどうかした？　なんか急に熱く……」

「いやもう全然大丈夫です起きられます起こして下さいああいえ自分で起きます！」

　一気にまくし立て、でも今度はおでこをぶつけないように起き上がって、立ち上がった。

「大丈夫？」

　先生が心配そうに見上げる。

「はい！」

　気が高ぶってるのでテンション高く答える。夕日が差しているので、顔が赤くなっているのはばれてないと思いたい。

　ベンチに座っていた秋津先生も立ち上がり、体を伸ばした。

「とりあえずまあ、今回の騒そう動どうはこれでおしまいだね。ああ、そうだ。《査問》も、もう終わりだよ。少なくとも当面は無い」

「ホントですか！」

「うん。今まで《円環キアカル》の命令に無む理り矢や理り付き合わせて悪かったね」

「やった！」

「うん。だからこれからは中間テストの勉強に本ほん腰ごしを──」

「これで文化祭に向けて全力投球出来ますね！」

　先生の言葉を強ごう引いんに遮さえぎる。

「いや、播機さん？」

「どうせなら探たん偵てい推理研究会でもなにか出店したらどうでしょう！　うん、それいいアイデアかも！　ボードゲームはクラスと被かぶっちゃうからなあ。ええと──」

「いや、あのね？」

「それに文化祭の後は体育祭、その後は本年のメインイベント修学旅行ですよ！　イギリス！　海外旅行！　もちろん秋津先生も行くんですよね!?　たーのっしみー！」

「えーと……」

　秋津先生はそんな私を見て、小さくため息をついた。

「さあ、そろそろ帰ろうか。遙さん、《蒼マーレ》坊や・カヌ」

　声の方を振ふり向くと、いつの間にか、すぐ近くに斎条先生と笠木さんが立っていた。斎条先生は私達を見てニコニコ笑っている。笠木さんはいつも通りの無表情だったけど、すこしほっとしているように感じた。

　私は笠木さんの方に駆かけ寄る。

「ねえ香音ちゃん！　文化祭でメイド服以外に着たい物とか無い？」

　笠木さんは首をひねる。

「特にありませんし、メイド服を着る予定もありませんが」

「何言ってるの!?　クラスのお店は香音ちゃんもメイドだよ！　当たり前じゃん！」

「当たり前なのですか？」

「そうだよ！　それにね……」

　美奈とやっかがデザインしたメイド服の可愛かわいさに言葉を尽つくしながら、私達はＭラボを後にする。

　夕日をまっすぐに浴びて、地面に長い影かげが四本伸のびていた。

　秋が、すぐそこまで、やって来ていた。







　バックステージ（あとがき）







　四巻まで既すでにお読みの方はお久しぶりです、土屋つかさです。『放課後の魔術師メイガス⑤スパイラル・メッセージ』をお届けします。既に読どく了りようされた方、いかがでしたでしょうか。お楽しみ頂けたなら望外の喜びです。あとがきを見ながら、このシリーズを買おうかどうか悩なやんでいるそこのあなた。人生は有限です。急いで五冊まとめてレジに向かいましょう。いやいや、どうぞご遠えん慮りよなさらず。いやいやいや。




【作中のゲームについて】




　冒ぼう頭とうで遙が美奈達と遊んでいたアナログゲームは、アバクスシュピーレ社から発売されている、２００７年ドイツ年間ゲーム大賞を受賞した『ズーロレット』です。二巻に登場した『コロレット』のボードゲームアレンジで、作者はミヒャエル・シャハト。土屋のお気に入りゲームの一つです。オススメ。




　今回は学園祭前という事で他ほかにも多数のアナログゲームが登場しています。全部当てる事が出来るでしょうか？　全問正解の賞品は特にありませんが、挑ちよう戦せんしてみて下さい。




【お知らせ】




　本書の発売日である２００９年10月１日から11月30日まで、「放課後の魔術師メイガス特製ブックレット応おう募ぼ者全員プレゼントキャンペーン」が開かい催さいされています。四巻と五巻の帯についています応募券をセットで送って頂くと、『放課後の魔術師メイガス』の特製ブックレットが応募者全員にプレゼントされるというキャンペーンです（そのまんまですが）。




　書き下ろしのスペシャルエピソード、ふゆのさん描かき下ろしイラスト、ふゆのさんとの対談兼けんボードゲーム対決などが収録される予定です（内容は予告なく変へん更こうする場合があります）。こっそりここに書いておきますが、実は五巻の表紙とブックレットの表紙は繫つながって一枚の絵になる仕し掛かけになっています！　これは手に入れなければ！




　スペシャルエピソードについては、香音が主役（！）の、学園祭での一エピソードになる予定です（今現在書いてます）。ブックレットは非常にレアなアイテムになると予想されるので、是ぜ非ひ入手して頂ければと思います。11月30日締しめ切きりなのでお忘れ無きよう！




【謝辞】




　今回も多くの方にお世話になりました。毎回美び麗れいなイラストで物語に彩いろどりを与あたえてくれるふゆの春秋さん。いつもありがとうございます。遙のメイド姿が見られて幸せです（誰だれか遙のコスプレしてくれないかな！）。五巻を書いている間に多くの作家さんやボードゲーマーの方々とお会いする事が出来ました。お引き合わせ頂いたＳｐさんとＫ村さんにありがとう（25人の人じん狼ろう大会楽しかったよ！）。これからもよろしくお願いします。四巻との連続発売と五巻作業と特製ブックレットでわきゃーになっている土屋の原げん稿こうを辛しん抱ぼう強づよく待って頂いていたＵ野さん、いつもすみません……じゃなくて、ありがとう！　そして、これはもう言うまでも無い事ですが、本書を読んでくれた全すべての読者の皆みな様さまに百万の感謝を！　あなた方のおかげで、土屋はこれからも書いていけます。本当にありがとう！




【終わりに】




　物語も中ちゆう盤ばんを抜ぬけ、論理魔術を巡めぐる物語はここから加速を始めます。次回は英国での修学旅行のお話（の、予定）。五巻で二人が離はなればなれだった分、旅行編ではちょいラブ分大増量でお贈おくり、する、つもり、で、す（ばたり）。お楽しみに！




　ご意見ご感想ご指導ご鞭べん撻たつお待ちしております。スニーカーＷｅｂアンケートに是非是非コメントをお寄せ下さい。皆様の応おう援えんが筆を進める活力になります！　どうぞよろしく！




　遙と安芸の物語はまだまだ続きます。どうか今後とも二人を見守って下さると嬉うれしいです。それでは次巻でお会いしましょう。さようなら～。





土屋　つかさ　　






Ｐ．Ｓ．ブログやってます。「土屋つかさ」で検けん索さくして下さい。ブログ限定公開のオリジナルショートショートもあるよ。




土屋つかさの今か無しか


http://someiyoshino.at.webry.info/（２０１４年５月現在）


















カバー・口絵・本文イラスト／ふゆの春秋

カバー・口絵・本文デザイン／吉田明加＋design CREST










放ほう課か後ごの魔術師メイガス




⑤スパイラル・メッセージ








土つち屋やつかさ
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